
理 実 と 社 会 i王子糊11! "
特集/ 第 16回青年技術者 一一
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同じ建て坪なら 倍ぐらいに は使え

- .  

ます

.  -

-

事 務 所 ・工 場 -fTJ l![ など、 l ド]11! 附 造 物 の 建 築 を ご 計 画 l二|二I なら、 ぜひ、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨折1. ( ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 1-1-
11、i:. が不要てい、 問 11 、 同 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、 IIT] じ往て上lt なら、まず、 11" i ぐらいに活用ていき、介珂的 てやす 。 強 1似 て 耐 久 性

に 胃; み、 建 築 も 簡 単 。 360柄 以 上の 似却し没計を用意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
令 住 友 会 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

: λ ヲ お ら すばらしい立体感をもっ絵模線、ロイヤルノ Tターン 。

｡ 五子 ごｾ Ｍｾ

とミお52で その、 美 しい気品ある絵柄は、 o.5mm" …1. Omm 

ミ蕊ボ恋 1. 5問 、ど こま でいっても消えません。

キい川522 しかも、マチコロイヤルは

l軍粍に強く、きびしい床の使用条件に

耐えるタフさは彼群です。

ロイヤルの

美 しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは 、T ! - 、材料を

すぐれた技術で加工 、いっそう

Ｑ Ｑ Ｑｉ ＱＱ ｾ ｾ Ｈ を ｩ 認めた ｩ ゐ ｜ Ｑ Ｑ 栄作です 。

色は、インテリアデザイナーが

lti も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明度・彩l変とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガ ン トな 11未をだし

ていま す。ロイヤルを敷きつ

めたフロアは、まさに“ ロイ

ヤルルーム" の} ! ¥絡です。

おとろえません

川 山OR TI L E 品集

M A T I C O  

② 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげしい場所には

とくにおすすめします。

7 チコロイヤルは、ビルのエレベーター

ホールや階段、民li f など に最適です。 もちろん、

オフィスにも使えます。 ホテル、レストラン、喫茶庖、

銀行、デパ ート、病院など、人の集まる均所に は

ドシ ドシご-t:lUll ください。

本 社 / 大阪市南区順慶町通り 4 - 25( 順 慶 町 三 和 ピ J レ) 〒542 曹 (06) 252- 2921 代

東 京 / 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 3 3  ( 琴平 町 東 洋 ピ ル ) 干105 e  (03 )  503- 3021代

名古屋 / 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 (名古屋センターピル) 〒460 官 (052 )211- 5458代

福 岡 / 福岡市大手門 1 - 4 - 1 2 〒812 官 (092 )75- 0  4 2 5  

1  



の製品には・・・

。
- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  ( 18- 8 ステンレス )

• • 
-

。

。 。

。

。 。

R A システム

- 仕上 はサテ ン仕上です

寸法 (m/m)
板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数 量

. R A システム (90。抜け芯装置付 ) です

・高精度 を誇 り、耐蝕性 ・耐熱性にす ぐれ

錆びたり変色したりする事はありません

・18- 8 ステ ンレス、木ネ ジ付きです

全長

8 9  

1 0 2  

1 2 7  

1 2 7  

横 巾

8 9  

1 0 2  

1 0 2  

1 2 7  

("Ym)  
+  

勺ら (枚)

2 .  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

2 .  8  8  4.  1  X  2 5  1 0 0  

3.  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装・ 2 枚 木 ネ ジ付 紙 函 入

木山革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
- 錐 でガ イ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 く 振 動 の た め に

.j)i(け て く る よ う な こ と は な い 。

・ 釘 ;1火の音[1分 で 木 告11へ 安 定 し た 似 合 が 出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の繍 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に li 'iJ定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 引 が

少 なく 反 復 作 用 によく 耐 えま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N  R- 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 8 4- 1) に lま

ス パ イ ラ ー が I{付 属 さ れ て い ま す 。

? 開227f E Wι シ究ター・米国 FHA規格品

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か 。 レ ジ ス タ ー

- 室 内 冷 暖房 の保 温 調 節 が 容 易 。
N O. 5 5 - R  

- シャッ ター 120. 迄 自 在 調 節 止 め 付 。

- 錆 の 発生 、 変色 が な く 温 度 の お い

所 、 パ ス ル ー ム 寄与 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

- ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調。

- 風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の 日 大 込 む 心 ク リ J レ

菌己カずない 。 N o. 5 5 - G  

- ソ フ トシ ー トにて耳又イ寸 け の F祭 の ガ
防 虫 網 付

タ つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が 出 来 る 。

E々惨

. . . ) 15 規格表示許可工場住宅公団・建設省指定メーカ ー

承 細 工 業 株 式 会 社

2  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym (吋 ) 表 面 積 寸 法 ( "Ym)

縦 4黄 縦 繍

150 ( 6  " )  260 ( 10 " )  195  295 

150 ( 6  " )  3 10 ( 12つ 195 345 

150 ( 6  " )  360 ( 14" )  195 395 

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym (吋 ) 表 面 復 寸 法 ( "Ym)

縦 機 縦 償

150 ( 6  " )  260 ( 10" )  195  295 

150 ( 6  " )  3 10  ( 12" )  195  345 

150 ( 6  " )  360 ( 14つ 195 395 

誕 鉄 筋 住 宅 の お 部 屋 のJ換気、冷暖房装ほの通風口には母: 1 1 . ¥(1勺な

UI } 入 、 排 気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ y ト し て 使 用 く ど さ い。

. 本 … … 社 い … 大 鳩 阪 一 柄 町 …1げ 川2け 8 … lけ川 川)い川 lほE

工 場 束 大 阪 市 布 市 図 町T 5  0  T E L枚 岡 (川81け) 5  5  6  6  

束 京 束 京 都 干代田区タ外十神 回 3 6ι 一lほ2 T E L束 京 (げ25臼3) 0ω31げ7 - 8  
出 張 所

ー

• :  



f長

倉敷レイヨ ン中央研究所

シ

…

今

日

ヌ

器

ラ

官

e
b

セ ラ ス キ ン と は 問 磁 器 の 皮 ( C E R A MIC S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 間 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レー ( コ ン ブ レ ソ サ - 1受

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画、 天 井 e tc に 吹 付

け 、防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

ｾラ ＺｊｾＮ ト

ヘ

宅ラカョ，ト

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( I  250. C ー I 350. C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

・ 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱 百 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 - 20.C に 4 時 間冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

・ 下 地 コ ン ク リ ト打放し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ板、辛口壁、 フロ ック、 ス レ ー ト 、

テ y ク ス 類 e t c .

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って 下 さ い。

ポi

③ 

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工場/ 大 阪 府 筏 津 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪 ( 381 )9131 - 5  

東京出張所/ 東 京 都 港 区 西 新 矯 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 ( 431 )7106- 7  

仙台出張所/ 仙 台 市 堤 通 円 3  0  T  E  L 仙台 ( 23) 1  9  2  7  

瀬 戸 工 場/ 愛 知 県，柏戸市 大字山口字南山 1 3  8  

3  



4  

ドアチェ ック 60シリース

ドアチェ ック 70シリース

ドアチェック 80シリース

冶

フロアヒン ジ

そのイ也

ラノ〈トリ ヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドアハン ドル

N E W女S T A R

米 品質性能とな? ? 三スライド式

ｚＲ ースター ｦｲｾ ぺｾＭｾ
片引き戸内観図

上枠断面懸吊要領

|巨言i口一1戸

レール取付制E例図

. ニ ュースタースライド式ドアオ ペ レータ ーの特徴

縦 ｾｰＮｨ ｬｩＺ ｬ ｊＺ、 ｦｯ てド会い Ｎ

'" 
掛印 ｴｩ Ｎｩ ｎｓｌ Ｍ Ｔ の 刈合 ＡＮｬ Ｖ￳￳ ＧＧＺｾ 挺 されＢ Ｎ

・ 油 圧の長所と屯 ｩｴｴ 式の利 ＢＮＧ ， ￎ ，とを 組合せ た新 ｾ ｉｾ Ｚ ｾｉ です Ｐ ・ ｩ ｬ ｬ ｬ 圧袋也がついているために 間る迷反が 「 ゆるく ｊ r なめらか」 です。 ・パルプの制強

で ， ｕｾ る速度が自由に変えられます 。 ・ ｼ羽 る手 ｬ￬￭｛ で ー 且止って、その后ゆるく ， Ａｮ ります 。 ・ イ引立の場 合 、すぐ に手で縫く ｉｬｦＮｬ聞が出来ます 。 Ｎ ｪｮｦｩ 絡 が

安く、日' J l 金工事がほ とんどない 0 ・i附 J 工 事、似手f が非 常 に簡単 です 。

日本ド7一子工、υ ケ袋、単〓式命
「 ノ- / 衣ユー不 日

本社工渇大阪市生野区 Ｓ ｾ 矢 柄開 ｲ 2  2  2 電 話 ( 06) ( 758)  1 2 51 ( 代)

東 京 支 l吉 東京 郁 千 代 悶 区神 田 小 川 町2ー 12(偲 愛 ピ J レ) mn舌 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1 - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 集 中 央 通 り 月 諜 3 1  4  - 1  m間 ( 0122 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 帯 了 1 8  7 旬 結 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 鹿 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 市 路 ( 052)( 981) 7 5 3 1 - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 1m {左 京 町 総 件 2 0  5  ma舌( 08287)( 7 ) 1 6 1 1

福 岡 出 県 所 柄 岡 市 天 神 4 γ 目 4 干昨 2 4 地問 ( 092) ( 74 )  2372 .  3312 

‘  

4  

"' 

ミE



.，'  

4 名 古 屋 地 方 の 建 築 見 学 会

名古屋市営瑞穂 プール・ 博物館 明治村

川 崎重工業 ( 株) 岐車工場

( 共催 日本建築協会・ 同東海支部)

@ 今回は特 lζ 東海地方会員のど参加を歓迎します。

日 時 12月 6 日( 土) 10. 10 ( 集合) →17. 20 ( 解散)

集 合 場 所 新幹線名古屋駅 l  階ホーノレ

グラスモザイク壁前 ・目標会旗

定 員 50名

会 費 200円 ( 明 治 村 入 湯 料 ・当日集合協所でいただきます) ただ

しパスと昼食は大林組名古屋支厄より提供されます。

申 込 往複はがき lζ 限ります。はがきは 1 枚lζ 1 .名限りとし 、氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・辿 絡1G活1f t 号 ・返信用宛名

・郵便1 f t 号を記入の上 11)-J 26 日までに事業課へ。ただし定員

を超過した ときは州せん lζ て決定し 、 ζ 通知いた します。

Ｐ 自由行動ー参考ーＨ運賃は各 ｉｾｉ 負担Ｉ

往 8. 50新大阪発 、 こだま 392号→10. Ｐ Ｗｾ ，古屋行Ｈ運賃 ￥ Ｑ Ｎ ＵＰ Ｐ Ｉ

又は 8. 00上本町発近鉄特急→10. 13  11 ( μ ￥ 900) 

復 17. 34岐阜羽島発乙だま 151号→18. 40新大阪行( 辺賃￥ 1，330)

行 程

10.20  名古屋駅発貸切ノミス→端総区へ (30分)

10. 50- 11. 20 端 組 プ- ) レ見学 (30分)

ＨＱ ｦｔ 在地名古伝 ､ｩ Ａｲ ｾｪ 従 ｈ 足 ｊｂｋ 山 ｉｉｉｲ 3 丁目 68- 1)

11. 20 プーノレ発一路犬山 dJ へ ( 1  11与WJ 半) ・'Iill
l昼 食

12.50- 14. 50 明治村見学 ( 2 II!Y問)

( ] j 庁在地 愛知県犬山はi 大' 炉内山 1 )  

14. 50 IljJ 治村発l岐阜県各務原 dJ へ (30分)

15. 20- 16. 20 川 崎E 工 業 蚊 I;L工場の飛行機車Il l L および塗装工場見 学

(  1  11与問)

Wi イH也 ｬ 妓 ｬＧｉ｜ＭｕｉＱ 各務原 ､ｩ Ｈￍ ｉｾｉｊ［ｌ 二 ｗ ｪＡ ｦｉ ｉＡ ｊ 村以却 ＹＩ

16. 20 1: 崩発l妓1'，:. di へ (30分)

16. 50  1  ｴＴ ｦ ＨｊＨ Ｑ 岐Ａ日駅行→ Ｑ Ｗ Ｎ ＲＰ 新幹線羽 ｉｲｮｾ {i ・解 散

ｏ ｾ ノ Ｑ 占 ｨＡＮ､γＧＺｾＧｧ［［Ｑ 川Ａプーノレの ｩｴ 築概Ｇ￭ｩ

(11  Ifli Ai'i 

it 築 I(IH>'; 7，051. 81  rrf 

Mミl師 杭 1  1稽 6，389. 16rrf

11 12 階 83. 06rrf

2 階 2，876.60 rrf 

ｾｴ＠ 9，348 82rrf 

(2) 機 造

鉄筋コンクリート造 . 1 111S鉄'，'J 造鉄傘付( 屋根面積 579.  75m') 

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一一一一一

(3) 収容人民 Ifll J.EW; 7.  500人

ムI 見);1>; 1. 500人

JI' 9，000人

(4) 競技施設

50m競泳プール 9 コー ス A 級公認

25m温水プーノレ 6 コー ス

幼 児 ITJ 1 コー ス

20m X 22m飛込プーノレ 飛込台 1 m- l 0m 7l ま

(5) 設 計 監. I ! J l 名古屋市住築局営業部

(6) 設計協力_ r ，. (1附 大 阪 建 築 事 務 所

(7) 建築工事施工者 側 大 林 組 名 古 屋 支 居

(8) 工 期 活 工 1 I {1和41年 8 月21日

唆工 11(1和42年 6 月20日

IlH氾 本見学会は名古屋市 ・川 的E 工業側岐阜工湯をはじめ( 附大阪建

築事務所 ・附大林組名古屋支I，liのど厚志; とど歓待をうけて催す

乙とになりました。

ついては川崎重工業と同業の} j はIfl 込をうけても参加 を ど 遠

慮願う乙とが ありますからあらかじめ ， ζ 了承おき 下 さい。

4 御影グランドハイツ新築工事の見学会

日 時 12月10日 ( 水) 15. 00 ( 集介) → 17.00 ( 解散)

集合場 所 阪 急-;[';:111神戸線「御影J ｾｉ Ｉ￭ ｪ ・ 口際会話 ｴ

〔参考 〕阪急1目玉. j毎川発特 :';'t ，fLIi 寂北 11釆答え 14. 58 御 滋

駅ィヘ， 下 '11

:hi!i 主日 ｴ ‘ ｦｴＺ Ｚ［ｊ Ｎｃ｜ｾ 株式会社大阪 ｩｩ［ｊＳｴ 郎

版 元 管 理 監l過不動派株式会社

設，11ー・施 工 株式 会 社 大 林 組

IJr 丘 地 神戸 di . ¥l : L 灘区住吉町下) LJ 111685岳地

( 阪急御回以までl A . $ 8 分)

122五概2 f

f;x 地 I( U杭 2. 589. 36rrf (  783.29.b1') 

必築 I(Ji .W 1. 180. 01rrf (  356.95.bド)

総 I( 日 航 7. 094. 40m

2  

(2. 146. 05上ド)

榊 造 ・規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 iiI 地 上 6 階 段 届 l 階 地 下 1 階

戸 数 59戸

ガ レ ー ヂ 26台

工 期 1 I {1拘1，14年 1 )-J 19 1J → I，; J年 12J J 15日

定 員 30名

申 込 往復はがきに| 以ります。はがきには l 枚 lζ 1 名似りとし ，氏

名 ・ 勤務先ｾ，および所在地 ・ ｾ絡 ｉｕ 話器号 ・ 返信川宛名 Ｎ ｻｾ￭＠

便器号記入の上11)-J 30日までに ' M長諜へ。
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ここにも|生きている

正］ロ ［ ｾ Ｑｦ 属鹿

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

どんな 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 ができたら一一一それを 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 績 を 示 し て い る の が

く ビ ニ ロ イ ド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き ても J政れず 寒 冷地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織布 の独 特

な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

6  

営 業 品目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 ・ ア ス フ ア ル ト防 水 工事

・ 三 星 ソ フ トン タ イ ル 貼 工 事 ・ 保 温 ・保 冷 工事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 -' Jl-

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

点，;0: r.l 1  r ' l t ｉ ｉ ｉｉｾＺ＠ 'ii +:IIIT 3 ー 11 ー 13

T E L ( 866) 0271- 6 . 6 121- 9  

:J ¥'ililifr / 札 帆( 72) 60:11 仙 台 <21>5366 ー 7 名， I，!-I l <94 1  ) 375 1  

<971>4574 大阪 <443>9721- 3  I!i¥問 <76>2076<75>0298 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

工

三点押釦スイ y チ

D

D

N

 

使用モータ ー:

三相200V 50/60%  400W 

内‘
J
》

古

同

内

/

』

さ

(

H

)

2  3 4 5  

幅 (W)一一
開閉機使用範囲 ( スラット S C I 6)

ース全長 Ｈｾ ｗ Ｋ Ｒｃ )  

工

停電時用手動チヱン

開閉織

ブラケ y 卜

L 型 電 動 開 問 機

L 型YG動 Ilfl 問 機は、 11 本 シャ y タ 一 役 i MM究 /iJi' に お い て 、 長

年にわたり、問、工大乍 ｾＧｉＧ ｪＧ ｩ キ［機械 ｲ 、戸六 ＱＱ ，｜ＱＧｩ教般 の指導をあおき‘つ

つ 、、 'i ft 技 術 1却 が 総 )J をあげてのf ' 欠開発し、逆に j;(: 米のI i fm.J 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た jlhiJ 則 的 な 新 製 品 で す 。

この Ilfl 問 機 に は 独 れIJ に (1日j ちたよ}r 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特，;午 3 件 、 実 川 新 案 2 ｦｬ を， ｉ ｴｬ 呼ｩＨ Ａ Ｑ Ｑ 二 Ｑ Ｉ 、 ￬ｾ 長Ｎ￬ｩｬｩ機 、モ ータ一 、

ブ レ ー キ 機的、十わゼ11寺川手助 法 目 は も と よ り 、 リ ミ y トスイ y

チ 、 配'rG板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の l 'l i河内 に コ ン パ ク ト に

創句めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 卜の 納 り がJ I，)ji ; に M ljl で 、 し か も 、1[Xf.Jや

その後の ｦ ｴｾ 守点検 守［も淡にできるよう汚案されております ｣

これらの 点 から 比 て、 ｪ［ＨＺ ［ＱＨＺの Ｚｾｾ｛ ｛ ｉｉｉｉ ，こ比べ総ゆる }，'J，に秀れてお‘

り、シャ ッター Ilf l問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

、

出 願 中 特 許 リミ y トスイ 2 チ 実 用 新 案 巻 J & り 軸 と の 連 結 機州

ガ バ ナ ー 機川 お よ び L 型 機問

手 動 機州 チエン収納箱

- 特長・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない 真直な シャッ ターケ ー ス。

3  袖壁は不用です 。

4  減速機構はす べて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に 富 む減速機構。

6  給油の必要がありません 。

7  エ ン ドレス強力ローラーチエンの内造。

B  リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10 ヒ ュー ス装置の取付けが可能。

11  一 斉・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

刷 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 oI i ｾｊｲ＠ ) L r 点 3 l' 11 1  1  5  9 併J也 '，I U，r， ( ( UoJ' IJ;i (41 )6325 

大 阪 工 場 大阪o I i l U淀川| メ 111 川 述 6 r  11 3  8 併地' ，I U，r， ( 代)( 301)  3  6  5  6  

九 州 工 場 制| 川県粁1/;1 1:1¥粁11; 1川 flll h;I を1; 12 7  2  7 俳J也 (li ぷ ( 代 )( 65 ) 6 1 3 1  

名 古 屋 工 場 名山1 ; 101i ' I' 川 lメ北川例r 2  r  11 1  2 待 tlh ' ，1<託({に )( 361) 7 4  4  1  

州

島

九

児

北

鹿

松

島

分

崎

高

広

大

宮

岡

隆

戸

山

静

北

神

岡

台

郡

西

浜

仙

東

城

償

所業営
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新時代の建築をリードする. グ

ヲザワコサ""1ヨの I ':':ミ，- 6 0

. 耐風圧強度 風圧200k; 1m
2

の大型台風にも

ビクともしません
0

・気密性 すぐれた気密性を持ち、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたらします 。

・割安の低価格 枠見込70引にまさるとも劣

らない高性能を持ち、 しかもお値段がグ ー

ンと低いお買い得サ ッシです 。

ヲずワコサ旦，ョ様式至宝証

- 本 社 ・工 場 堺 市 松 屋 町 1- 6 T E L .0722( 38)  114 1大 代 表

， 
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山
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本
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く〉法令相談

開発許可制度について

まえがき. ... ・・開発許可制度の概要につき まして

は，すでに本年 5 月号のこの欄でも 解説されま

した 。そ乙で今回 は，去る 9 月 7 回に渡って開

きま した大阪府市共催の "都市計画法などの説

明会" の際に出された質問を中心として，お答

えする乙と K します。

と乙ろで，ただ今のと乙ろ都市計画法施行規

則 ( 昭和44年 8 月25日建設省令第49号) には ，

開発許可関係の規定が定められていません。ま

た開発許可 IC関する運用の方針につきましでも

十分確定 していない状態( いずれも建設省案は

示されていますが) ですの で，明確な回答がで

きない点があり ます。いずれ，ζ れらが明 らか

になった時点で，再びど説明の機会を得たい と

考えています。

問 1 開発行為の定義について具体的に説明し

て下さい 。

答 開発行為の定義は ，法第 4 条第 8 項に規定

されていますが，その主要点、は次のとおりで亡す。

(1)  主たる 目的についてリ パ開発行為をする目

的を機能上の面から判断 して，建築物 lζ 係る機

能が主である場合にあたります。例えば コツレフ

場や通常の屋外運動場などの造成の場合は ，乙

れに附属したクラブノ、ウスなどの建築物が含ま

れていたとしても，全体としての利用上からは

それら建築物が主要目的 とは認められませんの

で，開発行為に なりません。

(2)  区画形貨の変更について … … 区画の変更と

は，建築物の敷地としての土地の区画を変える

乙とを言い ，建築を目的としない単なる取引上

の権利区画の変更は含みません 。形質の変更と

は ， 切土 Ｎ ｾ土または整地などによって物理的

形状を変更する乙 とを言いますが，建築行為lζ

附随した密接不可分な行為は含まない乙 とと さ

れています。既成市街地のすでに宅地化された

土地で行なう行為は大抵乙れに該当します。田

畑 ・山林などを宅地f C 造成する場合や，通常の

開発行為では ，区画および形質の変更に該当す

るものが多いと考えられます。

問 2 開発許可はいつから実施されるのです

か。

答 市街化区域お よび市街化調整区域が決定さ

れたときから実施する乙とになります。乙の区

域の決定は今年度内でなるべく早く行なう乙と

となっています 。

問 3 市街化調整区域に指定された場合の取り

扱い 。

イ，工場を建てる目的で土地を買いましたが，

調整区域に指定されたら，それ以後は建築

できな くなるのでしょうか 。

答 先ず始めに ，その土地が宅地造成をしなけ

ればならない場合について述べます。市街化調

整区域になる以前 IC ，自己の居住用または業務

用の建築物を建てる目的でその土地の権利を持

っている場合は ，法第34条第? 号による届け出

をし て，開発許可を受けた後でなければ建築す

ることができません 。乙 の届け出は区域が指定

された日から 6 カ月以内に，建設省令で定める

事項を都道府県知事( 指定都市ではその市長)

宛にするととになっており ，区域指定の日 から

5 年以内 K 行なう開発行為の場合に限ります

( 令第30条) 。届け出を忘れます と，開発許可の

権利を失なう乙とになりますので，注意して下

さし、。

なお，自己の居住用建築物には ，別荘 ・アパ

ート ・会社の従業員宿舎業を含まず ，自己の業

務用建築物としては 7 ンション ・建売住宅 ・貸

事務所 ・貸工場などは含まれません。また土地

の権利は明・確なものである乙と 。特に農地の場

合は ，その土地が市街化調整区域となる以前に

農地法による転用許可を受けている こと が必要

です。

次にその土地が開発許可を委 しない ものであ

るときは ，建築物の新築 ・改築または用途変更

をし よう とする場合 IC ，法第43条の建築許可を

受けなければなりません 。乙の場合は法第34条

第? 号の規定と問機 lζ 区域指定の際 Iζ ，自己の

居住または業務のための建築をす る目的で土地

の権利を得ていて. 5 年以内 lζ 建築するものは

許可されます( 令第 36 条第 2 項 ロ) 。なお調整

区域となったときに ，将来開発行為をする予定

の有無に拘らず，念のため法第34条 9 号の届け

出をするようにして下さい。

ロ，現在住宅地造成事業に関する法律による認

可申請中ですが，この途中で，市街化調査宣

区域となった場合はどうなりますか。また

同法の認可を受けて工事中の場合について

も併せて説明して下さい 。

答 住宅地造成事業 IC関する法律は ，新都市計

画法の施行と同時に廃止されましたが( 法附則

第 2 項) . 経過措置( 施行法第 7 条) ICよって，

市街化区域， 市街化調整区域の決定の 日ま で

は，令法が適用されます。また区域決定の際f C

令法による工事に若手していたものについての

その後の扱いも ζ れと同線です。

区域決定の目前 lζ 受理 した認可申請はで きる

だけ ，決定の目前 lζ 認可または不認可の処分を

する乙 とになっていますが，認可されなか った

場合は ，あらた! C ，法知29条の規定による/ J f . 1発

許可を受けなければな らなくなります 。乙の場

合，事前 lζ 行なった市町村との協議なと‘は有効

なものとして取り扱われるはずでありま す。

次lζ 工事中の場合は ，工事完了まで引さ続き

事業法の適用 を受けます。また乙の土地: C : 建築

物を建てる場合は法第43条J f ! 5 号および令究S34

条第 2 号の規定によって. i法第43条の建築許可

は不要です。なお事業法の適用を受けない工事

につきましては ，その進捗状況によって取り扱

いが変わる場合がありますからと注意下さい。

問 3 住宅供給公社が開発行為を行なう場合は

開発許可が必要でし ょうか。

答 法第29条第 4 号iζ 定められた国，都道府県

指定都市なとのほか，次の団体が行なう 開発行

為はすべて開発許可の適用を除外 される乙とに

なっています( 令附則参照) 。 日本住宅公団 ，

地方住宅供給公社( 都道府県または指定都市が

設立したものに| 寝る) . 日本国有鉄道，雇用促

進事業団 ，労働福祉事業団 ，公害防止事業団 ，

産炭地域振興事業団 ，中小企業振興事業団 ，日

本鉄道建設公団 ，新東京国際空港公団。

問 4 市街化区域内での農地転用について説明

して下さい 。

答 法附則第 4 項の規定によって ，農地法が一

部改正されました 。市街化区域では農地転用許

可が不要となり ，農林省令で定め る事項をあら

かじめ都道府県知事に届け出 る乙とにな ってい

ます。乙の届け出は農地転用に着手する 50目前

lζ 農業委員会を経由して行ない( 農地法施行規

則第4 条の 2. 第 6 条の 2 ) . また農地法第 5

条第 1 : 項第 3 号の届け出 IC:は，その転用が開発

許可を要するものであるときは ，許可を受けた

証明書を添付する乙となどが定められていま

す。市街化調整区域内での農地転用は従来通り

転用許可が必要です 。

( 大阪市建築局建築部指導郷 2 課 西川幸之輔)

一一 お 知 ら せ 一一

防火材料の指定等の改正について

昭和44年 8 月25日付で，不燃材料，準不燃材

料および難燃材料 ( 以下「防火材料」と いう)

の指定K 関する告示および認定要領が改正にな

り，即日施行されました 。

乙の改正によって ，防火材料はすべて乙の新

基準によって認定を受けたもののみが有効とな

り，乙れまでに認定された防火材料は昭和45年

1月 l 日以降無効になります。

また，防火材料の上に塗料，壁紙，繊維壁な

どの表面仕上げを施す ものについては ，従来は

とくに規定されていませんでしたが，今回 ，乙

れらについて も認定告示が出される 予定です。

詳 細に つ いては ， 昭和 ＴＴ 年建設省告示 ｾｾＳ ＴＱ Ｕ

号( 準不燃材料および難燃材料の指定) および

建設省住指第 325 号( 防火材料認定要領〉をど

参照下さい 。
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天 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も ご 相 談 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9 3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 ー 1 ー 18 電 話 東 京 (772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 (551 ) 3013 



... 

、

読者の頁

投稿をおまちしており ます。掲織の

分には規定の稿料を差上げます。

ロ マンション ( 高層住宅)

と公害問題

昨今羽IdiJ，'ij 辺におけるマンシヨン( 高岡住宅)

の建設は激しくなる 一方であり，東京都内では

一 日一線の引lでmえているようである 。1設住近

接とい うことから M近では都心の交通の使利の

良い所 lζ 集rj' する傾向が見られる 。東京と同じ

く大阪( 阪神! 日J ) においても乙乙 4 年股前から

マンションブームが急ピッチで進んでい る。

何故乙ういう現象が起乙 ってい るかといえば

明らかに需必があり，住宅が足りなし、からであ

る。現在では適正な111日絡で宅地を求める乙とは

不可能な状態 であり ， そ れにｩｕ築 Ｑ ｾ を加えて

1 戸建の住宅を所有するという乙とは非常 lζ 大

きな課題とな っている。それならば都市 サー

ビス，住宅1!;: 理 ，住居設備の優れた分譲お陪住

宅を探して所有したいというのは 〉当然であろ

つ。

i改近の民間企業の分譲または賃貸住宅 ! C: は公

営高居住宅の設計よりも居住性の優れた物が多

くなって来ているし ，大衆の高岡住宅 lζ 対する

認識も深まり ，高居住宅 lζ おける生活段式とい

うような物がある程度確立されてきた現われで

建築主側も i針| 日| 匝lの段階でその建築物 lζ 依 口 建設業法施行令等の一部改正

って生じる諸条件を努めてよく検討し ，住民側 について

も個人の利権ばかりを振り廻さずに建てる側の

利権というものも考えてやる必要があろう。そ

の建築物を審査する行政庁はその計画設計 lζ 法

的途反がない| 絞り速やかに建築確認を出す義務

があると盟、われる 。住民側の O Kがないと審査

できないというような乙とでは行政指導の怠味

カt なし、 。

とにかく高居住宅は非常に大きくク ローズア

ップされ，将来大多数の国民が高居住宅に住ま

乙のたび，土木施工技術の向上を図るため ，

建設業者の施工する建設工事に従事 しまたはし

ようとする者について土木施工管理検定試験制

度が新設され，本年度より実施される乙とにな

った。なお，当該試験については近畿地方建設

局企画部技術管理課 ( T E  L  942- 1141) でそ

の事務を取り扱っている。

口 機関誌 「建築と社会」 の製本に

ついて
わぎるを得なくなっている現状に際し ，乙 うい

った トラフ) レ解消のための根本的な法的解決が ど参考ーまでに一言 します。 1f府に編集された

望まれる 。高居住宅を建設し分譲しようとする 各項分を ，必要項目だけ取り外されるよう製本

企業nllJ も営利一辺倒でなく ，より良い住宅を住 されませんで しょうか o 9 月号( 海洋開発特集) に

環境を提供しようと する 2iE本的な心構えが必要 例を取れば，材料の項目 55ページより 60ページ

であるし ，設計者の協においても限られた空間 まで( 金属材料 ・コンクリート材料 ・プラスチック) 引

の中により優れた居住性と未来性を持たせるよ 抜かれ るように製本する乙と 。雑誌「建築技術」

うに努力しなければならない。 は乙れができるので ，好きな題材のみを集めて

石川 寛之ul 築事政所 寺 尾 隆 ファイノレにま とめております。 小川 忠磁

ロ デストロイレッ卜 ( 汚物焼却

機) の圏内発売

デストロイレ ッ トとは L P カ" スと屯気によ

り汚物Jを完全に焼却する燃焼装置を内蔵する

トイレットで，高熱のガスの炎により封| 池物，

汚物Jを急速に無官 ，ｾｍｴ Ｉ，ｴの蒸 気と炭酸ガス ｬ と

して煙突より排出する処理便器です。 L P カ。

プラ ; " ' : " Mー

スと fU気のある処では何処でも使用できる プラ ρ ー蜘

が ，特 IC: ，土峻状態 ・価絡なとの面で汚水浄 円却し" "' 一一

化が不可能な地域 ・公害防止地区( 海浜，山 キ 1 ( _ ' 7'" ，"1γ  白

l.-. l_ (ヨ

小屋，別荘地) ， 7 l < およひ、汚水浄化装置のな 叫超コイルR

いｾＺ ｾ地 ・ 工事現場 ・ ｩｇ｝陪建築現場等Ｈ ｾＺ平地，

工事現場，仮設地) ，湖および小}II の汚染防

点火 .司E・・

ガス ソレノイト W

向M I モーター

Ｇ‘ーナー悶 ｉｏ ｾＮ ょ.. 

陽気問 機" 周 下 魁

あると思われる。 止の必民ある船舶 ・長距隣自 動車 ・レジャ ー

そ乙で乙の高層住宅を建設するに当って既居 トレイラー( 船舶 ，長距離自 動車) ，個室J!J ・

destroi l et 内蔵機構

住者( 近隣) との聞に数多くの卜ラフソレが生じ ， 保菌汚物処理 . 1 l ) i しものなど野外臨時集合J 9r

本体の寸法

日照権，視線，テレビ防客その他諸々の公害が ( 病院，臨時集会/fr) (ζ 活用できます。 ＨｾＮｄ＠ 40cmX  ( 奥行) ω cmx  ( 苅さ) 52c.  

亜日43kg
社会問題として大きく取り上げられるよ うにな ( 中西興業 K K)

っているのは栄知の通りである。

i改近阪神間の 4 Ti J 芦屋市 ・PY7; ';di . 宝嫁m.

j己的 di がとの問題解決の- . ! ) 立として住居地域内

の刈皮H; llI l.民地域を設定する動きを見せて いる 。

芦屋 di を例! ととって見れば ，ＴＴ ヰ ｉ ｾ 1  )J 5 日を以

ってすでに W 1fill ，第2 f 重 ，，'， :jIJUliIJ 阪地域を投

与iごした。第 1  filll t>i，:':j 高さ 10m ・隣接JtnllJ 敷地境

界か ら役除，:':j5 m およ び 1. 5 併の斜線，気¥2 種

lt>i，:':j20m ・控除刈10m ・1. 5  1!1の斜線という 111

独1' 1の法令が施行されている 。

しかし との処凶は l 戸悠( 、l' 家) 1J: '-61: 干の現

状維持と 時的な11民と企業似IJ のトラフVレ解消

lζ 役 立.っかもま11れないが，土地の，::j )j'[不IJJTJ ，未

［ＡｾのｩｊＮＧ七 ｩ 象 ， {';jSdJ 構准か らいえば辺行 してお り

伏して似本的な WW!: 策としてなっていないと J5-

える 。10m以 仁の it 物がit てられなしい|ι 家住宅

1!" の'1' をl' 大な/ I 1J速道路が突Aよっているなとお

よそアンバランスな光;il ーであろう。

111111111' "11111111111111111111・11111111111111111111111111111111111111111111111111111" 11“111' 11111111111111111111111111111“11111111. . 1111111111 111 11111111111111: 11111111111111111111111111・1111111 111111 1111・・1・11 11111111111 11・111 . 1111“・11 11111111111“1111111

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その33) ( 明治11年 10月17日~至10月19日) 口

明治

11年 10月17 日

11 11 1 /  

大阪府下鍛治屋町のjHif 卓三木彦兵衛の倒産記事あ り。妻 と友人 lζ 関するスキャン

ダノレだが ，委K 裏切られて信州善光寺へ行って僧になり ，同寺の7氏名書きをやって

いるとあるのが面白い 。

午前六時十五分，神戸より横浜着の名古屋丸の船客二百五十四人を ，洋医セメンズ

と野宮が， コレラ予防の為，一人づっ診断したので，全員上陸許可となったのは ，

八ｬｉ ｾ ｦ 過ぎだったとある 。 他の記事を見ても 此 の頃関西ではコレラがかなり ， 猛威を

ふるっていたら しい 。

// // 19日 七月 '1"の輸出入統計発表があり。米の輸出九百七十四万七千六百三十九斤 ，二十四

1/  1/  / 1  

万三千六百四十九円九十四銭。麦の輸出三百九十四万九千百七十二斤 ，七万二千八

百八十六円ー七十一銭七厘とある。輸出であって輸入でない所が時代である。

かんそ〈かえ

東京府 戸籍掛より管内各区務所へ第十二号通達。従来東京府士族が他府県へ1 ' . t 属換

になる時，送籍証は検印の上本人へ波していたが，今後，送籍証は区務所より戸籍

掛へ ，戸籍掛より直接相手方府県へ廻送する乙とになった。

"11・s・11111・' 1"1""11111111・111111・1111111111111111111' ・t・'"・1111111・S・H・1・・'"・11111111111111・I・H・11111・1111・I・111111' 1111111' ・1111111111111111・I・1111・1111・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111' 11111111
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いかなる苛酷な条件に も耐えて

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

ｾ食今 ＴＱａ おポ線 命 智，，，，y 4ド・

※ 新アスタイトの開発に成功- 4 種類から 2種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した 特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用 及び室内、地下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイド ー主材料として特に 重点的に改良

※ ベースル ーフィングの採用一欧米に比べて湿気の多い我が国独 自な配慮

※ ギルボード採用によるイ ンシュ レーシ ョン仕様の確立

折 曲 け、試忠実ですばらしい

柔軟性を示すギル ・アス防水層

折 曲 げ試験に 耐え きれ ず

に破 断 した一般防水 層

責 任 施 工 組 合 員 名 簿 (西 ア ス 会 員 ) S .  44 .5 現在

近 儀 地 方 日 本 級 官 工 業(附 大 阪 支 庖 附 名 建 断 式 附 小 山 工 務 l出 正 和I ｩｦｐ ｉ ｾ 株式 会 社
側 久 保 問 所 イ i )1 処 付 株 パ 会 11 高 級 建 材 J;17 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

附 木 下 謹 三 I樹 脂 側 中 出 開 会 日 東 物 産 株 式 会 社 ￬ｾｦ 盛建材株式会 ｾｪ 背 盛 建 材 附 板 間 営 業 所

( 仰 井 上 浄 夫 胸 応 千 代 問 主 I ! 材 株 式 会 社 太 田 建 材 株 式 会 社 青盛建材( 附岡山営業所 高 稲 工 業 株 式 会 社

側 大 和 ] 商 会 側 タ テ パ ヤ シ 商 会 北 陸 地 区 制 小 野 甚 商 j苫 高布i工業1附北九州営業所

高 山工業( 州大阪営業所 田山応用化工附大阪営業所 北 川 df 背 工 業 株 式 会 社 側 浜 原 笠 隔 日7 石 紫 産 業 株 式 会 社

内 外 工業 株 式会 ｾｪ 東 海 地 区 北川波青工剣術日山出張所 側浜原盟問f苫防府営業所 高 布i工 業 側 大 分 出 減 所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 間 ! 万 建 材 株 式 会 社 北川 i燈背工鎖的福井出妓所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 両稲工業( 的熊本山 'i ll 所

ω  
ム

ロ

ム

ロ

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

卜

卜

j レ

j レ

アフ

フ

日 本 ア ス

日 本 ア ス

東

西θ  
ア

東 京 ・ 千 代 肝i 区 岩 本 町 3 の 11の 13 田 島 応 用 内 T E L  代 表 ( 866 )6101

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 塀 1 の 7 4  T  E  L  代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 ー T E  L  ( 22)  6  0  3  8  福 岡 ・T E  L  ( 28)  2  8  0  7  

仙 台 ・ T E L ( 22)  6 4 1 3  広 島 ーT E  L  ( 21)  2  2  8  1  

名 古 屋 ・ T E L ( 571) 6 3 6 1  岡 山 ・T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  
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E X P O '70  N E W 5  

日本万国博建築ニュ ース

7  

. ビ ル マ 館

設 計 U . K y a w Z aw  

協 力 設 計 K K銭高率且

施 工 K K 銭 高 組

敷 地 面 積 2，014m' 階 敷 地 上 1 ，昔、地下 1 ，皆

建 築 面 積 403m' 最 高 高 さ 13m 

延 面 積 637m' 起 工 昭 和44年 2 月12日

柵 i量 鉄骨及び鉄筋 コンク リー ト造

建物は、ピノレマ 北 部 インレ一品11 に 伝 わ る ホ ニ ヤ

ン ン ユ エ の 祭 り砂 に 使 われる Jゐii J l のついた船

2 せきを，; ! E . べ、その上に、伝統的なカラウエ線

式とよばれるピノレマ王符建築を組合せたもの。

外 皮 肉 チ ク 材 を は じ め 、 自 に み え る 材 料 は す

べ て ピ ル マ よ り 持 ち こ ま れ た 。 展 示 は 、 ビ ノ レ ?

の 原 産 物 が 中 心 で 、 と く に 世 界 的 産 地 と し て 知l

ら れ て い る 宝 武 石 穎 が 主 と な っ て い る 。

=司

69 ， 10.  7 現在

国 ブ ル ガ リ ア 館

設 計 T odor N.  Koj uc ha r ov  

協 力 設 計 清 水 建 設 K K

施 工 清 水 建設 K K

敷 地 面 積 3，614m' 階 数 地 上 2 階 、地 下 1 階

建 築 面 積 1，497m'  最 高 高 さ 23. 6m 

延 面 積 3. 136m' 起 工 昭 和44年 6 月 3 日

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コンクリート造

圃ベ ル ギ ー 館

設 計 Andr e J a c qma i n 

協 力 設 計 大 成 建 設 K K

施 工 大 成建 設 K K

敷 地 面 積 5，280m' 階 数 地 上 1 階 ， 地 下 1 階

建 築 面 積 2:483m' 最 高 高 さ 19 .4m 

延 面 積 3，393m' 趨 エ 昭 和 何 年 9 月25 日

構 造 鉄筋コ ンクリー ト造

展 示 館 は、プノレガリアの代 表 的 山wドパノレカン砂

を象 徴 して おり 、 入 口へ 絞 〈小 道は、ブノレガリ

ア の 代 表的産 物 じゅうたんを 模 した石だたみで、

そ の ま わ りには 、 ゼラニウム、つげ、プノレガ リ

ア ・白 ー ズ な ど の 特 産 の 花 が組 え ら れ る 。

展示{ 立、 最 初にプノレガリアの民族的 、 政 治 的 解

放 の 歴 史 と闘 争 を 知 ら し 、 次 に 社 会 主 義 国 家 と

しての現在のプノレガリアの姿が多所的に示され、

最 後 は *観 光 国 一 プ ノ レ ガ リ ア や と な っ て い る 。

69 .  10 .  7 現在

)J)是示自立 は、日本建築とベノレギーの民家をミ y ク

スしたもので、 !日l 口5 0 m 、 奥 1T 4 5 m。 カ ワ ラ ぶ

き の 昼;f-H で 曜 は コ ン ク リ ー ト 造 り 。 1 練 の 付 属

建 物 が つ き 、 ま わ り は 広 い 庭 で 、 ベ ル ギ ー の伝

統 的 な 災 業 の 姿 を 象 徴 し て い る 。

展示内部は Ｓ 晋 ＱＱ 門にわかれ、釘ｾ 1 宅は珍! :(.Eの ベ

ノレギ一、第 2 ｾ主 は歴史、第 Ｓ ＮＧＺ 註は人 知共通の未

来 が そ れ ぞ れ 展 示 さ れ る 。

. 自 動 車 工 業 館

設 計 前 川 国 男 建 築 設 計 事 務 所

施 工 K K 竹 中 工 務l吉

敷 地 面 積 9，600m' 階 数 地 上 1 階 、 地 下 1 階

建 築 面積 3，995m'  最 高 高 さ 24.8 m 

延 面 積 4，104m' 起 工 昭 和43年 10 月15 日

摘 造 鉄 骨 造

社 会 の 生 産 機柿 や交通五II 輸 の 手 段 に よ っ て 生 ま

れ る 悶 有 の 生 活 の リ ズ ム を 表 現 し よ う と い う も

ので、展示 館 は円筒を料とした ｪｲｾ ｦ ｬＱ Ｒ つのテン

ト併進の ill 物 か ら な り 、 問 問 は ゆ っ た り と し た

広 場 と な って いる 。 一円 筒 に は 96 -'1>: の パ イ プ が

t糊 の 自 の よ う に か け わ た さ れ て い る 。

展示としては、外I f I I)Z場 で コ y ビュ ー タ ー で動

〈約 ＵＰ 台の超小 ｊｾｾｬ ｬｉ のゲームが展 開 されるのが

特 徴 で あ る 。 そ の ほ か 、 第一 展 示 館 では 動 〈快

明 と 映像 の組 合せにより、 者11市 の 砂 り 変 り に も

と づ く 生 活 の リ ズ ム が 視 覚 的 動 的 に展示され、

第 2 展 示 館 で は 、 脚 本 ・安 部 公 房 、 監 督 ・中i}J 使

河 原 宏 に よ る メ ー ン ・イ ベ ン ト が 展 開 さ れ る 。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0.5コンクリート 仰 重量)

熱 ( コンク リー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレックスは工場、住宅 から超高層 ビ、ルま で

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適 です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を 要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

14 

新大阪繊維シテ ィ

設 計 株 式 会 社 R I A建築綜合研究所

施工 共同企業体 (竹中工務店 ・大林組)

使用場所 カベ ( 外壁 ) 屋根

唖豆吾妻D

，. . . ポレーザワヌ販売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 (443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 広 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1) 代 表 7 4 2 1  

"  



口 写真と慨 ｪ ｾ をど しど し お送りください 。

凡f0J :  a. 所有地 b  建 築 而械 c  延而fi ' 1 d. 1iV/ ;立税桜 e  工 JUJ 
E E園

478.  朝 銀 大 阪 信 用 組 合 本 部

設計 . 入 江 三 宅 設 計 事 務 所

脇 工 K K  藤 図 組

a  大 阪 市 北 区 中 崎 町r 1  6  2  

b.  477.  788m'  

c.  3.318.310m'  

d.  R  C 造，B I ，6 F ，P H 2 F  

e 白昭和43
1
1' 6 月~昭和44年 3 月

479. 東洋インキ製造 K K 青戸工場

設Jf・ 東 海 興 業 K K  

旋工 東 海 興 業 K K  

a 東 京 都 高 飾 区 l 'i- 戸

b  .  830.  OOOm'  

c .  2，417. 375m'  

d.  R  C 造， 3 F ，P H I F

e  . 昭和42年 10月~昭和43年 6 月

480.  北 京 料 理 ・ あ た か 飯 底

設計 、K K 泉沢建築設計事務所

施工 。 真 柄 建 設 K K  

a  大 i lt '"  ｩ ｊ ｾ 大体 Ｔ 丁目 Ｗ - 8  

b  .  316. 78m'  

C  .  752. 62m'  

d .  S 泣 . 3  F  

e  昭和4311三12月- 1I{l.f ll 44i
ド7 月

481. 志 摩 観 光 ホ テ ル 新 館

設計 村 野 森 建 築 事 務 所

施工 K K 大 林 組

a 三 重 県 志 j世 ml 賢 山 町

C  • 12，000m'  

d .  R C ， B 2 ， F 6，P H 3  

e.  1昭和435ド5 月- 1昭和44ij ' 8 月

11盟外韮 1) 旧館に調和し た掴板強' ) の庇

を品賠に{， ｾ本遣 担 聾をしのばせる
歯 栢 ｾＮｲ { テールで ある.

482.  国 際 開 発 ビ ル デ イ ン グ

設計 K K  篠 田川口 建築事務所

施工 矢 作 建 設 工 業 K K  

a  名古屋市東区西裏町 1 の 1 8  

b  .  543.  539m'  

c.  5，924. 687m'  

d.  S R C ， B 2 ， F 8 ， P H 3  

e  昭和42年 12月- 11自利 44年 7 月

時間 外装1l ' 1ロン 丈ペーンと カラーぺー

ノとの組合せによる カ- f " / ウオール

483.  美 祢 市 民 会 館 新 築 工 事

設計 美 称 市 建 築 課

地 ｾ ｛ :  K  K 鴻 池 組

a  山 口 県 尖 称 iIi 大 似田I 官 !II J

b.  1，933m'  

C  .  3，278.  5m'  

d.  S  R  C; 立. F  2  

e  .  H百有143年 5 月- 1I {l利1441
午4 月

484.  住 友 銀 行 千 里 丘 独 身 寮

設計 . 日 建 設 計 工 務 K K  

施工 : K K 鴻 池 組

a  . 大阪府吹日l市山師下 2 8  5  2  

b.  2，421. 55m'  

C  .  5，906. 15m'  

d .  R  C 造， 4  F  

e  昭和143年 10月~昭和44年 4 月
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486.  毎日放送記念会館ミリカホール

設計 K K 大 林 組

施工 K K 大 林 組

a 吹 闇 市 IU 田 下

b  .  3，257.  58m'  

C .  9. 254. 8 m'  

d .  R  C i立， 一日II B 1 ， 4  F  

e.  BH手口 43年 5 月- 11召和4411' 8 月



• 
各種玄関マ ット設計製作 E 量温ヨ面a

三
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( ウルトラセン)

〈 詳 細 図 〉

玄関 に

件1 1  1  1  1  1  1+..1 ｾ＠
ハイセ ンスを ノ

止二: : ニごJミ

マットは

ウルトライ ンマット試験表

・ 耐摩 粍 試 験 ー 摩 粍 減 畳 0 . 0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グラ ム

回 転 速 度 57r. p.m. 1000 回 転

・熱 収 縮 試 験 ( 膨 張 )

40
0

C 土 1 oC  3 時 間 変 化 な し - 5

0

C  3 時 間 縦 ( ー 0. 10% )  

横 ( - 0 . 17% )

・ 耐薬 品 試 験 浸 漬 条 件 30

0

C x  31 日 間 重 量 変 化 率

3  % H2S 04 ( 孟 0 .1 % ) 1 0 % N AoH( 壬0 . 1% )

〈規格色〉赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

トップメ ーカーの

三 サ ';;_.，y 製品を

お選び下さ い

植物油( 白絞油 ) ( 5. 2% ) ( 30

0

C x  5 日間 )

・耐 水 試 験 浸〉責条件 23

0

C x  24時 間 0 .0 7 %

営 業 本 部 / 大阪 市 西 区 北 痢 江 上 通一 丁 目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

口口

おそう じ百 貨

三冒リ" レ V 工 業 株 式 会 社

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  

〈営 換 所〉

東 京 / T  E  L  (667)  8  8  4  4  ( 代 )

名 古 屋 / T  E  L  ( 911)  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 /  T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T E L ( 531)  7 5 7 1 - 4  

福 岡 / T  E  L  (27)  2  3  3  1  ( 代 )

北 九 州/ T E L (57)  3  5  7  9  

ー‘



クラスメート

54 ( 福 井 高 等 工 業 学 校 昭 和 8 年卒〕

( 右より ・敬称 略 )

森 山 盛 久

( K K 原野組専務取締役)

上野 馨

( 肌L札J析工事 K K )  

吉 岡 一 郎

( K K三新社大阪w.m所長)

大崎 寛

( 淡建設工業 K K 取締役社長)

大 西 惣 次

( H1 j 挫工業 K K開聞役社長 )

( 昭和44年 10月 7 日 於本むさし会館)

わ れ わ れ は 、 全 国 官 立 校 長 中 の 変 り 穏 で 実 業 界 育 ち の 初 代 |剣 校 長 の も と に 、 学 生H寺代に

は 「 先 つ・健 康」 、 社 会 に 出 て は 土工 か ら た た き 上 げ て 勉 強 努 力 せ よ と 、 し ご き に し ご か れ

て 不 況 の ど ん 底 の 社 会 に 放 り 出 さ れ た のであった。しかし、 「雑 草 J の よ う に 踏 ま れ で も

踏 ま れ でも芽をふきながら、 何 か と 理 由 を つ け て は 仲 良 く 集 ま り 、 元 気 な 阪 を 自 悦 し あ っ

ている。

森 山 学 生 の 時 は こ ま め に デ ー ト を 重 ね 、 大 阪 市 役 所 交 通 局 で は 陸上 建 築 を マ ス タ ー し 、

現 在 は 地 下 鉄 工 都 、 と く に 夜 間 ] 土 木 も ぐ ら 工 事 の ベ テ ラ ン と し て 原野手且を背負 って いる 。

上 野 膝 元 福 井 の 努 オ て ¥ せ ま い 日 本 を 南It れ 、 満 州 鴻 池 組 で ト ッ プ コ ー ス を 行 く も 、 敗 戦

の た め 内 地 に 戻 り 鴻 池 組 京 都 営 業 所 長 を 最 後 に 、 現 在 は 系 列 会 社 の 建 設 関 連 工 事 を 一 手 に

引受け、席の暖まる闘もなし、。

吉 岡 ヌ ー ボ ー ス タ イ ノ レ た ' っ た が 、 卒 業 の と き は 親 父 の 光 ? で ク ラ ス ト ッ プ を 切 っ て 大 念

土 木 ( 現 大 成 建 設 ) に 入 る も 、 一 人 っ 子 の 悲 し さ i前 洲 行 を 断 念 、 親 父 の三 井 念 庫 株 式 会 社

にて営緋管財音11次長から経営の腕? をr . i われて 三 井 社 員 へ の 厚 生 物 資 販 売 の 大 阪 出 張 所 長

となる 。 今 は 建 築 を 離 れ 下 手 な 麻 雀 の 付 き 合 い も し 商 売 人 に な り つ つ あ る 。

大 崎 名 前 と 流 行 歌 か ら 瞬 間 ( : A ) と あ だ 名 さ れ て の 猛 勉 強 、 神 戸 市 役 所 の ホ ー プ と し て

活 躍 し た。 退 職 後 、 建 設 会 社 を 設 立 し 、 自 信 あ る 工 事 の み を ;'h'i 負 、 み ず か ら111巨 額 に 起 ち 着

実 に や っ て い る 。 二世 も 福 井 大 建 築 科 を 卒 業 、 わ れ わ れ を う ら や ま し が ら せ て い る 。

大 西 彼 江 悌 夫 建 築.rJ¥. 務 所 か ら 建 設 会 社 に 移 り 、 藤 木 工 務 底 、 日 産 土 木 と も っ ぱ ら 口 で 仕

事 を し た 。 昭 和 29年 「 昭和 ブ ロ ッ ク 建 設 」 を 創 立 し た が 、 プ ロ y ク を 売 る よ り も 建 築 コ ン

サ ノレタン ト と し て 、 伊 藤 忠 、 日 商岩 井 等 商 社 プ ラ ン ト 工 事 設 計 施 工 へ と 発 展 、 銀 色 あ る 会

社 と 自 惚 れ て い る。 ( 大 西 記 )

なお. 当日 . if'f 水 ill 甘j ( 多11HI丙造 K K取締役大阪支防長) ー ili 崎正二 ( 名占hl 菱重興産 K K 取締役ill .設部長) の耐君が

急用のため参集できなか ったのは 残念である 。
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取締役社長 諌 早 信 夫

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 2 - 15 塚 本 ビ ル T  E  L  ( 03)  56 1 - 3  5  8  1  (代 )

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 鰻 谷f中之 町57不 動 他 政 側 内 T  E  L  ( 06)  271- 4  7  7  1  (代 )

252ー 1 7  9  8  ( 直 )

滋 賀 干 場 滋 賀 県 甲 賀 郎 甲 西 町 大 池 町 6 番 地 T E L 甲西 ( 07480) 5  - 1220ー I

厚 木 工 場 事 ， . 家 川 県 厚 木 市 上 依 知 3 0  3  2 番 地 T E L 厚 木 ( 0462) 8 5 - 0510(代 )

営 業 所 神 戸 名 古 屋 ー岡 山 ・ 広 J斗 ー北 九 州 機 浜 ・ 千 葉 ・ 仙 台



用 語 の 乱 れ

一 般 の 学 術 論 文 な ど で は 、 用 語 が か な り 厳 密 に 規 定 せ ら れ て 用 い ら れ て い る 。 と こ ろ が 建 築 の

領 域 で は 、 わ が 国 建 築 学 が 明 治 以 降 、 在 来 の 構 築 術 の 上 に 西 洋 建 築 学 を 根 継 ぎ し て 発 達 し τ きた

こ と な ど に よ る の か 、 か な り あ い ま い の ま ま 用 い ら れ て い る こ と が し ば し ば 感 じ ら れ る 。

そのようなことが、 一 般 社 会 で き わ め て 「 非 文 化 的 住 宅 」 を 「 文化 住 宅 」 と い っ て 、 ま た 何 と

は な し に ' " ? ン シ ョ ン 」 と い っ た 用 語 が 堂 々 と ま か り 通 り 、 定 着 し よ う と し て い る の に 対 し て 、

建 築 界 が 大 し た 抵 抗 も 示 し て い な い 原 因 な の で あ ろ う か 。

そ れ と も 、 何 ご と も 「 施 主」 さ ん 本 位 と い っ た 建 築 界 の 従 順 な 過 サ ー ビ ス 精神 が 、 積 極 的 な 反

発 感 を 喪 失 さ せ て し ま っ た の で あ ろ う か 。

い ず れ に し て も 、 こ れ は

る問題てで静ないことは石硲在カか、てで酬ある 。 ( N o )

え

芸

リズ、ム

北 右 霊 園 廻 り の 航 空 便 に 乗 っ た 人 な ら 経 験 す る こ と は 、 乗 っ て か ら降 り る ま で 、 日 が 暮 れ な い あ

る い は 暗 い ま ま 18時 間 を 過 ご す こ と が あ る 。 こ の と き い つ も の 生 活 の 習 慣 と ま っ た く 違 っ た 環 境

に 置 か れ る と 、 休 調 や 思 考 力 、 食 欲 等 が 完 全 に く る っ て 2 ，3 日もとに戻らない。

生 活 の ペ ー ス が 急 に く ず れ る こ と に よ っ て 、 人 間 の す、べ て の リ ズ ム が乱 れ て 平 素 の 状 態 に か え

る 迄 に 時 間 が か か る 。 人 に は 身 体 ・知 性 ・感 情 の 3 つ の 要 素 の リ ズ ム か ら 各 人 迷 っ た 固 有 の リ ズ

ム を 持 つ と い わ れ る 。 ス ポ ー ツ に お い て も 、 団 体 生 活 に お い て も あ る い は 勝 負 事 や 賭 事 に 至 る ま

で 、 固 有 の リ ズ ム を よ く 知 っ て 最 高 の チ ャ ン ス に 最 良 の 力 を 出 す 事 が出 来 る よ う な 心 掛 け と 訓 練

が 必 要 で あ る と 思 う 。

い わ ゆ る 7 イ ペ ー ス を 至 る と こ ろ で 発 揮 で き る よ う な 人 は 何 か に 秀 で て ゆ く で あ ろ う 。 リズム

に 逆 っ て 行 動 し、 そ の 波 の 良 否 を わ き ま え ず に 無 理 な 乱 れ た リ ズ ム は 音 痴 な も の で 美 し く も な い 。

昔 か ら の 「己 を 知 っ て・・ ー云々」という 言葉 を 思 い 、 出 す が 、 お の お の 自 分 そ れ ぞ れ の リズ ム を よ く 知

っ て 行 動 す べ き で あ る 。 ( K o )

σ〉

d反』

草食

一 月 程 前 、 大 阪 で 震 度 3 の 地 震 が あ っ た 。 私 は 地 震 が 怖 い。 と い っ て 決 し て 家 が 揺 れ た り す る

こ と が 怖 い の で は な い。 私 が 設 計 に 携 わ っ て 20年 、 そ の 聞 に 多 く の 建物を作らせて. いただいたが、

ま だ 大 地 震 に 一 度 も あ っ た こ と が な い の で あ る 。 建 物 個 々 に つ い て は 、 そ の 時 期 の私 な り に 万 全

の 注 意 を は らっ た が 、 そ れ で も 本 当 に 激 震 に な っ た ら、 全 部 神 の テ ス ト に 合 格 す る だ ろ う か と 、

地 面 の 揺 れ 動 い て い る 問 中 、 正 直 い っ て 心 安 か らぬ 思 い で あ る 。

し か し 台 風 に は 、 何 度 も 吹 か れ た こ と が あ る の で 、 そ の 経 験 か ら 相 当 に 自 信 を も っ て設 計 で き

る の で あ る 。 随 分 納l心 に 気 を 配 っ た つ も り で も で き 上 っ た 建 物 は し 、 ろ い ろ の ク レ ー ム が 起 る 。 そ

の 手 直 し の 苦 い 多 くの経 験 が 、 秘 の 技 術 と 人 聞 を 鍛 え て く れ た 偉 大 な 教 師 で あ っ た と い え る 。

新 し く 建 築 の世 界 に 飛 び 込 ん で 来 る フ レ ソ シ ュ マ ン 達 と 話 し て い る と 、 「 先 輩 逮 は 何 か と い う

と 経 験 を 持 ち だ し 、 わ れ わ れ の ア イ デ ヤ を つ ぶ し た が る 」 と よ 〈 聞 く が 、 た し か に経 験 的 技 術 だ

け で 、 新 し い 造 形 が 湧 き で て くる も の で は な い。 し か し 建 築 が シ ェ J レ タ ー で あ る に は 芸術 的 な 造

形 を 力 強 く さ さ え る 経 験 虫 か で 弾 力 に 富 ん だ 技 術 が 絶 対 に 必 要 な の で あ る 。 ( S a )  

事歪

万 博 工 事 の 現 実

万 博 会 場外 の 本 拠 で あ る 我 々 の 建 設 事 務 所 か ら 、 建 設 途 中 の 吹 田 イ ン タ ー チ ェ ンジ を 経 て 、 場

内 の パ ビ リ オ ン 工 事 場 へ 毎 日 通 っ て い る と 、 し ば し ば 進 入 ノ レ ー ト が 変 え られる の に 気 が つ く 。 数

日 で も と の 道 に 戻 さ れ る と 、 土 煙 り も う も う の 凸 凹 道 が も う 立 派 な 舗 装 道 路 に変 わ っ て い る の に

僑 〈 。 今 担 当 し て い る 某 国 ノ マ ピ リオ ン の 工 事 に し て も 、 実 際 に や っ ている 自 分 違 は さ し て 感 じ な

い が 、 た ま に 現 場 を 訪 れ る 者 は 、 そ の 進 捗 ぶ り に ア ッ と い わ さ れ る らしい。

か つ て 南 太 平 洋 の 島 々 で 、 敵 前 上 陸 す る や 否 や ブ ル ド ー ザ ー を 駆 使 して護士也 し、 折 た た み 式 鉄

製 7 ッ ト を 拡 げ 、 数 日 で 飛 行 機 を 発 着 さ せ 当 時 の わ れ わ れ を E堂自さ せ た その 途 中 が、今 こ ち ら の

速 さ に 肩 を す く め て 見 せ る の だ か ら 痛 快 で さ え あ る 。 返 れ {ませ の 着 工 と その 後 の ス ロ ー な 進 捗 ぶ

り で 、 期 日 迄の 完 工 が 議 ん に 危 ぶ ま れ て い た そ の 声 も 今 は な く 、 関 係 当 局 も 胸 を 張 り 、 モ ン ト リ

オ ー j レ の 同 時 点 よ り 進 か に 進 ん で い る と 答 え る 。 まこと に頼 も し さ か な わ が 日 本 の 建 設 力 は で あ

る。

だ が そ の 建 設 は 果 し て 本 当 に 底 力 を も っ て行 な わ れ て い る と い える か。 わ れ わ れ 従 事 者 に い わ

せ れ ば 、 全 く ノ ー で あ る 。 今 に も脚 の折 れ そ うな 踏 台 に の っ て 背 の び し て い る 。

背 の ぴ し き っ て 露呈 し つ つ あ る 建設 業 界 の さま ざ ま の 弱 点 ー一一三重 四 重 の 下 請制 度 然 り 、 貧 弱

き わ ま る 労 働 力 動 員 然 り 、 下諮 工 場の 生 産 能 力 の お 粗 末 さ に お い て 、 セ' ネ コ ン の 統括 体 勢 に お い

て 、 あ ら ゆ る 点 で 破 綻 直 前 と も い え る 現 実 を じ っ と 忍 び つ つ 、 一 刻 も 早 〈 ゴー ル へ た ど り着 き た

い一 心 で あ る 。 と 共 に 、 万 博 完 成 後 に 来 る べ き 超 高 層 建 築 の 本 格化 を 前 に し て 、 今 こ そ 体 勢 立 直

し の 秋 で あ る こ と を 痛 感 せ ざ る を 得 な い 。 ( S i )
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設置十メモ

昭和41年 4 月 に は 、 ま だ 大 阪 に お い て は 容 積 制 が し か れ て お ら

ず 、 短 期 間 の う ち に 建 物 的 高 層 化 と ホ テ ル 計 随 を ま と め る に つ

い て は 、 特 定 街 区 の 指 定 を 要 し 、 施 主 を は じ め 諸 官 庁 の ご 協 力

があ っ てスタートできた.

既存の朝日放送本社、大阪タワーに加え、オミテノレプラザの完成

によ っ て、 三つのl ! 物と四周道路に図まれた街区は A B Cセ ン

タ ー と 名 づ け ら れ て お り 、 敷 地 内 中 央 部 に 針 閲 し た 、 東 西 を 貫

通するけJ 22米内敷地内道路( 交通広場 ) と、ピロ y テ ィ の 下 に は

多くのl I i が流れはじめ、モータリーゼイションを痛感させる.

l I i と人との動きの接点としての広場、それに対処するデザイン

は 、 こ れ か ら の 練 題 だ と 思 わ れ た .

動 的 な グ ラ ン ド 7 ロ ア ー に 対 し て 、 静 か な 憩 い の た め の 7 ロア

ー を 、 建 物 の 低 層 部 の 屋 上 を す べ て 庭 園 と す る こ と に よ り 、 も

と め た . そ の 緑 は 既 存 放 送 局 の 昼 上 庭 閣 と は ず 同 じ レ ベ ル に あ

っ て 敷 地 内 に 展 が り を も た せ て い る .

高 層 部 分 の 版 状 の 建 物 は 客 室 階 で あ り 、 す べ て の 客 室 が 眺 望 と

採 光 に 恵 ま れ た 居 住 空 間 と 、廊 下 お よ び サ ー ビ ス の ス ペ ー ス に

無 駄 の な い 平 商 形 と な っ た .

デ ザ イ ン を 始 め る に あ た っ て は 、 ホ テ ル の 機 能 と 相 ま っ て 、 レ

ベ ル の 高 い 社 交 的 な 雰 囲 気 を 持 っ た 内 と 外 的 空 間 が 数 多 〈 用 意

き れ 、 一 貫 し た も の と し て は 、 現 代 に お け る 日 本 的 な イ メ ー ジ

の 車 構 成 を こ ニ ろ み て い る 。 ( 中 村功 、 美i轟吉昭)





光庭のある和食堂 ( 4 階 ) 惨 ，-

大宴会場 ( 2階 ) 惨

エスカレ ータをみる ( 1階 ) 惨



施 工 者 の ニ と ぱ

怨 ｅ 生地は北大阪に位置し、淀 川 より ｾｊ ｉｋｍ 的所にあ

る が、 ニi二't'l は e中村t層の典明的な形をとり、上部I J : 軟

い 中 砂 枇 細 砂 、 下 部 は シ ル ト 償 粘 土 で、 N fl 直2 - 5

と 非 常 に 軟 弱 な 層 と 成 っ て い る . 建 物 的 支 持 層 は 天

満1留と称、され、 G L - 24m- 25mに あ る . こ の 建 物

は大口径深礎杭( 最大1 J : 3 m80) 計90本 で 支 持 さ れ

ている . こ の 杭 は 当 社 で 開 発 し た 油 圧 式 ウ エ ル 庄 入

幾百Eで 天 満 滑 に 深 〈 セ ッ ト さ れ て い る。 こ の 工 法 的

開 発 に よ り 伝 来 的 深 礎 施 工 的 約 3 倍 的 施 工 速 度 と 成

リ、今后内務工Ｎ法開発に有ｾＺ炎であ っ たと考えてい

る. ・

当 ホ テ ル は 趨 高 層 建 築 用 耐 震 予 法 と し て 、 T A C工

法 t可 憐 耐 震 喰 = Tai sei Asseismat ic  Curtai n-wal1.  

T A C ) を 採 用 し て い る . こ れ は 鉄 什 鉄 筋 経 最 コ ン

ク リ ー ト 版 の プ レ ハ プ で あ リ 、 各 仕 ロ は 特 殊 な 形 状

を も っ た 鉄 板 で 構 成 き れ て い る . 工 程 的 に は 鉄 骨 工

事 と 併 行 す る の で 鉄 骨 工 事 的一 部 と 見 な す こ と が で

きる. i高層建築と地震の関係は今夏であるが、i ! l t 昔十

の 段F菅で、施 工 上 の 問 題 点 を 取 り 除 き 、研 究 所 に お

い て 締 造 実 験 を 行 い 、 こ の 工 法 を 確 尖 な も の と し た 。

更 に 、 当 社 技 術 研 究 所 で 開 発 し た 泊 圧 締 付 機 で 、 今

迄 不 可 と さ れ て い た γ 世3傾向日高カボルトの完全締

付 が 行 な わ れ た. 今 后 こ 町 工 法 的 保 用 に よ り 趨 高 層

ビ ル の 耐 震Z主 計 施 工 面 で 、 新 し い 分 野 が 聞 か れ る と

と ι に 、 仕 上 間 仕 切 に そ の ま ま 使 用 で き る も 町 と 4

ずる. ( 松岡照夫)
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ホテル プラザ

場 所 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 2 丁目 2 番 地

君主計施工 大成主主主主株式会社

規 模 敷地商積 16，745. 96M 2  

建 築 面 積 4，095. 50M2  

砥 床 面 檎 50，422.  25M 2  

階 数 地下 3階 、 地 上23階 事菩屋3階

軒 高 71. 000m

最 高 部 88. 000 m

深 さ G L  - 14m 深 礎 - 2 5 m

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コンクリ ー ト 遊 及 鉄 骨 造

客 室 数 約600室 ベ y ト数約1，100床

地 下 駐 車 場 約320台 収 容

工 期 昭和 42年 10月 6 日 '- 44年 9 月30 日

配置図
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産 業 人 憩 の 家 丸 山 荘

般 計 兵 庫 県 . 簸 郵 営 鎗 錬

施 工 練 式 会 社 小 西 エ 務 膚

監 理 兵 庫 県 建 鍍 郵 営鎗 際

股 齢 者 の 二 と ぽ

・最近、 都 合池附近内海水の汚! . I i ! をさけて.

英 し い 水 、 キ ャ y プ 場 を は る か 郊 外 に 求 め る

働 〈 人 た ち の 糟 加 に と も な い 、 こ の 丸 山 荘 を

兵 庫 県 が 埼 癒 し た も の で あ り ま す .

・敬 地 は 瀬 戸 内 海 国 立 公 聞 に 含 ま れ 、 建 股 条

件 と し て 、 北 側 を i画る観光道路よりの眺望を

さ ま た げ な い よ う 、 衡 さ を 13m以 下 に す る こ

と、 外装 は 国 立 公 岡 町 景 観 を け が さ な い よ う .

原 色 は 使 用 終 止 と い う 条 件 の も と に 殴 計 を す

すめました.

・そ こ で 、 海 上 か ら 町 景 観 を 綱 す た め 、 遁 物

にソフトな感じを持たす、 R を主体にしまし

た . 海 上 か ら は 浮 き 上 勺 て 見 え る 如 < 1 階よ

q 柱 を 内 側 に 、 廊 下 、 テ ラ ス を は ね 出 し に し .

背景肉緑に対しては外畿を覇軍い 7 リーム色に

統 一 し ま し た .

- 窓サッ y 町 R に は 特 に 工 費 的 側 係 で コ ' -'1

リー トにて R をとり、ガスケッ トを使用して

i民 殺 し 怒 と し て 処 理 し ま し た . 内 部 に つ い て

もR で統一しました. ( 高織邦彦)

所 在 地

強 築I岡1(1

延 床 而 111

f峰 治

設 備

宿泊定1 <

10.  

，h' i!!¥it i 尾崎ザー九山 」二 問 昭 和43年 7 月ー

746. 77M'  
間f ! 144年 2 月

1341 . 98M'  

主饗 外 装 外 明、 人; 1 l 石入色モ

鉄筋コ， ? リ ー ト泊、

，レタ' レ! J l i d' し、

外: 傘、アルミ台風サ

2 階 III
'1 ［ＮＮ［、鹿 ｾｊ ｬＮ

込水自在E耳 毛ルタ' レ防水

60名
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特 集

• 
第 16 回 青 年 技 術 者• 

( 順 不 同 )

d没。d' ffll l"l 士百
内 健 男

寺 本 敏 員IJ

11 

毛 利 士ロ士ロ 夫

薮 里子
占F 品主『

美

美 j農
τ t  

日召
Eコ

附 iJJi 汗11門 青 4卯 司

Tす 内 美 智 雄

11 

ヰヒ ヰサ 俊 男

ぷ似iiff ll l"l 上 村 幸 之

j可 里予 7 c  日召

占血ユJ 千f11P'1 τct  コ
回 E券 彦

11 ( fi' t S下) 西 寿

誌十 llliii 'f ll f"l 島 村 昇

11 

君E 山 正 久

青 年 技 術 者選 衡 委 員 会
選 衡 委 員 長 足 立 孝

l. 昨 年 よ り 、 そ れ ま で の 「 青 年 建 築 家 特 集 」 を 「 青 年 技 術 者 特 集 」 と 改 称 し 、 選 衡

委 員 会 を 設 け て 選 衡 す る 方 式 で 、 設 計 者 の み な ら ず 、 構 造 、 設 備 、 施 工 、 計 画 な

ど の 分 野 の 青 年 技 術 者 に も 登 場 ね が っ て い る 。 今 回 は そ の 2 回 目 で あ る が 、 応 募

者 は 20名 で 、 そ の 職 種 は 、 設 計 部 門 10名、椛造音I1門 4 名 、 設 備 部 門 2 名、施工 ( 積

算 を 含 む ) 部 門 2 名 、 計 画 部 門 2 名 で あ っ た 。

2 .  去 る 9 月10 日 に 開 催 さ れ た 選 衡 委 貝 会 で 、 選 術 委 員 の 専 門 に 応 じ て 、 5 つ の 部 門

ご と に そ れ ぞ れ 選 衡 し た 結 果 、 別 記 の と お り 、 設 計 部 門 よ り 5 名 、 機 造 部 門 よ り

3 名 、 設 備 部 門 より 2 名 、 施 工 ( 柏$:7: ) 音I1門より 2 名 、 計 画 部 門 よ り 2 名 、 計14

名 の 青 年 技 術 者 が 選 ば れ る こ と に な っ た 。

3. 各 部 門 ご と の 選 術 委 員 の 感 想 を 附 記 し て お く 。

1  )  設 計 部 門 : 応 募者 10名 の う ち 入 選 の 5 名 が 設 計 の 腕 前 に お い て 抜 群 で あ っ た 。

前 回 に 比 べ て レ ベ ル が 非 常 に 高 い と 思 う 。 大 い に 期 待 が も て る 。

2)  構 造 部 門 : 独 創 的 な 主 張 を も り こ ん だ も の 、 堅 実 な 努 力 の 和 重 ね に よ る 笑 施

例 な ど に 重 点 を お い て 選 衡 し た 。 選 ば れ た 人 以 外 に も 、 さ ら に 優 秀 な 柿 造 技

術 者 が 多 数 お ら れ る と 考 え ら れ る の で 、 今 後 こ の 部 門 の 多 数 の 応 募 を 切 望 す る 。

3)  設 備 部 門 : 音 響 工 学 的 処 理 を デ ザ イ ン と う ま く マ ッ チ し て 設 計 し た 点 を 買 い

たい 。 こ れ は む し ろ 設 計 部 門 に 属 す る か も 知 れ な い 。 地 域 峻 冷 房 の 方 は す ぐ

れ た 計 画 で あ り 、 充 分 す い せ ん に 値 す る 。

4)  施 工 部 門 : i1lI j般 方 法 の 改 善 と そ の 省 力 化 は 当 面 の 現 場 に お け る 最 大 の R* 題 で

あ り 、 そ の 謀 題 に と り く ん で 、 運 搬 倉 庫 業 界 の パ レ ッ ト シ ス テ ム を 建 築 現 場 ・

に 応 用 す る た め 改 善 工 夫 さ れ た 成 果 は み る べ き も の が あ る 。

一 方 、 柏n業 務 を コ ン ビ ュ ー タ に の せ る た め の プ ロ グ ラ ミ ン グ と い う 問 題 を 、

とくに JI[重体工事 ( R C 造 s 造 ) の そ れ に つ い て 新 機 軸 の 研 究 成 果 を う ち た

て ら れ つ つ あ る 点 は す い せ ん す る に 値 す る 。

5 )  計 画 部 門 : 住 宅 団 地 の 配 置 技 法 と し て の “ か こ み 配 置H に つ い て 、 そ の相 互

の 関 係 の 分 析 が 行 な わ れ 、 領 域 論 的 背 景 に 立 っ て 、 団 地 内 の コ ミ ュニテ ィの段

階 的 構 成 と 、 か こ み 配 置H を 対 応 さ せ な が ら 設計 が ま と め られ て 、 見 ι j ¥な 空

間 を 形 成 し て い る 点 は よ い 。 一方 400hat こ及 ぶ 住 宅 都 市 計 画 と し て 、 生 活 環

境 の 整 備 に 重 点 を お き な が ら 在 来 の 民 間 住 宅 地 開 発 の 水 準 を 破 っ て 新 ら しい

都 市 空 間 を 創 る 姿 勢 が み ら れ る 。 卒 業 化 の 段 階 に つ れ て 、 困 量lt にjfJ_ill!L すると

思 わ れ る が 、 最 後 ま で 緋 想 を 生 か し て 特 色 あ る ニ ュ ー タ ウ ン と し て も らいた

い こ と を 希 望 す る 。

31 
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垣 内健 男

生 年 月 日 昭和19 "1'2月 7日

枇 料'γ 服 昭 和34年 3 J-I  

大阪大学工学部

情 築 工'γ 件 ( 往

築 ) .卒

業 ｈ［ｾ＠ II({ 和 36年 安jl

{ l t築 設;11 事 務 所

入社現イ正に至る

作品時服 サントリ一千オ

コニ i fj

サントリ ー 木 ｉ ［ｾ ｲ

川工場

サントリ - f: J工

場

すいせんの二とぱ 佐野正一

入む以米三E にサ〆トリー祉の工場 ilE

J-f を*，/c けてきたそのウ〉型Fでのベテラ

ンである . これの工場では . illJ 陸自，)

なi日出i と工場作業や設備を含む機能

的な 1::1題と両耐に H って 11: ぃ理解と

ｴｾｊ Ｎ主な技術処理Ａ がＺ必ボされるが、こ

11.を 111当して j!j ヵeたいi i &1'l をη ミして

きたものである .

青 年 技 術者 と し て の ニ と ぱ : 食 品 工 場 内 設 計 を い く つ か 担当 し て き ま

したが、工場建築の場合は、事務所主II 築 等 と 災 な っ て 、 工 場 機 能 を f且 当 す る 機

械 設 備 技 術 者 と 町 コ ミ ュ ニ ケ ー y ョ ン が 成 栄 町 上 で 大 き な ウ エ イ ト を も って

お q ます. ;似 た ち と 彼 ら の I:l J に は し ば し ば 分 野 町 i主 い に よ る ボ キ ャ プ ラ リ ー

の相li 主 や . 誤 解 や 、 感 覚 的 な ギ ヤ ノ プ が あ り ま す . 企 聞 か ら 竣 工 に 至 る ま で

絶えさるフィードパァクを1 l ! ねて、早急、にギャ γ プ を 埋 め 共 通 の245 を 見 出 す

こ と が 、 工 場 組 築 と し て の 成 来 を よ げ る 大 き な 袈 紫 で あ る と 思 い ま す。

現代 の工業社会 ｦ じめ ｾｩｬ￵Ｇｬ は今後ますます発展してゆくものと考え られますが、

それに伴なう ｩｩｬｩ ｾ 匙生産施設の 建設において、それぞれ の分野町技術者向単な

る 和 と し て で は な し 統ー さ れ た 訂 機 的 な 組 織 体 が 出 来 な け れ ば な ら な い。

建 築 校 術 そ の も の の 組 織 化 は も と よ り 、 よ り 大 き な 組 織 体 を 主 導 す る の が 私

たち設計者向貸手若と考えます。



殖 産 相 互 銀 行 本 庖

• 

股計監理 日並設計工務 K K

地 工 戸 田昌1ft&: 仙台主広

所 在 地 山形市桜町

附 造 組 悦 本 部r.l! S  R  C 造

地上 8 陣地上 2 階

熔 昆 付

営 業 部棟 R C 造

Ij Hl I鉄 骨 ト ラ ス 梁

地上 2 開地下 1 階

敷 地 而 附 5，452m
2  

t M高I日附 2. 038m
2  

越 床 ffiifn 8，621m
2  

駐 車 古 数 72台

工 JUI Ｔ Ｒ Ｑｾ Ｑ Ｒ ｊＧｊ＠ - 43年 8 月

設 計 要 旨

銀 行 建 築 と し て の 1 つ の 典 型 を 考 え る

( l ) ' S. 業苦1st取 を 銀 行 本 部 機 と 切 り 離 し て 、 独立して自己

世 し た 。 こ れ は 椛 進 上 の 平 面 白 白l且 の 高 い 空 間 を

得 る こ と の み な ら ず 、 顧 客 に 解 り 易 さ と そ の 梁 内

の よ さ か ら く る 心 理 的 な も の と し て 気 易 き が プ ラ

ス さ れ る 。 さ らに こ の 地 域の 母庖 的 性 格 を もった

営 業 庖一- q. 釘角 的 大 き な 支 庖ー ー と し て と ら え 設

計 し た。 ま た こ れ は 将 来 予 想 さ れ る 銀 行 窓 口 部 門

的 在 り 方 的変 革 に 対 応 で き ょ う 。

営業苦Ilt虫の独立により、本音11棟 は 独 自 の オ フ ィ ス

と し て 、 そ の 有 効 度 と 自 由 皮 肉 高 い も の と す る こ

とカずて・きた。

(2)自己世計画 北 i則的 山形 中 央 公 閣 の 空間 と の つ な が

り を 求 め て 、 営 業 部 棟 は 敷 地 北 東 町 街 角 へ 低j晋2

階建て・配置し、顧客向アプロ ー チ を 四 方 か ら 可能

な も の と し た 。 本 苦11縦 は 西 南 寄 り に 8 階 建 で 配 置

した。 この 2 つ の プ ロ ソ ク の 附1に、 一 般 的 人 々 の

通 過 を 妨 げ な い 構 内 道 路 と 緑 地 を 設 け 、 こ れ に 而

し て 充 分 な パ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 計 画 し た。

(3) 銀 行 建 築 の 公 共 性 的 表 現 地 域 社 会 に 対 し て 、 利 益

的 還 元 と し て の 施 設 、 い い か え れ ば 公 共 性 を も っ

た 銀 行 建 築 を 計 画 す る こ と は 重 姿 な ポ イ ン ト で あ

り 、 こ の 場 合 、 配 置 計 画 的 占 で 1 つ の典 型 を み ア

解 決 し た。

(4)構 造 計 画 設 備 計 画

上 記 の よ う に 蛍 業 部 練 と 本 音11棟 が 分 離 したために、

い ず れ も 精 進 上 、 設 備 計 画 上 司 解 決 が 明 快 と な っ

た。 営 業 部 織 は 屋 桜 を 鉄 骨 ト ラ ス 泌 を か け 、 天 井

内 に 空 調 機 を 設 け た 。 1 音112 r : 皆の床と壁はプレキ

ャ ス ト 梁 で 精 成 し た 。 本音11棟 は 4 つ の コ ア で支 え

られ、 2 つ づ つ が地 階 と 浴 屋 で 結 びつ き 、 口 字 型

の 大 き な 架織 を 附 成 し て、 18 m の 大 ス パ ン と 5 m

の キ ャ ン テ ィ レ バ ー を 可能 と し て い る 。 空 調機 械

室 は 俗 屋 で コ ア が 結 び つ い た 部 分 に 位 置 し て い る 。

⑨ 

ι
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寺 本 敏 則

生年月日 昭和111年 3 月18 日

I註 科 学 歴 昭 和34年 3 月 早稲 田大学

第一理工学部建築科卒業

業 歴 昭 和34年 4 月 日 建 設 計 工

務株式会社入制大阪事務所

勤 務 現 在 計 画 部主任

作品略歴 呉相互銀行本部ピ J レ

大阪資生堂仕上作業場

殖産相互銀行本庖

山口市民会館

すいせんのことば 上 回 恒太郎

テーマに対して、 日十回性と i直申告な判断

を下し唱、、たゆまない n 般討を重ね、紺l

ff/I まで由るがせにしないでイ士 l JI をする

将来をJ g / 待される人といえるでしょう 。

こ と ば : 現 代 ほ ど 「建 築 ・造 形」 と

い う こ と ば の 背 景 が 重 視 さ れ る l時はな

ものを 軌 知 し、 側 11立の 判 断 力 をみがき

伽J f 乍にあたりたい。
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大 沢 商 会 大 阪 支 庖

建 築 地 大 阪 市 東 淀 川 区三 i:tl展中通

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷 地 而 fll 3，007 . 90 m'  

建築商j W 1，476 . 30 m'  

延 床 ITiiW 4 ，244 . 90  m'  

エ WI ) f r 工昭和 42年 10月14 日

竣 工 昭 和 43年 8 月 31 日

設 計要 旨

約 3000m' の 敷地 に 業 務 内 容 の 異 な る 事 務 所 お よ び 倉 庫 と 棟 を 分 け て 設

け る こ と に よ り 、 動 線 を 処 理 す る と と も に 、 お の お の の 機 能 的 円 滑 化

を 図っ た 。 ま た 事 務 所 棟 前 面 に 都 心 で は 得 が た い 広 場 を 約l OOOm' の 広

き で 確 保 し 環 境 を 艶 え た 。 事 務 所 建 築 、 と く に 商 事 会 社 内 7 ア サ ー ド

は 対外 的 に 大 き な フ ァ ク タ ー で あ る 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル の ガ ラ ス の 押

縁 に ア ン グ ノ レ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 ガ ラ ス の 周 囲 に 深 い 溝 を 廻 ら

し 陰 影 を つ く っ て 、 重 厚 な 霊 感 町 中 に爽 や か さ を 添 え る よ う 試 み た 。

• 
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毛 利 詰 夫

j ゾl' 月 日 昭 和 10年 9 P1 10 日

J，i 科 学 臆 II{{ 手11 33年 3 月 大 阪 工

業 大 学 建 築 学 科 卒

』佐 歴 昭 和 33'1' 4 月 株 式 会

社竹 τ Ｑ Ｂ 工務 ｊ［ ｾ ｦ 入相、 ｚ 生

川部勤務、 IJLイ正に去る

内:;' 1¥:1闘品目主 1111軒j !t出i 、 ｩ ｊ＼ ｩ 各 ｉ［ ，ｾ 1  t日i

大 和 銀 行 綿 聞 支121、む

さ干z 邸 、 大 沢閥 会 大 阪 支

/111、{主江織 物本金i ピル

すいせんの ニとぱ 北 村 隆 夫

設計に風絡がある 0 '')¥築主 デザ イ〆

を，し、掛けながら泥央さがな L、0 1感覚

と論理、技術的部隊 を重ね つつ 速

度の ある設計力 と、 i: ! i しい統合力に

よ り 堂 々 と 税 尖 化 し て 行 じ も利お

は立派である .

ニ と ば : 長 い 伝 統 を 持 つ 日 本 建

築 の こ こ ろ を よ り ど こ ろ と し て さ

らに 新 し い 建 築 の 技 術 、 デ ザ イン

の 開 発 を お し 進 め て ゆ き た い 。



京 都 府 議 会 棟

，1}.t 日l' H姐¥，没，:1会仁イ:i5 K K  

胤i T  '.) H .且，j立K K

I立 政 Jj( n! Sdi I:Jj( i>l: 

)，)L 悦 H  C ;:'i ( ポイドス .ラブ)

I也 F n昨 J也 1: 3 ドfo

組 築 Ifli h'! 2，113. 5m'  

延1車両! t ' t 7 .668 .5m'  

施 工 1969 '1' . 3 )1

豊 和 相 互 銀 行 別 府 支 庖

設 計 Il i l l 投，lf' l二務 K K

施 工 大 林 ま11

位 近大分県別/ ( . f

品L 1J:i S  H  C 立1 ( ポイドスラブ)

1三I也l折、 I也仁 5 ド時

ill 築 1M似 452 . 14m'
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薮里子宜美

' t' l ' rJ 日 II{ {fi l 1 8'1三3 Hl 円 '1，
γ'  雌 よ 阪 市 立 1:お 刊 '.t;'i?

柑也 Ｑ換 ｦＢｾ ，，?: j 佐

36匂三3 1I 

民 II ;tl  円。且，-UC，11 工 務 昧 式 会

やl 大 阪 ' 1>務 所 入 tl

36$1三4 n  

'11 1 匝l セ〆トラルガ

ラ ス コ ン 《 ミ 人 s躍

41 .，ド 511

抗 2111[ セ μ トラル庁

ラ ス ヨ ノ ベ 八 選

42'1' 7 11 

，j ( I':lS I(.f I j" 作 議 会州

4351三 1 rJ 

1" 1和 初Pi 鋭 行 別 府 立

1，1;  43$1:  7  JJ 

‘  

す い せ ん の こ と ば 田 畑 登

折々しい創造) } と 点主主な制

作悠 ｊｾ をむ って いま J此i <的

a主を砂み つつ ある人です そ

の 持 Jjij 同気迫と f占党とう1' ) ) に

よってょっ意欲的. か つi在明

な作品がIUII 年きれる "J i"r..ij!_築

家 と し て 、 す い せ ん い たしま

す .

青 年 技術者と し て の こ と ば . 年 f ，!./iii で あ ろ う か 、 ふ と 乎 に し た : tfrJJHに

ソ 巡 の 科'γ 名ー の 談 ，1li が 蹴 っ て い た 。 そ の 文 1Mに よ れ ば 今 後 人 ui が 必 安 と す る 生

iiii 伐 1111 や 食 料I¥!立l : t う 大 寺 む の に な る で あ ろ う と い う こ と で あ った。さらに人世ii が

必 必 と す る エ ネ ル ギ ー 源 と し て の 太 陽 の 利 月] が 巧 奈 さ れ ね ば な ら な ゐ 、。 南 側 大

院 や グ リ ー ン ラ ン ド の ヰIJJIJ が グ ロ ー パ ル (1') な 太 陽 町 エ ネ ル ギ ー を 使 用 す る こ と

か ら 可 能 に な り .J 也I，j( 1舎の公 { 肢が 定 に な る と い う の で あ る 。 そ の 文 1(li に制' れた

折、毛L は 作 用 性的 J阜 ボ 、 あ る い は j的 皮 肉 y ステム分析の車内 来 、 人 nll の た め に 志

向 さ れ る べ き 料'γ ーJ ' J 休が逆に人 1]¥1 を 疎 外 し は し な い だ ろ う か と ，也、 っ た も の で あ

った. こ ん に ち の 住 築 や の );，"1 t  申干してみるに. ひと つ は 郎r ! i /IJllfJ T h という巨

大な 1Mに fIIJ t J . いつつある . そ れ は そ れ と し て 必 袋 不 可 欠 な こ と で あ ろ う が 、 人 Hn

疎 外的 記Il U をボ的るひとつ の 動 き と し て イ ン テ リ ヤ忠 治 的 悦 ぶ が 必 裂 と さ れ る

の で は な い だ ろ う か .

r'，':i Jf.rの，fj-[Ihj 化 と と む に J止に 11 を ril J け な け れ ば い け な い 人 Il IJ 政 外 的 記 服 へ の i立 が

そ ん な 万 fil J に な い だ ろ う か と ， 思 っ て み た り す る の で あ る 。
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美 濃吉 昭

'1'. SI' } 1  IJ ＱＱＱＱ 千 Ｑ Ｑｬ ｊＮￍｾ 2  }j  13  R  

ｊ ￤ 終 Ｇ ￯Ｚｊ ｪ［ ｾ 1I{::I .f': 1I 29 午 3 } j ) c 阪

市 立 高 ＱＱＱ ゐ｛Ｎｾ佐川段

位 策H ' i ' 県

制 服 11(3手1129年 4 J  1大 成

.m，t止株 式 会予 l に 人

社 説布人ー l版 文 抗

争 且 割 ＵＱＱＱ ＱＮ 泣 Ｎ Ｑｴ Ｇ ，， ｾ Ｍ ｅ ｦｲ Ｚ

11'. 17. 時 服 よ み ヲ リ プJ ン ト リ

ー ク ラ ブ

制 H 政 治 本 村 ピ ル

太 阪 タ ワ ー

すい せ ん の こ と ば 中 村 功

彼 I! . h iL hl l .L1: "t tll ぬ の な

かにあ 勺て. いh 巾 る デザイ

〆できる敬少る い中何 人で

ある 11: '1、に対 しては疋1{ ' } ! < り

や で多生心. 6宜l品l たる{ ， l: 主に J主

え 句れた ll. 置と F担J布を n ち、

決 断 む '1' ，ｾ 、 必l築家と して向

指1 ' ( は十分で j.，米がJYI 刊 さ れ

ホ テ ル プ ラ ザ る

七 彩 I二必 本 1I

J E. 此句(，!)l J : : i tJ ・H Ｇｉ ［ ｾｴ 公 官宅

JI ' MI QI  

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 怨 築 は 針 品 化 、 縦 割 主 化

を し い り れ る 機能 を 充 足 し な け れ ば な ら な い が、物質をわ，Y/

成して ぷ ｊ Ｚｬｌさ ｩ ｌ た ｴ ｊｦしい 物質 Ｈ 姐 ｬｾ Ｉ からイマジネＭ ; / ヨ

/ を '1モみ" すニと .

そ し て イ 7 ジネ ションが 観 念 のみにとどま句ず 、ｦ， ｾＧｬ 耳 ｅ や

ぷ米に対して人1 : ¥1 が生きるためのはんものの物質となるこ

とを守イん で い る 。



3  

3  

3  

3  

1  

i  

恒星- 1 ・ 1  ・ 1  臥 醐 |

'''''' 
・ 10 11 ・

X 方向架構図

Y 方向梨構図

。

日 蜘

大 阪 商 工 会 議 所 ビ ル の

構 造 計 画

賄工会議所内内容か ら 、図 ｉ［ｾ 会議場をはじめとした

大小の会演端、展示場等の大 ｾｮ ｜ｊを必嬰とする ｊＭｙｩ ｴｩ

が あ る 。 一般 に 3 1 m位 皮 肉 日 さ の 処 築 で は 、 ラ ー

メン附 ￆ とイ了効な耐渓ｾを配した榊造方法がとられ

ている . こ の 対 阿 で は . 撚 機 的 な ラ ー メ ン 構 造 で は

確保できない大 Ｇｊｾｈｉｊ をつくり ｈＱ す桝 ｩ 立として、次の

よ う な 耐 災 計 耐 を 試 み た.

Y 万 向 は コ ア を 内 政 し た o ＢｲＺ ｊｴ［ｾ 巾 ｬ ￭ｍ ｾｬｾ を ｬ 山 ｬ 裂に配 ｴ 出

し、 X Ｏ， ＢＧＱ はご ｾ ｕＺ Ｎ . i 1 自の数倍のスケ ー J レを持ち、かつ而f

Ｑｍ 列 ＧＱＢ ｗ ーが充分 ｊｙｉ 待 できる大 ｊｾＧｾ ラーメン 川ｩ￻Ｚを線用し

tc .  

この計画によ って 怨物中央 ｦｭ に国際会 ｩ 浴場町大 ｾ ｮ ｬ｝、

各附には自由ｩￚｬ性 的ある ｾ ｉｈｊ を つくるニとができた。

次 に X 、 Y 方 ri'J の 架 併 に つ い て 簡 単 に 説 明 す ると、

ｙ 万向は而， ｴ ｢ＮｾｴＺ ｉｾＺ が水平力的大部分を受けもち、 ｲ Ａ ， /II J  

の ラ ー メ ン .t .Yti 立は常時荷1 f ! : のみを考えればよく、 13. 5

ｭ のスパノに必裂な梁成は ｾｊ 訓ダ Ｗ トの梁 ＱＧｴ ｪ 泊に適

し た も の と な っ 、 設 備 計 図 的 制 約 が 少 な く な っ た . 一

万 X 方 向 は C 行 よ び E j面的 日 字 型 大 梨 村i が 主 体 に な

っ て い る ( 図 参 聞 ) 。

|二郎 の大会; 取 坊の 屋似 を う け る 大 ト ラ ス と 2 、 3 附

の件 ｷ の ｴＺ［号、 ｉ 也ド官 の ｾｴ と総礎梁が一体になった三 ｊ 習

の 大a と 、 両 端 的 6 m の 笠 を 位 と し た 日 午 型 の 大 ラ

ー ノ ン で あ る か ら 、 中 H月階 に あ る 梁 に は J也渓 11寺にも

ほ と ん ど 応 力 的 変 化 が 生 じ な い の で 小 梁 と し て あ っ

か い 、 梁 成 を 小 さ く し て 天 井 の ふ と こ ろ を 似 極 的 に

設備に利月3 した。

このよう な 附 造 で あ る か ら、 欽 廿 は X 方 向 の 大 ラ ー

ノ ンと Y 万戸'Jの 柱 、 梁 にI fi 点 的 に 使 用 し他 の 部 分 を

節 約 す る こ と に よ っ て特殊なt . Y I i i ' ! . であワながら使用

鋼 材 は 一 般 の ピ ル と 同 純 度 に な っ た. こ の よ う な 大

集中砕を採用したため鉄什のディテ ー ル は い ま ま で に

な い ス ケ ー ル 町 大 き " . ffl 援 が 必 必 と な っ た が 、 エ レ

7 ト ロ ス ラ グ 熔 桜 町 発 注 に よ り 解 決 で き た 。
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青柳 司

王主勾4月 u .目 手1Il 0 !f三8 rl 27 日

政 科 学 腫 昭 和33年 3 r1 iI! 京 工 業 太

7" 日巴工' γffl l 剖! t庭園製 f'，¥' i ' 車

』業E 務 }服民 i附1汗明「付4平刷和1日悶1旧3ね3'年fド三4  }月1 口叫往E

務 K . K . A 社

U{{ 制143' r. 8 } j 1，，1  1-.  )，，: 1仮

'l' fJl l' ，斤附 .i1l 郎 主 任

何三.1-，'， 冒待 JUt

) . . : 阪航噌 ピ ル

11 4 ピル( ，¥'.'j 松 )

It: ! ' i ' ・』長松ビル ( )..:阪 )

太 阪 尚 I 会，1車"斤 ピ ル

M i可' i f l l /d設け ｩ Ｇｾｬｬ ｬ ｦ＠ ( 111 1f t )  

M 何[) I'i. ，j dY . f 十F センタ ー

クリモトビ，レ ( 大阪 )

作1' ，i dj w.: m)山 川

すいせんのニとぱ 川 村 政 焚

It i 近町大島Wl4. 且築は ー附町ンステム

エ' ''{: の!1l ;物 である . 従 って 存分野町

チーフはその ，'!I "J 分野 での .fI lt ，;面 経

験に禿 f l ているのみならず ｩｬｬｾ 全

般に深い iI iE市を持つニとがのぞまし

い 。 ｉ Ｇ ｦ 柳 川 は ｾ Ｇ ｩ 門 的 問 ｩ 立は勿 ｊ 布であ

るが J止制11. !血 r: '.'fj;4_ι 築全wにわた

っての -1<1'1をJ U平している朝rjJL村'/j 主

家 何 人 であ り、刷新な hWj 立を作 '1

11¥寸- J晶子? の熱ヰした | での dと断 1J が

すばりしも、.

建 築技 術 者 と し て の ニ と ば : 私 は 梢ili ;ut討 の目 的 を 次 の よ う

に 々 え て い ま す. “ 安全 的 保障と経済性を基量産として宅I i l J の 可 能 性

を迫三位するニと.

今 i与の A'i. の; {}t ｾ ｬＭ ｉ に対する刀 法を反 行すると、とかく向分だけ の 伎術

に と ら わ れ て き た と ニ ろ が あ り ま す。 ニ れ か ら の 設計 は l時代 の 進 歩

とと L に 例 人 的 ブJ では 対 処 で き な 〈 な っ て き ま し た。 そ こ で 、 各 分

野 町 j位向的役術をいかにして: : J t ft -，に 反 映 さ せ る か と い う こ と を テ ー

? として 、 他 の 分仰 の ;m中 お よ び 椛iliil! .当 .fiー の j'I 'H:J と協 力し て町「先

していく ニ と に し て い ま す.

そ し て 、 そ の j泊 料 を 辿 じ て よ リ よ さ 挫 築 を より多〈 一l止 の 中 に 発 表 し

ていきたいと，目、 っ て い ま す.
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仮設筋違

OWS 壁

東 洋 ホ テ ル の 構 造 設 計

所在地大阪市大淀区ｾ崎四泊り

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

規 模 S R C造 地 下 3 開 地 上16附 tf.' Lii 3 階

延 床 而 積 約 3 万m'

工 期 昭 和43年 3 月~昭和44年 10月

客 室 約 700室 町 ホ テ ル で あ る が 、 地 上 高 45m 中 に 16

階 を 収 め て い る の で 上 部F皆 同 は 低 〈 、 梁 せ い は60cm

程 度 に 制 限 さ れ た 。 ま た 建 物 下 部 で は 用 途 上 相 当 大

き な 住 IHJ が 要 求 さ れ 、 こ の 間 間 的 要 求 を 満 足 さ せ る

た め 図 に 見 る よ う な 耐 力 壁 を 係 用 し 、 鉛 直 、 水 平 岡

荷 箆 に 対 し て 柱 梁 と ↑ 品 働 さ せ た 。 こ の 壁 休 の 放 置 に

より鉛直荷1 1 ! による梁の応力は極的て少なくなり、

水 平 荷 量 時 も 梁 の 有 効 ス パ ン が 減 少 す る こ と と な っ

た。 さ ら に こ の 形 式 に よ る と 各 階 的 梁 の 応 力 が 上 下

1: 皆 に 平 均 す る よ う に な り 、 梁 断 面 の 均一 化 と 、全| 格

的 梁 せ い の 縮 減 に 有 効 と な っ た 。 し か し こ の 梁 部 分

は 地 震 時 に は 最 も 変 形 が 集 中 し 、 架 例 全 体 の 耐 力 を

左 右 す る 箇 所 で も あ る の で 耐 力 に 余 裕 を も た せ る と

と も に 、 鉄 筋 に 比 し て 鉄 骨 断 而 を 増 大 さ せ て 靭 性 的

保 持 に 努 め た.

架 仰 の 応 力 解 析 に 当 っ て は 、 " S T E P - l " を 使

用し、耐力ｾをプレース置換した架椛と、断而重 Ｇｌ 、

に お け る 線 材 と し 剛 域 を 考 慮 し た 架mの両者・につい

て 検 討 し た が 、 相 似 的 な 結 栄 が 得 ら れ た 。 さ ら に 耐

力笠宮地音11と 梁 の 按 合 昔11附 近 の 応 カ 分 布 を 確 か め る た

め、 7 ア イ ナ イ ト エ レ メ ン ト 分i'mに よ り 解 析 し た が 、

耐 力 壁 の 内 部 で は 、 t誕 の 応 力 は 急 激 に 減 少 す る 傾 向

が 見 られ た 。

な お 基 本 設 計 は 、 外 力 、 許 容 応 力 度 等 現 行 是 正 融 法 に

基 づ い て 行 な っ た が 、 J也波 H寺 に お け る 建 物 全 体 的 振

動 性 状 、 あ る い は 下j符ラ メン昔日と上層耐力ｾ ｴＺ 悦界

昔11向 性 状 等 が一 般 ラ ー メ ン 椛 巡 と 呉 な る と も 考 え ら

れ た の で 、 動 的 解 析 を 行 な い 、 そ の 結 # と を 考 慮 し て

安 全 性 を 向 上 さ せ た.

11川川川11川川川11川川川"川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川 川11川11川11川 川11川川川11川 川11川川川11川川11川 川11川|川川川"川川川"川川川"川川川|川川"川川"川川川"川川"川川|川"川川川l川川川|川川川"川川川|川川|川川川"川川川|川川川"川川川l川川川|川川川|川川|川川川"川川"川川l川川川"川川"川川"川川"川川川"川川川11川川"川川川|川川11川川"川川"川川"川川"川川川"川川"川川"川川川"川川"川川川"川川川"川川l川川川11川川川|川川川l川川川l川川川"川川l川川川"川川"川""川川川l川川川"川川川"川川"川川|川川川"川川"川川|川川川|川川川"川川"川川"川川"川"川川"川川"川川"川川"川川"川川"川川"川川|川川"川川"川川"川川"川川川"川川|川川川"川川|川川川"川川"川川"川川|川川"川川"川川"川川川"川川|川川川"川川川|川川"川川"川川川"川川川"川川"川"川川"川川"川川川"川川川|川川"川川川"川川川"川川川"川川川|川川"川川川l川川川"川川l川川川|川川"川'"川川川"川川11川"' 川川川|川川川l川 川11川川川|川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川|川川川11川川11川 川11川川|川川川11川川川11川 川11川 川11川川|川川川11川川" 川川11川川11川 川11川川川11川川11川 川11川川"川川11川川"川川川11川 川11川川川11川 川11川川"川川川11川川11川 川l川川"川川11川 川11川川川11川 川11川 川11川川川11川川11川川川|川川川11川 川11川川川11川川川11川川川|川川11川川|川川"川川川l川川川11川川川11川川川11川川"川川川l川川川11川川川"川川川11川川川11川川川11川川川11川川川|川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川"川川川l川 川11川川川11川 川11川 川11川" 川川川l川川川11川 川11川川川|川川川11川 川11川 川11川 川11川川"川11川川"川11川 川11川川" 川川11川川11川 川11川川|川川川"川川11川川11川川川|川川|川川川"川川川11川川11川川川11川川|川川川|川川|川川川11川 川11川川"川川"川川11川川11川川川"川川|川川川川"川川11川川"川川川11川 川11川川"川11日山山伽jll'川川川11川11 l  
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竹 内 美 智 雄

斗ミ王手nn IIsf Il 8 ' ド1 J J 25 日

結 終'γ' !ft， 今 Ｇｉ［ｾ 工業 Ｒ ＱＳ 等学校他築科

11百字1126' ド3 J I2j<: 

1 : ，務股 H円平日26年 4 f / 附大林組人主I

IJI.{，' に至る 設 計 部 勤 務

ｦｾ ｬｩ 立設計Ａｬｩ当 主i J : 技川

王 寺 1! 1. ｾｊＧｉ 工 Ｇ ＱＧ

帝 人 公 本 繊 維}JII 工 研 究 所

武f 1 l ! l l ¥品除式会社大阪工場

1，;1 1'， / . ' f ，砂工場

IE ! . . : 金以株式会社和歌山烈鉄所

大阪削 'tllii 院

'，J;: iRてx ; 株式会社特I I J I 造 船 所

，; ( 制オリエンタルホテル

，ぐイルコラム

ベノトエ，去による ピア

すいせ ん の ニと ぱ 木 田 幸 夫

絹 川町 l泣，11 条件を総合して正純

{o..t，Yl逃 (I'J 判断を下 L ，f荷造 .l l"l凶

を決定するよとは禿れた仰titi- 泣

.11技術. 1¥として欠カせないニと

である. 竹内 11はその能力法併

であり、しか b i品1'7 " " 人4両か句

〈る フレキシピリ テイのある ;!l;

沙はスムーズに ! I:' I' をj J ! ; めて申

(  J ーに役立っている. 今後ます

ます悦貯 を大きくすることに努

力して大成されるよと JUJ l 守した

も、.

青 年 技術 者 と し て の こ と ば ・ わ れ わ れ 笑 務 設 計 一 に 携 わ

っ て い る 榊 逃 担 当 者 に 与 え ら れ た 最 大 の 課題 は 組 物 内 経済 性

と 安 全l主 で あ る と 思 っ て い る . 姐E築 物 4ニは i直 切 な 安 全性 を も

つこと、 機 能 性 に 日 む こ と 、 JiOi エ 性 が よ い こ と 等 が 嬰 求 さ れ

るが、判1反 す る 袈 紫 も あ り 非7止 に む ず か し い こ と で は あ る が 、

そ れ ら に つ い て 「パ ラ ン ス 町 と れ た 設 計 J 、 そ れ が よ い 設 計 で

あると ol Kl し て い る .

と 〈 に 安 全 性 に つ い て は 最 も む ず か し い 削 凶 で 、 建 物 的 1 I i 裂

さ 、 Ifli 阜 、 規 絞 な ど を 巧 え た 上 での 介型 的 な 放 問 に 日 夜 顕 を

悩 ま し て い る が 、 こ れ か ら も 、 い ま ま で の 経 験 . 特 に 自 分 自

身 でのし、ろいろな失 敗 . 大 災 担F士号ムにおける: l ' t 1 l i な教 訓 可F を 生

か し て 自 分 と し て 悔 い の な い 設 日 十 を し て い き た b 、と念じている。

幸 い 大 企 業 下I の 設 計 部 に 所 属 し て い る た め 、 新l問 題 に つ い て

の 勉 強 も や っ 易 い し 、 ま た 数 多 〈 や つ が い 町 あ る 仕<1忌を担当

さ せ て む ら っ て い る こ と を 幸 偏 に 思 っ て い る .



.  

西 本 願 寺 無 量 寿 堂 の 構 造

計 画

京 都 の 東 山 の 斜 而 に 納 骨 堂 を 建 て る こ と に な っ た 。

こ の 建 物 は 土 に 接 し て い る 11聞からのみ、j l ' : i i さ約18米

の 土 圧 ( 1; ¥"11寺と地震 11寺) および水圧苦手の複雑なカを

受 け る 。 こ れ ら の 圧 力 を 正 確 に 把 え る こ と は 困 難 で

あ る が 、 次 の 言 者 点 に つ い て 特 に 注 意 し な が ら 計 画 し

fこ。

1  建 物 に 作 用 す る 土 圧 が 可 能 な 限 り 小 さ く な る よ

う 断 而 を 考 え た 。 こ の 建 物 が 最 終 的 に 断 而 図 に 示

す よ う に 、 地 下 5 1，皆以上の部分については、山 flilJ

は45・肉料而とし、この苦11分 の 土 圧 が 建 物 に 作 用 し な

い よ う に し た の は こ の た め で あ る J 昨 造 的 な こ と の

みからは、山 fJli J は 恨 切 而 の 位 泣 か ら 、 す べ り 市l 以 下

の 斜 而 と す る と 、 土 圧 は 作 用 し な い が 、 他 の 的 々

の条件でこのような断而となり、地下引; 皆及地下 I

1; 皆吉11分 で 土 圧 が 作 用 す る こ と に な っ た 。もし、ごく

普 通 に 山11刊の段而を垂直にして、61権 分 的 静 止 土 圧

を 考 え る と 、 建 物 が 精 進 的 に 不 経 済 に な る の み な

ら ず 、 基 礎 底 而 に お い て の す べ り に 対 し て 、 何 ら

か の 考 慮 が 必 要 と な っ て く る 。

2  これ らの建 物 に 作 用 す る 力 に 対 し 、 そ の 方 向 に

建 物 の 剛 性 を 高 め る 必 要 が あ る の で 、 土 圧 を 受 け

る 方 向 の 全 ラ ー メ ン に 壁 を 設 け て 剛 性 を 高 め た 。

3  水 圧 が 作 用 し な い よ う に 、 建 物 周 聞 の 土 に 按 す

る 而 で は 、 厚 き 30糎 か ら 50糎 の 砂 利 を 入 れ て 排 水

を 良 〈 し 、 土 圧 に 加 算 さ れ る の を lぜい、だ。

4 .  1也下 6 附 に 作 用 す る 土 庄 町 t 1 定 は 、 ク ー ル マ ン

の It t1線 に よ り 求 め た も の に 、 あ る 定 数 を 掛 け て 静

止 土 圧 と し て 採 用 し た 。 砂 質 土 の 内 部 摩 擦 角 は N

他 よ り 求 め る 方 法 も あ る が 、 正 確 を JVJす る た め 現

地 に お い て 30糎 角 の 資 料 を 作 製 、 試 験室 で 実 際 的

li 在 に 近 い も の と す る よ う に 努 め た。

5. j 也波H寺 の き ょ 動 等 に つ い て い ま だ 不 明 確 な 嬰 紫

も 多 い の で 、 柱 位 置 に お い て 径 1 米 の 深 礎 を 基 礎

底 而 よ り 深 さ 3 米迄施工し、 Ti ー に 備 え た 。

12，000 
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ヰヒヰサ Ｑｾ 男

生 年 月 日 昭 和 9 年 12月21 日

最 科 学 歴 昭 和33年 3 月 大阪大学工学部間

築工学科卒業

業 務 臆 昭 和33-'1三4 月 刊f水建設株式会社

に入割 放射部大阪支底に配属

税荘に至るまで主として州't .illi 設計

に 従 事

作品略歴 ( 榊 iil 設別)

仰やl' 戸製鋼所加古川 工場厚似工場

宇都興，lli{附桝工場統般工地

西 本 願寺 無 量 舟 1:l: ;IE に 本 刷 会館

側 神戸製鋼所加古 川工場鋳型処理

f車

すいせんのこと 1;1: 木村精-

i，Yli 立政目十円災務にたずさわる技

柿I 者ーとしては‘ スベ y ャリスト

としての知徹はらちろん、研究

者として、助i工手? として、また

当然主II 築 設計者ーとして該 t' l i な経

験と柔軟な態度を袈 ' ! < される .

その要求に 100% 応えるものと

して‘ ここに北村討をすいせん

するも町である 。

青 年 技術 者 と し て の ニ と ぱ 最 j丘町技術の進歩とキj ' J まって、

新 材 料の 開発、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 利 用 等 、 わ れ わ れ 柿 造 設 計円 分 野

も 、 位 々 の 彬 轡 を 受 け て 来 た 。 WIJ えば極J ! l - H型 鋼 の 出 現 、 立 体 ト ラ

スの問ｉＩ ｪ 生＿トリ ｹ クスによる ｐｉｾＮ 法の開発等は、新らしい ｾｮ 刊の演出

を 容 易 に し た。 し た が っ て 、 そ の 建 物 に 最 適 の 椛 造 を 選 ぴ 、 適 材 を

適 所 に 利 用 す る こ と が 附 造 設 計 者 と し て の 段 も 重 要 な 課 題 の ー っ と

な っ て き た 。

一 方 、 設 計 業 務の専 門 化、制11分 化 、 多 隊 化 に と も な っ て 、 建 物 の 設

計 は 他 の 純 々 の 部 門 相 III と の コ ミ ュ ニ ケ ー ン ョ ン に よ って進められ、

位 々 の 人 々 と の 接 触 、 交 渉 に よ り 完 成 さ れ て い く よ う に な っ た。

こ れ ら の こ と は 、 例 造 技 術 者 は 111 に 柿 造 的 知 識 を 持 つ:w門 家 と い う

立 場 に 止 ま る こ と 主 〈 、 'i ;:; にもっと厄てし 、生n織 と 視 野 を 持 っ た 、 プ ロ

ジェクト ーエ ン ジ ニ ア ー と し て の 態 度 を 要 求 さ れ て き て い る と 、 彩 、

は 考 え る .
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ステージ様スタ γ オ

雇量露轟

• • • 
0 1 Qm 

毎 日 放 送 記 念 会 館 ミ リ カ

ホ ー ル の ス タ ジ オ 設 計

こ の 公 開 放 送 界 j刊 の ス タ ジ オ は 、 テ レ ビ 守 枠 組 の 会 而

カ ラ ー 化 に 対 応 し て J-t-jiInさ れ た も の で 、 設 計 を は じ

め る に 当 っ て、 各 政 送 技 術 部 門 か ら数 多 く の ア イ デ

ア と 袈 求 が 従 tB さ れ た 。 こ れ ら の 要 求 的 建 築 的 お よ

び 設 倒 的 消 化 と 調 燃 と が 、 こ の 設 計 作 業 の す べ て で

あ っ た と い え よ う .

こ の ホ ー J レ の 校 術 的 特 徴 を と ら え て み る と 、 to l に

.iE 1mに 弱 山 と さ れ て い た 舞 台 開 明 条 {' I・を 解 決 す る た

め に 、 特l市 天 井 か ら 3 棋 の 大 型 コ ン ド ラ ( 1  Ｉ Ｎ ｾＳ Ｐ＠ K  

W) を 列 降 さ せ 、 こ れ を リ モ コ ン 操 作 す る こ と に よ

勺 て、テレビ ｾｾｕｪ 起の耳目氾 ｬ 的条宇ドを イ 乍りだすことに成

功 し た . こ の ホ ー ル で は ス テ ー ジ と 符 仰 が ま っ た く

分 離 し た 布 米 の 劇 場 の 平 而 引 を 改 め 、 筑:I l{; と ス テ ー

ジを 一 体 化 し た も の で あ る 。 照 明 条 件 に つ い て い え

ば、平写! 市 の ど の 部 分 も ス テ ー ジ と 変 わ ら な い m¥IVI が 可

能 と な っ て い る 存 l市 お よ び ス テ ー ジ 町一T f 7
1

，Q条 ('1ーは

劇 場 内 部 残 特11年11¥1 0 .3秒 以 下 と い う 条 件 で 設 計 ー を す す め ら れ

た が 、 峻 一仁 後 測 定 し た 結 栄 は ぽ 満 足 す べ き 結 果 が 、

1! 1- ら れ た

ス テ ー ジ に は ニ れ ま で の ホ リ ゾ ン ト に 1 "1 : るものとし

て、 巾 23111 X  7  111 同 大 別 リ ヤ ー ス ク リ ー ン を !i l-降ーさ

せ、ステージ ｭ 旧からの ＱＱ 央写および ＡＡＨ｜ｉｾ ｊ を可能とし、

ま た サ イ 7 ロラ? と材、する 20 m X  6  111 の戸、' ; ; ' "7- . . 7リ

ーンを ｊ， ｾｲ ｾ f i 中央に! tl 降 さ せ て 、 リ ヤ ー ス ク リ ー ン の

{J t - 用によ っ て 、 ス ク リ ー ン プ ロ セ ス ・ シ J レエ y ト列j

Ｊなど、バラエテ ィに Ｎ，ｾ｜んだ ｪｾＨ 出 が可能となるよう

に 111.jffij さ れ て い る

.  

‘  
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上 村 幸 之

'J o<f. ｲｊ日 Ｑｉｻｪ 制 ＱＷｩ ＱＧ Ｒ ｊｬ Ｖｆｉｾｅ

JI >主科学1m 1昭和32.'1" 3  月 早 稲 聞 大 学 部 ー

Ｎｦｴｾ工ＢＧｴＭ ｦｭｭ 築科卒業

業 務 Ijf 32年 4 J l 株式 会社大林制l 入 社

設 計 側 勤 務 . 現 在 にコ巨る .

作品略 ｉｉｾ 天ケ i+fi ダ ム 周 辺 環 境 mJ 発計 111可

N H K 大 阪1血送 会 館 新館

吹川，Ii l( 会 館 新 航

( 大阪府知市賞受τt)

住宅問地に主s つ鋼t . Y/ j立向 1Mァ， マ

ー ト設計量産技 3 等 人 選

毎 日 歓 送 記 念 会 館 ミ リ カ ホ ー ル

す い せ ん の こ と ば 回 中 軍 雄

ユニ ＭＷ なフィ ー リングと令理 ＨｉｾｊｾＺ {ト

ーι 刊ーを J もイI す る こ と の で き る 人 で あ る .

ことに ｩｬｬｾｩ 判中に独自の工犬を ｪｬｬ ねて

いることは、 N . H _ K 大阪放送J . ，j のテ

レビスタ y 才 、 吹 川 市 民 館 、 今 川 町 毎

日政i韮肉スタジオと主 っ て 結 尖 し て い

る. しかも 汗判 工学的に: K i H を幅他し

て I WlfJ す るオ ー デ ィトリアムの， マタ

〆 は 、 現 代 (I'J ｾ与クールさの ＱＱ Ｇ にもｻ庄内

ヒュ ー マ ニ ズ ム が 溢 れ て る ill'築を自

分 円 11 をi曲して月1解 す る 一 人 で あ る .

設 計 者 の こ と ぱ 怖 を 渡 る と 木 の 生 い 茂 っ た 低 い 五ー

が あ る . ニ の の 院 の 災 し さ は こ の 脆 か ら 始 ま る . ゆ る や

かな坂 ｩ 立を上れば、 ｬ ｬＧＧｩｬ［ｾは次第に深みを片 Ｑ す 。ー の 門 を

を す ぎ再生れ般的手E路 を 辿 れ ば 、 深 山 の よ う な 災 し さ で あ

&  非 保 き の 桜門 を過ぎ、 HiJ に 悶 合J瓜 内 科Fえ を み る . 峨

ぷ込まれるように玄関に入れば、洋々たる大和 三 ｉ Ｇ ｾＡｦＮ の 瓜

:li t が JII H]'I に 1民 間lす る . こ の 空!日l.fWt成 的 変 化 的 巧 み さ は 心

に く い ま で も す l :f ら し い .

主主光院 ｬ ｬ ｾ 院および茶弔問たたずまいは私的貯 きな 狙 ｅ 物的
一 つ で あ る . 際 ら い の な い 建 築 ｾ ｉｉ ｉｊ めない 組築

ぺ也犯 の な い 迎 築" 、 技 術 革 新 時 代 同 組 織 や 機 川 町 中 で 、

と も す れ ば 忘 れ が ち な わ れ わ れ に 対 す る 永 遠 内 野 作 だ と

い っ て も i晶君 で は な い .

昨目 的 思氾 Ｑ と対立 し ｈｾ 令することがあってもＮそれらの

思 想 、 古 き も の と 新 し き も の を 辺l 絞 す る た ど 一 つ の 実 杭

する倫理的中にｾｾかな人 ＱＱＱＱ 生前向場を造るニとが、泊Ａｾ

貫主計に 従 事 す る わ れ わ れ に . と っ て 諜 せ ら れ た 役1叩l つ だ と

思 う Ｎ 祖Ａｾを愛 しなさい・は、いつまでも，レにとめて

おきたいニと{ ; ! f.; 0  



大 阪 瓦 斯 千 里 地 域 冷 暖 房

所ギ' E J 也大阪府盟中市新子製西町

却L I草 第一 郎i 冷 房 能 力 札 250冷 凍 ト ン X 3 セ y ト

81W} 能 力 24 ' ，/ 時 x 3 セ y ト

完 成 時 子 恕 冷 房 能 力 17，00併合凍ト ン

岐 房 能 力 96 ・J 時

• J也 減 配 管 延 長 完 成 時 子 恕 約1 0 K m

工 JUI 精 工 I昭和44年 2 月

営 業 巡 転l泊 始 昭 和45年 2 月

エネルギ ー プラント

挫 築I而!i' ! 2，800m'  

延 床 而1ft 13 ，250m'  

エ ネ ル ギ ー プラント 7 ，190 m'  

コ ン ビ ュ ー タ ー セ ン タ - 6，060m'  

階 数 地 下 1 階 、 地 上 5 階

座 上 に ク ー リ ノ グ タ ワ ー設 世 ( 21荷)

総 i明 書 約40 m 

御 堂 筋 と中央 ｾｬ 状線内交点に位 ｦｅ する千車 中 央地区

セ ン タ ー に 対 す る 地 域 冷 暖 房 ー で あ る 。

全 体 計 画 は 大 阪 府 企 業 局 を 中 心 に し て 行 な わ れ 、 当

初 よ り 「 煙 突 の な い 町 」 と い う 設 計 意 図 的 も と に 、

色 々 な 地 域 冷 暖 房 計 画 が 検 討 さ れ た . そ の 結J荘 、 大

阪 11: )折K K に i る 地 域 冷 暖 房 が 実 施 さ れ る こ と に 決

定 し た .

熱 i1M方 式 は 、 ガ ス ボ イ ラ ー に よ り 高 圧 蒸 気 を 発 生 さ

せ 、 こ れ に よ り冷 水 お よ び 高 温 水 を つ 〈 る 。

冷 水 は 記 事 気 タ ー ビ ン 駆動 タ ー ボ 冷 凍 機 と 吸 収 式 冷 凍

機 的 組 合 せ 方 式 に よ る. 高 温 水 は 間 接 式 熱 交 換 総 に

よる 。

地 域 配 管 方 式 は 4 管 式 で . 冷 水 S' C/ 13・C ，t1i i且水

180 ' C/ 120 'c で あ る 。

第一 )UI 工 務 に お い て エ ネ ル ギ プ ラ ン ト よ り 地 下 鉄

駅 ま で を 専 用 品唱で、 地 下 鉄 駅 ま わ り は 共 同 構 、 共 同

構 よ り 問 J( i ! 分線住宅やホテルへの J レ ー ト は 直 接 地 中

型E設 方 式 が と ら れ て い る 。

｛ん …村 ｾ
/  〆

‘ 己醐'0
w  

地 域 冷暖 房 全 体 図

大 阪 瓦 斯 専用 溝断 面 図 地 下 鉄 駅 ま わ り 共 同 溝 断 面 図 高 層 分 譲 住宅 J レー ト 直 埋 部 分 断 面 図
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河 野 元 昭

生年月日 昭 和 9 年 9 月 6 日

段 終 学H! 昭 和36年 早 稲 田 大 学 大 学 院 挫

築設 ＱＧ￬ 修士ｾ位ＢￎＧ

業 務 1M 昭 和36年 4 月 日 建 設 計 工 務 株

式 会 社 入 社 、 大 阪 事 務 所 設 備 告11

に所属し、現イE ま で 空 訓 .1前生般

倒 的 設 計 に 従ZI>

作 1111 略 1M 1;: 1:，¥商工会旅所ピノレ

7 イ ハ y 本 社JI>務 所

農林中央金服、 ｾｈ 合 ｩｊ Ｚ 陶芸七問ピル

山形船産相m銀 行 本 J; 'i

築 i在 深 江 総 船 場 ピル

大 阪 J{ J 師千虫地域冷 II X; JA

す い せ ん の こ と ば 中村 考

地域冷吸J j } ー そ れ は 単 な る 機 械 設

計 で はな ル」 機 械 技 術 に 1mえ 建 築

計 画 的 下 法 お よ び 苅 皮 肉情報処理l

技 術 を 要 す る ン ステ ム設計であり

: r n 築技術妓術者円前川町必袈な場

である Ｎ 河 ｾＡｦ Ｚ ｈ は、こ の ｬｩｬｬ 魁に物

日1Iのタ品x l ' をも っ て l[R リ制t h汗f 々と

成』祉をあげている . そ的資 料 は 今

後 円 I也』世間 同に t'，1 [ ( な示唆を与え

るであろ う Ｎ Ｑ 時 Ｑｾ に品、さわし い ｾＡｲ

iffi 技 術 者 と し て す い せ ん する.

地 域 的 な 考 え 方 へ : 道 路 町 信 号 が ま ば ら で あ っ た 頃 は . そ れ ぞ れ の

日 号 が 勝 手 に 円 減 して い て も 支 障 が 主 か っ た . し か し日 分的 数 が 多 〈 な

る と 人 や 自 動 車町 ス ピ ー ド を 考 慮 L . 隣 接 す る 1，1号 とIl!凶l させた総: 介的

な 系 と し て の 1，1サ ....u城 が 記 袈 と な り ま す 。

正 ｬｬｾ 蒔 ｦｴ ＹＺ Ｑ ｊ ｩｩｉ Ｍ ｾ ｊ［Ｑ ＮｴｦＡ工学 的 立場も側々の建物内だけの納め ￎｊ で は充分な解決

が 仰 ら れ な 〈な り 、 水 . 熱 、 音 ー 公 害 防 災 吋zの，1，1;( で 人 11刊の 為 的 fJ;)

境 を 伯 仲 寸 る 地 域 (I'J な .;; ..:t. に 法 づ い た 執J幼 な 努 力 がJJL災 に袈 ，1< さ れ て き

ま し た 。

ｉ 也 ｲ ｊＮ，Ｈ冷Ｑｉｾ｛ｪｽもこ の 巧 え 方より州てきた 解 決法的 Ｑ つで す Ｎ し か し 続出 Ｈ ｉ Ｇｊ

な立 場 、 ｬＱ ＱＱｩ ｬＱ Ｑ Ｑ 判断Ｉ ， ｾ ｉ ｜Ｇ ｜ の ｹｾ なる人々が Ｑ つ の系Ｈ熱供給系Ｉ で 利ばれる

こ と は 大 変 な ニ と で す 。 そ の 必 然 判 、 有 利 '1'1' を: EII向干 して も ら え る 討 し 1Y

が 必J2 I - になり ま す .

例 々 の 抱! i築 の 訟判a設官 | で修 織 す る 技 術 を ベ ー ス と して 、 さ 句 に J也J i l ( (1勺主

I刻illf を m干見した設計を して い き た い と 思 い ま す .
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建 築 現 場 の パ レ ッ ト シ ス テ ム に よ る 運 搬 計 画

こ こ に 示 す 計 画 は 、 建 築 生 産 に お け る 巡 織 管 理 は い

か に あ る べ き か を 究 明 し 、 数 々 の モ デ J レ現場を設定

してそのンステムを石在立したものである 。

建 築 現 場 に お け る 迷 織 対 象 と し て は 、 大 は 構 造 膏11材

た る 鉄 骨 か ら、 小 は タ イ J レ ま で 税 々 雑 多 で あ り 、 こ

れを逮捕Eす る 機 械 設 備 も そ の 対 象 と 工 事 工 胞 に よ り

変更される的が通' 出である 。

一 般 に 欽 什 工 事 を も 含 め た 主 体 工 事 資 材 の 迷 織 と り

わ け 揚 霊 に つ い て は 近 年 急 速 に 機 械 化 が 進 み . 大 規

模 工 事 の み な ら ず 小 規 模 工 事 に も そ れ な り の 小 型 機

が 日 々 開 発 さ れ つ つ あ る が 、 水 平 速 織 と い う 面 で は

I問 題 が 残 さ れ ているものの、 一 応 的 機 械 化 は 遥 成 さ

れ て い る よ う に 思 わ れ る 。 し か し な が ら 仕 上 用 資 材

的運 織 に ついては、 資 材 の 単 位 霊 ii 1 : または答布切りj 、

で あ る と い う こ と も あ っ て、税込み、手責卸しおよび

水 平 速 燃 は 相 変 ら ず 手 運 織 が 多 い の が 現 状 で あ る .

そ こ で 頚 件 の ご と く 建 築 生 産 全 般 へ の 広 い 桃 野 を 保

ち つ つ 、 労 務 工 数 を 低 減 す る と い う 目 的 め も と に 、

仕 上 材 を 主 対 象 と し た 巡 綴 計 画 を 立 案 し た 。

日生淀 屋係 ピ ル 新 築 工事 を 例 に あ げ て 逮 捕何十固め 手

順 お よ び 実 施 の 順 序 に 従 っ て 計 画 的 概 要 を 述 べ る .

(1)  日 生 淀 屋 怖 ピ ル の 工 事 概 要 を 表ー に 示 す .

(2) 運 織 す る 資 材 の 数 量 、 形 状 、 単 位 重 量 等 に つ い て

調査し( 表 ー 2 ) 各 資 材 別 の 速 船 工 程 を 作 成 し た .

(3) 資 材 に 合っ た 運 搬 経 路 お よ び速 継 方 式 として 、

パ レ ッ トンステムを採用することにし、 111 に 現 場

内 で パ レ y トを使用した 運 搬 を 行 な う だ け で は な

〈、工土砂→念日F→ 現 場の い わ ゆ る ー 1ト マレチゼイ

シ ョ ン を 実 施 す る こ と が 主 IIf{ で 、 更 に は 現 場 へ 燃

入 さ れ る パ レ y トはす べ て一 つ の規 特 に 統一 し、

褒 - 1 日生淀屋橋ピル品工事概要
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望号 - 2 週搬封畠資材一覧表

((  "  r. 

ｻ ｾ＠

[t t) 人 wエレベー ター

( E  V ) フ巧ータ リフ ト

( F  L トハγ テリーパレ

I  I  .. ，トト ラ y ク ( P T ) 町

の 労 務 者 数 を 低 減 で き る 見通 しと な っ た 。 I I  刊 能 li 図ー 1 叫 附 刊 l

(5) 関 係 業 者 と の 打 合 を 実施 し た 。 I I  じで ある . F  L 待 とは E

(2)で 調 査 し た 各 資 材 毎 に 施 工 業 者 と 個 別 に 打 合 せ I  I  な v が F L よワ早 ( j ;11消 し

"・5予l 、o ＴＱ ＭＹＭ ＰＮｉｓ 分，ｾ

を 行 な い . 機 械ffl 料 的 負 担 お よ びパレ， f  ( 7) 負担 市 白 同 / →t os si a h雰ーす示" F L 同州 まで待機する

j!fJ J合 等 を 決 定 し 、 低 減 で き る 労 務 工 数 と 比 較 し な - 7 で ア町 1 て すで7 2 孟 こと金いう・

がら、工事費を従来より安くできることを推定した . ・3  2  ・z  

現 場 を パ レ y トの プ ー ル機 関 と 考 え、 資 材 搬 入 業

者 は 鍛 入 時 に 現 場 に を1; 11 して い る 空 パ レ y トを回

収 す る シ ス テ ム と し た 。

(4)  パレ γ ト シ ス テ ム の 経済 的 宥利 性 を 検 討 し た 。

i l I ! 輸業界での パ レ γ ト運搬の実捌'1デ ー ア を 参 考 に

し て 図 ー 1 の よ う な 工 技 を 作 成 し 、 在 来 工 法 に つ

い て も 同 様 の 仮 定 を 行 な っ て 、 低 減 で き る 労 務 工

数 を 推 定 した 。 その紡* 運搬箆: ! i l : t 当り 1 人 以 上

(6)  パ レ ソ ト シ ス テ ム に 適 合 し た 迷 織設 備 を 表 3  

の 通 り 決 定 し た 。

バ レ y トの規格は、 パ レ y トプール伽lの 推 進 機 梢

に お い て 決 定 さ れ た 統一 規 格 に よ る こ と と し た 。

，ぐソテ リー ノマレ γ トト ラ y ク に つ い て は 、 メ ー カ

の 規 格 よ り も 7 オ ー ク の 長 さ を 若 干 短 〈 改 造 し 、

人 貨 エ レ ベ ー タ ー へ の械 織 を 容 易 に し た 。

(7) 連 施 設 備 の 準 備 と し て

(6)で 決 定 し た 機 械 の 絞 首 お よ び 搬 入 、 人 貨 エ レ ベ

ーターおよびロ ングリフトの筏 統的 設 置 を 行 な っ た 。

図 ー 1 パ レッ ト運織による工程

'

介

入

下

人

人

ト

レ

恥

T

I

転

1

1

'

s

O

去

匹

-
4

'

8

犠

注

リ

一

度

運

一

ク

〉

リ

a
L
r

タ

叶

一

一

件

テ

J

フ

一

げ

r

m

'

肉

J

t

R

羽

O

l

f

，

，

印

フ

叩

パ

仇

ク

レ

度

]

ぼ

1

1

一

エ

仁

辿

し

組

T

タ

4

旬

開

-
F

B

，

フ

人

誕

附

【

附

【

ラ

l

t

;

l

 

L

副

鱒

伽

ト

i

1

直

1

k
r

人

ギ

揃

水

辿

さ

附

で

大

一

人

1

£

U

タ

則

合

前

倒

一

て

村

崎

間

べ

勺

官

I

る

レ

ょ

の

摘

す

エ

に

上

向

川

町

ク

ト

}

間

・

人

J

J

m

し

と

〕

ラ

レ

白

と

し

V

ト

パ

+

と

日記

E

附

向

{

ヨ

】
M
Z

〔

E

枕

開

る

ι
開

6

U

7

4
，

ヲ

巡

り

と

匂

搬

よ

山

内

μ

札

か

運

的

時

". 
，陶

表 3  遺憾役備一覧表

量 備 品
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(8)  パ レ ッ ト シ ス テムのテストを行ーな うためにセメ

ン ト お よ び 仮 設 機 材 を パ レ y トに積載し、実際に

運 搬 し て 動 似の適 正 さ と 運 行 の 円 滑 さ に ついて郡l

べ 、 計 画 通 り に 笑 施 で き る か ど う か 検 討 し た 。

(9)  パレ y トy ス テ ム の 笑 鋭 部1ヨ'l'

44年 4 月 中 旬 か ら対 象 資 材 の 運 搬 を 始 め た . ( 写真

一 1 、 2 、 3 ) 44年 7 月 14 目、 15 日 に 災施 状 況 の

実 測 を 行 な い 、 今 後 他 的 現 場 で 再 現 し て 使 用 し 得

る 資 料 を作成し た 。 笑調IJ の 一 例 を 図 ー 2 に 示 す .

展 望

労 務 工 教 を 低 減 す る 目 的 で 出 発 し た パ レ y トシス

テ ム は 、 所JUI の目的通りぬ軍機械の効率利用、i l I !

徹 時 IIJJ の 短縮、 施 工 能 事円 高J品等を達成し、 省 力

化と迎織' 伎 の 低 減 を 実現 し た . こ の シ ス テ ム は 昭

和 42年 か ら 通 産 、 運 輸 両 省 が 主 体 と な っ て 全 産 業

界に推進しよ うと している パレソトプ ー ルｦｉ ｾＱ が近

い 将 来 笑 現 し た と し て も 、 こ の y ス テ ム を 拡 大 応

用 す る こ と に よ っ て 、 何 ら の ほ 抗 な く パ レ γ トプ

ー ル制 へ 移 行 で き る も の で あ る 。f也産業にお いて

は 既 に こ の プ ー ル 制 に 対 し て 積 極 的 な 取 り 組 み が

始ま っ て お り 、 わ れ わ れ 建 設 業 界 に お い て も 一 歩

を 跨 み 出 す 時 期 が 来 て い る 。 そ の 第一 歩 と し て こ

の パ レ 汁 シ ス テ ム の 適 用 現 場 を 社 内 的 に 鉱 大 す る

と と も に さ ら に 建 設 業界全 般 に 働 き か け る 必 攻ーが

あ る. そのi品位において、 - 1・ト マレチゼインヨ ン

の 降 客 と な っ ている 運 搬 中 継 点 での 荷 役機 械の 未

務 術 、 お よ び 運 搬 す る ト ラ ，? の干抗戦労IJ Jl去の 低 下

を排除することが、とりもなおさずノマレ y トンス

テ ム の 普 及 を 飛 蹴 的 に 促 進 す る l比 普 の 方 法 で あ る 。

写真 1 7 オ- - 7 リフ ト 写 真 2 バッ テリーパレ ッ トラ ック 写真 3
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吉 田 勝 彦

， ｴｩｾ ｆｬ ａ＠ ｉｉｬｎ Ｑｉｬ Ｒ Ａｾ Ｙ ｉｊ ｉ Ｗｅ ｉ＠

最科学I l l ! r ; 本大学工学部長II 梨 学 科

平;業

業務I l l !

昭和35年 4 rJ 体式会社大林制l に入

社35
1
1三4 FI - 42"1三7 月 下n己工事現

場に勤務トヨタ白 fQJIII 工a 元町U l 2

*Jl 立倹装工場新築工事

帝人繊制 Ｑ Ｚ 加工研究所且ぴ相 ｾｉｊ 厚生附
設新築工事

目立造船l J ¥l 工場船伎工場新築工事

大阪銀行協会新築工事

42年 8 I' J - 草l A 王工務者11勤務

この ＱＺＱ ＱＮ耳Ｈ ｩＭｾＧ ホテル新築工ｚｬ＾ Ｎ阪急 茨
木市駅前地区市街地改造2作業帥i設建

築物新築工事. 新芝川ピル新築工事

などの施工計回および似股設備費

現場; 諸経質 的見械を担当。

地工技術改 i苛専門委只会的 jlli 搬技術

グル ー プ の - ) : 1として五K搬技術的開

発を m当.
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すいせんのことば 毛 利 蹴

「パレ y 卜的プール化、 jlli 織 の

機 械 化」による 速 搬的合理Mi ヒに

取り組み、 工場、合/] 11. などから

現場内まで町 r- n ，' レチゼイ

ンョン」円資料収集 、別荘、前

回、築地さらに笑納資料向指成

に不断的努力を積み鼠ね、将卦史

的飛目指に制il えつつある rJ' 壷禿な

ｬｾ ｪＭ ｬ ｬ ＺＮ 技術者 」として吉 田勝 彦芯

をすいせんいたします .

感 想 わが国てリ マレ y ト が 使 用 さ れ る よ う に な っ て か ら す で に 20年 余 を 経 て

お り 、 現 在 わ が 国 の 企 業 会 体 的 パ レ ァ ト保有 数 は 約1000万 枚 で あ ろ う と 推 定 さ

れ て い ま す 。 この 2 年 収n甘か らは 物 的 流 通合 理 化 方 策 のー っ と し て 産 業界全 体

に パ レ y トプール制 的 推 進 が 図 ら れ てお ります 。 し か し な が ら 建築 業. 界 的 現 状

を府1み ま す と 、 パ レ y 卜五l! !般的 実施 率 は 非 常 に低いものであり、 建 築 資 材 の 製

jli 工 場 内 向 荷 役 に 実 施 さ れ て い る 脱 皮 で 、 工 場 外 的 運 搬 、 特 に 現 場 ま で の 巡J般

に は ほ と ん ど 笑施 され て い な い の で あ ります 。 こ れ は 荷 受 人 た る 現 場 に そ の 受

入れ休 Ｚ ｉ ｾ ｉ が出来ていないところに大きな係閣があるようです 。

こ こ 数 年 同 !日l に わ が 国 に も 組 問 府 建 築 が 絞 々 施 工 さ れ る こ と と な り 、 ωm機 的

列IJ li' l ( 呉川IJ 用という 観 点 か ら パ レ y トilI!抽2が 実 施 さ れ る よ う に な り ま し た が 、 労

務 工 数 の 低 減 と い う 観 山 か ら の 取 り 紅l "" l i 余 り 見 ら れ な い よ う で あ り ま す . 今

回 の計 画は、 一 般 的 中 間 層 建 築 の 現 場 内 巡 搬 に お け る 材 エ 共一 式 工 事 的 資 材 illf

織 を 対 象 と し た も の の 労 務 工 数 の 低 減 に 主 II 1 1 . をおいております 。 こ の 開 工 事 的

場内運搬は、従来いたずらに人ｩｉ ｾｬ ｩ ｬｈ 桁によ っ て税込み積卸しを行な っ てきたた

め に 、 現 場 運f般 質 的 工 事的 に 及 ぼ す 彬 轡 は 無 視 で き な い も の と な っ て お り ま す 。

パ レ y ト ン ス テ ム を こ の 現 状 を 打 開 す る 一 つ の 方策と してみる 場 合 、 ニ れ か ら

の J ;!' j血しは 明る い も の が あ る と 思 い ま す .



コ ン ビ ュ ー タ に よ る 建 築 積 算 方 式 の 開 発

• 

昭 和 41年 初 め か ら主llUEの術 n 業 務 の電 n化 に つ い て 研 究 を 進

めていたが、 数 々 の 試 行 を へ て 昭和 42年 な か ば ご ろ か ら 実用 化

に 成功し、 現 在てで，は 械z鈴?平I 来

こ こに 示 す プ ロ グ ラ ム は 、 そ のう ち のr，'Ii 造 に 関 す る 数 量阜市n村I

tr. 7 " ログラムである 。

こ の プ ロ グ ラ ム は 建 築 物的 問 造 に 必 要 な 資 材の数 量 t) :tBを短

時 11::J に 、 労 力 を 削 減して、 正 確 な数 畳 n 出 を 行 な う こ と を ね ら

い と し 、将 来 に お いて、 l刷出管 理 シ ス テ ム の一 部 に な っ仰 る も

の で あ る 。 怨 築物 は個 別受 注 生 産 で あ る た め に 、 い か に 省 力 化

しても 数 量 的 拾 い 出 し の作 業 だ け は 残 ってく る が 、 拾 い 出 しの

作 業 純 闘 を必 要 最 小限度にし、 イ ン プ y 卜を 簡 単 な ものに して

お いて、 各 州の分) : Jwmの他 に数 量 的 に チ ニ[ _ ' ' j ? で き る よ う に

しておけば、 概 算業 務 に 熟 達 し て い な いずf で も 谷易 に数 量 町村t

n が行二なえるようになる 。

イ ンプ y トデ ー タを 伏 図 的 イ ン プ ッ トと断 而 リ ス トのイン プ

y トに 分 け 、伏 図 的 イ ン プ y 卜で ア ウ トプ y トの順 序と i陀 聞 を

定的、 断 而 リス ト の イ ン プ y 卜では、 最 初 に 官 公 庁 設計 ｚ ｬ ｾ 務

所 ー施 主 な どの際 都 仕 様{!i- の 条件 、 す な わ ち 精 算 す る 建 物全 体

に 共 通 な 条例 を 、 次 に Ji皆別 に lli l 有 の 条 件 を、 最 後 に 個 々 の 往 と

か 梁 と か の個 々 の 条 件 を イ ン プ y 卜する 。 鉄 骨 の場 合 も そ う で

あるが、 デ ー タの 重 複 を さ け 、 特 殊的 場 合 が あ っても 一 回 以 上

の イ ン プ y トデ ー タを 百己 人 す る こ と の な い よ う に な っ て い る 。

例 え は ¥ 高層 の ビ ル で 各 階の 伏 図 が 同 ー な ら 拾 い 出 し ( イ ン プ

y ト) は一 回だけで、ド告別 の アウト プ ッ トの順 を指 定 す る だ け

で よ い し、 各 階 共 通 の伏 図 的 苦11分 と そ れ 以 外 的 部 分 が あ る 場合

に は 、 そ の 両 者 を 一 回 づ っ イン プ y 卜 す れ ば よ い。 在 来 的制 却

の や り 方 は 伏 図 を 見 な が ら 断 而 図 を つ き 合 わ せ て 数 量 を算 出 し

て い た カ 人 こ の フ' ロ グ ラ ムによると、。ミ図を イ 〆7 ・ッ 卜する者ー

と断 而 リ ス ト を イ ン プ y 卜 す る 者 に 分 け て 拾 い 出 し ( イ ンプ y

卜) をfrなう こ と が で き る 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 の ア ウ トプ y ト は 、 コ ン ク リ ー 卜 型 枠・

鉄 筋 を各 階 別 に 、 鉄筋 はやRf.圭別 に 、 圧接 に よ る 継 手 的 場 合 は 各

径 別 に 分要員集計 さ れ 、 !fl 粋 コンク リー ト比・ 鉄 筋 コ ン 7 リー ト

比 とともに 打 ち UJ され る 。 チ エ' / '7 資 料 と し て 個 々 の数 量 も 打

ち 出 され る。鉄 f i に つ いては、 各 町i1i i c に部位別 に 鉄骨数量、 溶

接 長さ、 お よ び 6 mml判 肉 換 n.数 量、 Il }j 鈎 ペ ンキ 主主而ヰri な ど がfl

ち 出 される 。

表 - 1 に示 し たも の は 手 計 ;算 と機械計 却 に よ る 計 n一時 間 的 比

較 表 で あ る が 、 こ れ は 昭和 4 2司王町初 的 に 梁 と 床 版 の プ ロ グ ラム

が 完 成 した 段 階 で 、 イ ン プ y トデー タ 記 入 の iiii 習 を 兼 ね て比 較

したも の で あ り . 現 在 で は 機 械計 算 が 日 常 業 務 とな って い て 、

6 時 nnが 3 iI寺 IHl に短 縮 さ れ て い る。

百十S草柄引主について、 表 - 2 に手 計算 と機 械言J. n を 比 較 し た もの

を あ げ た が 、 ほ と ん ど 誤 差 は みと め られ な い し 、 い ず れ が正 し

い か 判断 す る こ と も む ず か し い も のと 忠 わ れ る 。

費一 1 ・某書庫新築工事に おける手計耳と槽揖計算による計耳時間比較費

郁一 日目 2 名 1 ，. .  ^  " " " "  1  
l  延 4 0 時間

第二 日目 3 名 J

3  ｾ， 各 Ｒ 時 間 延 6 時間

は じ的て守ニュアル 会!rc んI ! f i に説

明を しなが ら作業を行な った

費- 2 ・某書庫新績工事における手計算 と檀械計算による数量比較費

コンクリ ー ト ｾ ｾ＠ 枠 鉄 市J

手 R十開 機械計抑 ミf' r. t  n: 機械計抑 手 計 抑 機械r. t.n:

地中梁 317. 42  316.37 1586. 96 1586. 63 21.981 21. 371  

t語 560. 92 553 .56 2804.66 2764. 17  75 .869 75 .903 

小 波 239. 65 239.37 1598. 36 1595. 47 38. 018 37. 298 

F'" 版

914.61  915.80 7680. 32 7684. 45 68. 277 68. 277 

合 骨| 2032.60 2025. 10  13670.03  13630. 72 204 . 145 202 .849 

鉄 筋単 位重

鉄 骨 単 位 重量

溶 接 6 _換 算 な ど

柱 別、 階 別 内訳 集 計表

梁 別 、 階 別 内訳 集 計表

節 別、 部 位 jjl l 、 鉄骨 内訳

集 計表 etc

イ ン プ ッ ト例 ( 梁 ・小 梁 )
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小 西 寿 一

生年月 日 昭和 9 年 10 月11 日

最 科学 歴 東 京大 学挫 築学糾卒 業

業 務 歴

11日平tJ 34年 株式 会社大林組 に入 社

34年 一36年 本市; 建 築 部干i'tt1 回世にお いて

械 3草業 務 に 従4'

36年 - 38年 大 阪神 ビノレ新築工4 現場勤

務

38"1' - 41年 金沢 中央1' 11場 新 築 工4 現 場

勤務

41 年 - 43年 本応建築書Il t町ZHl l にお いて

償却 業 務 の1tt t1化に従 '1'

43年 ー耳Lr;て 本 間 建築本音11技術部勤務

すいせんのニと( ; 1 : 白沢立 身

小 ｉ ＡＹ ｎ Ｍ ｩｾ を 中，し 司と す るグル ー プは 、

コン ビュ ー タによる 新 句しい 的拘 万式

の1泊先にと リ組み 、躯 体工 l' ( R  C  

S  i立) の似t 1 プ ログラ ム を ま とめあ げ

た Ｎ ニ の フＧロタラム は、 ｦ ｩｾ ｪ 1Stヵ f i! .S < .  

4白鉱業務 的 行力化 に大き〈 訂 献 してい

るが 、 Ｔ 山 ｴＱ Ｚ ｾ佐務を体系 づけ 、それ を金

制 ＨＢＱ なンステムの Ｍ ｦＮ ｾ ｬ として ｦ ｩｬＺ 世 つ Ｇ け

たニ とに :l;l '設 が ある 0 1.庄 の鋭 い思巧 71

恥¥Jj : ¥.. 、教d陸、 そして その " イタリ ティ

に jil はJUI1¥'f して いる .

感 想 と 抱 負 はじ め てコ ン ビュ - 7 に彼 した 刷、 コ J

ビ ュ ー タ と は 日 i虫の メ モリ 入 れ 伴 え 装自主だと 巧 え て い た の

が 、 少し づっ わか っ て〈 る につれて 、そ の Ｑ ｾ ｆＮ 阪 の可 能 性 に

附 いた り、 安 . L、したリ して い る 。職 場 が 変 わ っ てmn という

プ ロ ジ ェ ク 卜 か ら lJ;i :f i町営述! という プ ロ ジ ェ ク ト に 変 っ て

みると 、 ｊｻ ｾ務諸 表地 ｉＡ ｩｦ の 要紫 区 分、ｻ 恒 ｴ 投 資材 の 取扱い、現場

勤務者ー の 'L ‘豆町I'J な問 題 、 情 報 を ど の よ う に す れ ば 上 か ら下

ま でー れ させう る か とい う問 題 な ど 、経 験 的 浅 い 分 野の 諸

1m 鉱j が か ら ん で き て 、実 際 的l に お け る l削抗 上 で l心 、ろ い ろ

と む つ か し い 問 問 占 が 多 u 、。 ょうやく 改 汗 (1') な y ステ ム と

プ ロ グラ ム は で き たむ の の 、 今 後 il N !'t 業 に お け る処 築 の Jjj{

flll i とは何 か とか、主ll t庭 内 特 殊 性 と はやすか、 とか い う こ とを

コン ビュー タ の 無ｉｩｊ ｣ の 可 ￍ￮ ｅＧｾｬ ￪ の 」 にぶ っ て 似本ＨｴＧｊ に 考 えな

お し て み た い と思 う。 43
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新 千 里 東 町 団 地 配 置 計 画

戸 数

山 l而 I '1' J，吋 I J I  

6  4  4 戸 I 8  7  8 戸 I 1  5  2  2  r;  

土 地 利 用 褒

》て
量地面附 ( %)

苦情ヰi部

m'  j， -，f  1 ロλ

間耐ゾノ 11。ωo (18.0)  四2.0 169.3  

中層ゾーン 12 側 (13. 8) 日5 59.6 

センターゾーン 8，1∞ 。( 8.2)

計 町 7∞ 白( ! (則的 83. 1  

哩車両楠 控画11'

m'  %  

3，0師 11.0 

11，.∞ 16.1  

加。

14，8ω 15.1 

道路面楠 遣問ヰ:

m'  %  

4m道路

4，胸

ト一一一

5.5m週間ト一一一

4，4ω 

:t 9，2側
内了

J 十

12，000 

100.0 
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島村 昇

経 盤

1935<1' 

1961 年 3 月

京 仰 に生まれる

京高11大 学 工 学 部i

挫 築 学 科 卒

19引 年 4 月 日本住宅公団勤

務. 工事監督者11、

工 事 監科書11、住

宅企簡をへて、

現住設計課に い

たる

門品ＡｦＮｾ 中古宮13 団 地

新千旦 ｬ ｾ｛ 町 団地

』まl/J;( 団 地 主事

すいせんのことば 小松和郎

ElJ J也，1x ，fl むそ の T';.l ，にf . [ t々の; 式みがなされ

てきたが さらに包制的主人 1: lJ fU'/) の 伴I戒

をj UJ じて なされる べ 占 で あリ この 虫、叫、に

おいて i底的，1!.t，!1思 必 にあらわ れている1 ; 1 外

官 1:11の附成は、人 1:11行 動 に N 寸る. f I1¥隣町 l

に n!然と人川融制l をポめて リズ ミカ ル で

J単純白<J なっ' i 1::1 として処. f l l! しようとしている .

悦 党'L. .I' W- J な効米を b ね りっ た 新 r" HJ Umr

rHJ 也を初介し、そニに 'I oまれる小村会に/ YI

fキしたも、.

設計 者のこ とば Ｚ 住宅はカベ、床、天ｾＢによってかこまれてい〈つか

のＪＮＧＧＧｾ ｈｬ ｬ をつくリ、さらにそこに附々の袋出がおかれＨテープ ｊ レＩ、かけ

らJ t ( ; タ プ ロ ー ) ， し か れ ( ジ ュ ー タ ン ) 、 リ ビ ン グ 、 ダ イ ニ ン グ 、 リ セ

ブンヨンなどの ＱＯ［ Ｑ イＡ の機 能と伎を彼得する 。 ニ のような ｾ ｉＺＺｊ の伎は「らし

さ 」 であり、ニの ｾ ｈｉｊ にひたる人 ＱＱＱ Ｑ の行為を方向づけ、活性化させる 。

li ' 主 1111也の自己tlLH刊可む住宅 と |百 ] じ よ う に 、 か ニ ま れ た 共 同 ml日1に そ の 悶 有

的 機 能 と 1' l を 泣 j移 す る こ と で あ り 、 近 隣 府 i 主セJ / IJ の あ る べ き 「ら し さ 」 を

ボ 的 て「か こ み J が '1ミま れ た. そ し て 、 こ の 「 か ζ h J は一 つのグノレーピノ

グ と 考 え ら れ る が 、 グ ル ピ ン グ1111の 流 動 性 、 融jJ1i 性 奇 獲 得 す る た め に 「か

こ み J の 述 続 性 を 配l症 し、この述続性はt : I. l うためセンタ一広場にまでひろが

っていく。 セ ン タ 一 広場 を υ き し め る *材 と し て 日! 日住服を配置 し、 巾

，:'!jJMI 主械がヴォ' } ュ ー ムの引で中11反( J ( j になることのないよう WiQ: した 。 ニ

の 一 つ の 団地 の 段1; 昨(I'Jt，vi成 の 枇 |二位 に あ た る セ ン タ 一 広 場 て ' 両者 向 融 介 を

め さ' し た の で あ る .



住 宅 地 開 発 基 本 計 画

基 本 構 想

経 済 成 長 に と も な う 国 民 所 得 は し だ い に 別 大 し 、 新

全 国 総 介Df J発計 lilij に よ れ ば . lIi'l t日60年 に は 国 民 1 人

当り G N P カ' 3.200 ドJレにわ円えるものと1 i ti l¥l Jさ il る.

また、技術革新と政淀川 ｩ 立の変化は、ｾＧＱ Ｑ 次 産業 人

口 の 減少 と、 品Ｑ｜ Ｓ 次産業人 ｛｟ｪ の ｾ， ｬ 敢 な ￞ Ｎｶ ｬ 加 をもたら

し、 20i l三後 に は 会 J)!; J人 u の80% が都 市 に，u，' i ' す るこ

とが子1' J . t される 。

i当 日本 を 対 象 と す る 11-
1
紙 管 理 機 能 を む つ 阪 神 都 市 l舗

も巨大者11，1，として人L l ，u ， rI " をまぬがれなし」

こ う し た 子 山lにむとづく DfJ 発 計 阿 はrz 次 の 次 Jじで 促

進 を み て い る が 、 本I也区 の DfJ 発 む 大 規 悦 な む の で あ

って 都 市 IUJ則 的 解 決 に 的 与 す る こ と が 大 き L 、。

将 来 予 測 さ れ る 全体 i象的 変 谷 は 経済 的 には !司民 生 Wj

の 向 上 がJUJ 待 さ れ る が 、 反 而11h1八 の 生 活 環I克として

は ま す ま す 人 1m疎 外 を も た ら す こ と が忽 像 さ れ 、 社

会 問 題 と し て す で に 総 起 き れ て き て い る 。

高 皮 肉 経 済 科 会 を 支 え る む の は や は q 人 で あ って 、

そ の エ ネ ル ギ ー は 併 生 産 の 基 地 と し て の 住 宅 を 含 め

た 生 活Z和党 に 求 め ら れ る こ と が 大 き く 、余暇時! : ¥J の

t . ' 1 大とともにそ 肉 質 的 な 変 容 を も た ら す で あ 与 う 。

定 数 的な充足 ば かり でなく、人 Ａ日 Ｑ 性ｾ かな生活環境

へ の 欲 求 に 迎 合 さ れ る こ と が 必 要 と な っ て く る 。 本

地 区 内 開 発 計 四 は こ う し た 要 点 か ら ア プ ローチした。

計 画 概 要

位 置 兵 庫 県 川 西 市ー hドか ら川辺郡術名) l INl T内 l 時

場 、 原 お よ び 紫合 に わ た る 地 域

而 制 約373ヘ ク タ ー ル

事 業 方 法 土 地 区 画 経 理 事 業 (n司人施行 )

人 口 計 画 人 口 約 30，000人

人口? を，'J 主 グロス 約80人 / ha

ヰ y ト約 140人 / ha

平均 也:; m: 人只

戸 数

土地利用比率

道 路

公 聞

紙 I也

池 ー 水 路

1JU合処理!ホ血J没

学 キ立 ・幼 稚 凶l

セ ン タ ー

住 宅 用 地

イト a-t  

交 通計 画 概 要

1 i 扇動・通学 輸 送 計 画

k! -J 3. 6人

約 8，300戸

市 制 ( ha)  

68. 31  

26. 24 

47. 03 

8. 98 

3.09 

16.40 

4. 60 

193. 61  

.373.26  

比 率( % )

18.3  

7.0  

12.6  

2.4  

0. 8 

4.4 

1. 2  

53. 3 

100. 0 

ｾＭｴＭ ｩｩｬｬｩ にあた って は通勤 ー 通 学 者発 生率を全人 ＱＱ の

40% 、 ラ '1 ':/'ュ 1 1時!1¥J -u's 'j -'!干' を 50% 、i J ! J iy)) . 通 学

先 は 大 阪 方 市lへ 85% 、尼崎、 伊 丹 そ の他 へ15% と

恕 定 した。

通 勤 通学 方 Im，]I J、 乎4立日IJ人 口

従 J t +

mA; - + 

ｉｾｉ＠ !l()j Il t  

_ ，ス+ 1'1動 )11

，、ス

鉄3自

十主孔j且

大 阪 } i 1( ，I 01  6. 120  2.040  2.040 10.200 

J己・母、 (J'i'lそ

200  520  

の他の Jjl(ti

720  360 1.800 

{;- 200 1 6.640 1 2. 76012. 400 12.000 

2  道 路 計 画

現イE域 外的 幹 線 道 路 と し て は

(1) 一 般 県道 C _ hI f 紫令 似 J

(2)  2 級 l雪道 1 7  3 号 線

(3)  川 西 市 都 市 計 画 道 路

が あ げ ら れ 、 そ の 他 、 - flll 紫 合 総 に 接 続 す る 主 要

県 道 「川西 篠 山 線」がある。

域 外 幹 線 の う ち 県 道一 時 紫 合 糾 は地 区 を航 断 す る

通 過交 通 道 路 で あ る が、 通 過交 通 は 主 に 猪 名 川 町

と- ITI1乃 山 下 との連 絡 であ っ て 、 周 辺 の道 路 網 を

み れ ば そ の 他 長 距 離 の 通 過 交 通 は 将 来 と も 別 加 し

ないものと考えられる 。 そこで、この日 ｲｾ 道 Ｍ ｮｊ ｉ 紫

合線は通過交通専用道路として地区内道路と ｾｉ ｊ 系

統 の も の と せ ず 、 む し ろ 地 区 伶似 のー っ と し て 扱

い 計 回 す る 。

地 区 内 の 道 路 ( 車 道 ) は、地区幹線、 f工区幹線、

制 街 路 町 3 系 統 の 段 附 榔 成 と し 、 各 系 統 が そ れ 自

体 でH，立の系を形成する。

3  緑 道 計 画

J);<1I1分離を師、 HIJ として、 Ili の !fr))*車と人 の 1fr)) 総 を 巧

える 。 自1f，))ll1交 ii !iが i>>1 しいテンポてーl i '11J 1 1 している

現 状 で は 、 安全 上 か らも 111の 1fr))*虫より人 的別J線 が

優 先 さ れ るべきである。

本 ｾｴｩ￯ｬｩｪ では、自動中道路とは自ｉｪに少行者 ＴＴＱｦ 周辺路

を 緑 地 町 中 に設け、弁L i ' J日J と中 央 センタ 一 学 校

ラヌ ｹ ニ， Ｑ 時ｕｬ ｉ ｽＧｲＭ￬ ｬ￭ ｬＧ ｬ 酎ｾ 'jI:定 3岨: ，::1ヌl

等の主巣地; { 立を結ぶ紘道をとり入れ、自動車道路と

交 叉 す る 部 分 は J也j移 を 利 用 し た オ ー プ ノ カ y ト士写の

1 ' - 法により立体交叉とする 。

U; 丘町制11部は剥11街 路 の サ ー キュ レ ー ン ヨ ン パ タ ー ン

に し た が い 計11町 さ れ 、 歩 行 者 向 心 理的 安11卦去 を巧え、

国 - (I 'J 道 路 と せ ず 、 又 各 所 に

児 遊 戯1施必設と寸る 。

中 央 セ ンタ 一計 画 概 要

恭 4王制 泡! に 従 ぃ 人 I1¥J尊 重の ポ リ シ イ ー を 旨 と し た デ

ザイン一 人 ｮ ｲｊ 性 泣か な生活段上立の自 ｉｊ ｾ に 努めた 。

この 中 央 セ ン タ ー は 幹 線道 路 と団地内 併 紛 辺 路 に lill

ま れ た 5.56ha(l 25mX 455m) と敷 地中 に、 間 業地元jt .

行政管理施設、部i ' I ，サ ー ビ ス 施 設 、文化厚生地設、

交 通綿 貫生等を ｾｉ Ｇ ｉ Ｂ 化、復 合 化 したワンセンタ Ｍ ［Ｏス

テムて' ある。

I也! 彩上向 日1仏王主的 手IJ 件l に心持トけつつ、総合的に住築

を 配 訟 し 、 立 体 的 U つ流動的なさi ' ll:I t，ViJ i l < を試みた 。

青I'i! l ! i は民 JUJに わ た る 段 断 的 発 展過 ね を踏み、 トライ

ア ン ド エ ラ ー の )'j 法 でJ制作、計 F町、検討、，il，Jt，伴、 ' )i

Ｑ 地 ｩ 等 のプロセスを幾度も繰返しつつ、 ・ｊ＾ｾ位化 される

て' あろう 。 しかし j!¥(.fl人l干に tll:'] 長されないように、 1時

間 的 発 l氏 、変造t に 対 処 H:¥来 仰 る 一 体的 な 統一 ある )'j

riJj 付けだけは( t i 乱立 しておかねばならない。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11

郡 山 正 久

11(1制11 2+ 8 H  1 日: 七

" 日和36年 3 H  早 稲 IJI 大"{:w， 1  ｊＡ ｉｾ＠

工 下 部 組 築 学 科 卒

業

i昭和136"1三4 J.I  株 式会 11 大林車I l 入

11 

.i l- [fhj 川西 11¥ 1'， 111 ｊ 也医 ｬｬｦ ＮｊＱ ￪Ｉ ，ｾ

--1:i:，1  I-llhj 

"'1 交 3函 計 f回

1，，1  供 給 処 理 組i.l止，l t"[lll j

liil 災' ，' ; : ｾｊｪ＠ J 1: ，11" l'hj 

1，;1 ｊ 也区セノタ Ｍ ｾ ｉ Ｇ ｬ､ｉ ￎ

すいせんのことば 吉 岡 吉 雄

ｦＱ Ｚ ， ｈ ， 町 ｋ ｉｾｨ ｊｬ ｬ￬ は ｛ＭＺＱＺＺＱ デベロド￡ーとして

は 400へク タ ルに L およ .;:J .i.:Jo!I. のむの

である . ＩＮｾ舵 ｬ 淵ＱＧｩ か均車 ＧＺＱ｜ 非 ｊ むデータ ー を

Ｉｉｾｾ にして ｟ｊ�Ｎ 品、、 fitιRねて v) ) ( .fl l!_

ｊ 古家であると Ｑ ， ［Ｑ 叫に、地域 ｬ Ｚｦ ｬ 党 内 十 ｌｾＧ＿ 刊

にら 附断的に i恥剖1んで、リードしてい〈

ことをわすれ主も 」 これは作品 の7 スタ

ープラノにむ遺憾なくあ句 h 札ていて彼

町人』行を村訂正 している. コンサルタント

としての能力のみでも〈拍i L に と リカか

って いるよ J(07)コ ーディネイ ターと して

イi 古Eであること L ，i'I'I l曲に( ，11. する

青 年 技 術 者 と し て の ニ と ば この数年米、 加 diHI 出 j に つ い て 、

多 く 町 議 摘 が な さ 札 て 与 た 。 こ の む か に は 、 附 "11則 f系 t去の税制OI に

み ら れ る 政 府 の 純 情 政 策 的 関 と し て の 荷11>1，政策 があ' ) . . ) j 、何11

ｲｦ￬ 問題を続前 ｉＦＺｌｾ のひずみとして 把えＮ Ｇｕ 計五 ｕｾ 克の改 ￬ｙ ｦＮを ｬ ヌ ｬ るべさ

とする 巧 え " が あ る . そして、ニの. つの，1搾J命が発 l足 し て 、 続 前 成

長 か 、 人 nlJ 刊[ [ l 17Uカ、 という 将 ｦｬｾ '11<) な，; i I ( ，: ，命にまでおよんでいる

こ れ は 、 計 [l lI j不仰 の ，，./11，:，曲で あ っ て 、 ニ の __:_ .fi の J ぐラノスをと 1 ) . I'm 

di j: -l) 脳 同両手dとにあたることが、行IS rli ，l lifhj であろう .

[-:n:1企 業 に よ る 再ISdi jl j.j; }J 発. (i o" U 也r; }J"i E に つ い て む 、 企 業 平'I 佼 と 公

益とを、 :i' 111' r 反として J巴える の で は む 〈 、 こ れ 句会 [l lJ j 立 さ せ る L

のとして、 :n. ，也! をキす む わ な 〈 て は な ら な い。

住 ｭ ｣ 手 、多 〈の Ｑ 早川 分 ｾ Ｇｦ か ら 企る似介ｻ本であるが 矧ｾ rI j は ‘ ニ 同 住

築を liif，j.: とする さ ら に 泌 総 な rU{>;-f，ふである

，V，¥11・t. ;!l i1hj 、，1立;1I 、』自i r:、 き り に そ の f>l' lIJ. ;:，tf 'i:r に h と っ て‘ そi L

ぞれ、 名 分 野 町 咋 門 家 的 1品川 に よ っ て (1' 来 が 近 め ら 札 ゐ 。 7 ィー ド

パ ｹ クを屯ねむが句 ￆ む Ｔ ニ の ｾ ａ￪ れ の ＧｩＧ にあ って 、Ｇｩ ￭ Ｎ に 他築 ＱＱＱＱＱＧ ・ Ｑ だけ

でなく、' ，: ; : ; に作制l織 の H として 参 加 し、 協 働 作 業 を Jι め てい き た

45  



回 ~ 第 15回青年建築家( 青年技術者) 一覧表第 1

彦

士

夫

幸

笑

也

直

勉

惟

俊

弘

義

雄

秋

哨市

祐

功

行

十

億

三

d

t
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動

叫げ

築

口

敬

好

隆

良

建

制

年

会

膏

加

藤

川

悶

田

本

林

井

木

己

中

畑

野

川

下

回

回

沼

凋
他

y

f

町
、

和

伊

石

組

太

桁

小

酒

鈴

反

問

凶

辻

篠

山

山

昭

幸

夫

二

荷

弘

徳

( 昭和叫年 7 月号)

A .  

寸

大

間

奥

f也

今

坂

白

m 

.m 

Iや

剖H

昔

邦

栄

孝

甚

正

利

義

現t

忠

成

千

f

h

o

 

問

W

W

M

1

封

一
「

A

U

野

西

崎

問

問

野

本

対

中

川

島

中

国

央

信

第 15回 青 年 技 術 者 特 集

( 昭 和43i l三11 月号)

千 葉 春 海

芝 山 H召

深 谷 治

藤 沢

竹 本

竹 延

抱5 升

内 山

長 J賓

久 イ呆 回

滝 川

明。

池

ヰヒ

斉

純

前

一

信

義

1;長

丈 太 朗

邦 義

克 { 堂

義 治

，Ｇ ｾ ｊ 、

継 夫

昌 宏

大 成

壮 一 日11

雅 二

有 弘

山

川

男

夫

弘

高

郎

夫

郎

議

章

旅

情

郎

義

司

恒

良

起

志

宏

夫

治

雄

一一

光

二

P
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距

号

E

月

孝

宏

相
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清
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田

山

本
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凹

回

林
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実
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世

信
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郎
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山

一

泊
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閉
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桝

本

ι

納

m

川

川

本

間

山

北

小

芝

鋤

野

畑

原

構

官

係

官

村

峨

問

問

集特

助

郎

克

彦

司

家

)

之

築

号

f

E

砿

二

和

幹

一
花

朝

日
ド

曜市

川

叶

村

瀬

江

間

木

口

百一

日

f

l
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ェ
浄
!

の

4

刀

U

第

(

聞

広

山

山

明

鈴

樋

閲

針

池

能

松

土

恒

山

大

4住

次

徳

川

市

忠

竜

崎

凹

勢

下

井

成

川

谷

之

剛

威

敏

己

弘

郎

明

男

次

郎

男

第 8 回 青 年 建 築 家 特 集

(11百平日36年 7 月号)

大 企 秀 明

|問 音11 幸 J儀

尾 路 義

柴 田 勝

白 井

市" III 

' M 聞

耳ｾ 1;1;) 

ｉ Ｚ ｾ ｉ＠ ':h 

四 団

長 谷 部

品m 4'1' 

槻

松

B  

升走

鴨

久

治

夫

B

)

 

艶

号

建

F

十

英

茂

総

司

岬

P

十

市

幻

野

凹

凶

回

原

丹

山

本

形

下

山
川

山

野

武

附

沢

野

原

凹

林

r

E

b

ず

ホ

ー

9

沼

第

(

満

市

山

倉

町

川

伊

神

山

第 10回 青 年 建 築 家 特 集

( 昭和38年 7 月号 )

浅 野 雅 彦

伊 東 哲 郎

尾 崎 勝 弘

金 本 賢 治

子:，，: ｾ英介

治

克

芳

朔

弘

問

…

他

八

顕

二

也

孝

雄

和

久

郎

志

平

三

計

克

史

人

男

雄

郎

倣

一

津

正

勝

静

将

吉

暢

主

昌

首

相

仁

降

時

H自

o  

村

崎

井

Li l  

山

松

小

附

若

高

徳

山

棋

紙

木

凶

若

昭 和29年 よ り ず っ と 迎 統 し て き た 「 背 年 建 築 家 特 集 」 も 今 回 で 第 16回を数える

にいたった 。 全 体 で 約 280名 近 い 背 年 建 築 家 、 技 術 者 が 紹 介 さ れ て き た わ け で

ある 。 そこで、参考までに、1 + ¥1 回 一 第 15固 ま で の 背 年 建 築 家 特 集 号 に 掲 載 さ

れ た 青 年 連 築 家 . ｾｦ 年技術者向氏名を以下に 拘 げる 。Ｈ 順不同 、 敬称略 Ｉ
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. 生 活 と 濃 度

歴史的所産として継承した空間の椀密度は ，それが本来の職業的自衛

的共同関係の必要性を喪失 した今日においても，いわば生活の濃度とし

て生きている。 コンパク トな空間構成の規定性は，日 常生活を単に家族

レベJ レ迄のマイホー ム的家族主義に逃避する ζ とを不可能にしている。

町内居住空間の構成が居住者に対して作用するフィジカ J レな要因は，

具体的には街路を挟んで向かい合う家並，約 7 mの幅員をもっ ヒューマ

ンな街路 ・外部空聞によって演出される f ace to  f ace cont act ，奥深

く引込まれた住宅内部における隣家，隣人の感得( 物音，笑j E，炊事の

臭い ，塀越の樹木，真近な夜の明りなど) であり ，町内に おける近隣居

住空間の質は，とりわけ感覚的( 視 ・聴 ・l奥覚) なしかも日常的なそれ

らによる隣家，隣人たちの感得が，居住者の窓識に永年の聞にっくり出

す相互理解，近親性によって決定的に特徴づけら れている。町内居住空

間における ヒューマ ンコンタク トは種々の媒体が居住者相互のコミュ ニ

ケーシヨンをとりもち ，乙のコミュニケーシヨンメディアが日常生活の

あらゆる側面において ，またすべての時間にわたって ，たえずチャンネ

J レをは りわたし持続している 。乙の乙とは ，と りもなおさず日常生活の

濃度を高め る決定的な条件であり ，かっ生活意識の基盤を形成し安定さ

せ，外部社会と家族，あるいは家族を構成する個人との最も身近な連繋

の場を与えているといえる。近隣居住空聞における生活濃度の稀薄さ

は， 家族及びその成員，すなわち個人を外海社会 と断絶し，孤立化 させ

る。乙のような町内近隣居住空間の生活を成立させている要因は ，単に

フィ ジカJ レなものだけで: なく ，さらにソシアノレなものへとわれわれの視

点を導いて行く。

東側20戸( うち 1戸は倉庫) .西側16戸( うち l 戸は電々公社事務所)

の総戸数36戸より成る ζ の町はしたが って住宅戸数34戸，そのほとんど

が l 戸 l 世帯であるが， 1戸 2 世帯のもの 3 戸 . 3 世帯のもの l 戸を含

み， 総世帯数は38世帯である。また町内 居住者総人口は. 159人( 寝泊

使用人等は別に 7 人おり， 乙れを含め ると 166人となる 。) したがって

平均世帯員数は4. 2人となる 。ちなみに京都市における平均世帯員数は ，

昭和30年. 35年. 38年においては， それぞれ 4.4. 4. ]， 4. 0人であり減

少の傾向をみせている 。都市における核家族化の趨勢は当然乙乙におい

ても認められようが， 小経営主，自営業が総世，H干の約半数を占める対象

地区においては単純に そして速かに核家族に移行するともいえない。

l 戸 l 世帯の場合は 当然家族を形成 しているが ，2 世帯以上が同一住

居に居住 している場合でも その世帯主は互に親子，兄弟などの近親血縁

者であり ，世帯は別( 家計が別) でも「家族」を構成しているといえる 。

つまり同一住居内の居住者 は血縁及び婚制関係によって結ぼれた家族

員であり ，日常生活における itlt捺」は生活意識の面では家族的紐帯に

家 族 型 家紋数 %  制ii 考ー

舷 家 紋 12 37 

拡大家紋 1 8  24 

ほとんど父系鉱大家紋

Ｑ 家 ｑｾ のみ 例外

拡大家族 2 9  17 

ほとんど父系拡大家族

tll 父母の代でいずれか欠打l しているもの

欠 航 家 族 3  

単 身 等 3  9  

純単身 2 血縁者 2 名がそれぞれ 1 世 相

を成しているものを l と計算

計 33 100 

よって融合化されているといえよう。

総世帯数381 : 世帯に対照して，総家族数は33家族， 平均家族員数 は5. 3

人である 。家族型については ，一応前表のように分類 したが，拡大家族

はわが国の 「家」の伝統を受け継ぎほとんどが父系である 。そ して拡大

家族 1 ・2 (517め が，核家族 ( 37%) を上まわ っているのは ，先にも

ふれた職業型に大きく影響されていよう。

しかし， 家族型のいま l つの重要な側面は「世代」である。単身など

は 1 世代，核家族及び欠損家族は 2 世代，拡大家族 1 ・2 は 3 世代にわ

たるか ら，もし世代別の家族数比率を求めるな らば . 1 世代の家族 9 7ぢ，

2 世代の家族40% . 3 世代の家族51% となり . 3 世代を含む家族がもっ

とも多く， 2 世代を含む家族が乙れにつぐ。乙の乙とは祖父母，両親，

子供達の 3世代が同居 している家族が現在もまだ約半数を占め ，世代聞

の接触が行なわれうる基盤をもっている 。異世代間の接触は同一家族内

においてだけでなく近隣レベルにおいてお乙なわれ，同世代聞の接触と

は異 なった怠味で人閣の相互理解を促進する 重要 な l モメントをなして

いるといえる。

3 世代は構成する拡大家族lζ 次いで核家族が近年増加しつつあるよう

にみえるが， ζ の乙とについては対象地区の都市的立地条件か ら，乙の

地区が居住地域と しての性格を維持するか否かによっても ，また現代的

な小経営や自営業の集積地としての性格を一層強めていくか否かによっ

ても即断しえないであろう。

いずれにしろ現代激しい都市化にさ らさ れている対象地区が，都市勤

労者の典型的な家族型に単純に移行しない大きな要因は ，当然経済的要

因である職業 Iζ 求められねばならないし ，また乙の地区の日常生活にお

ける近親性 ・親密感などのいわゆるコミュニティー慈識についても，ホ

ワイトカラ 一周のそれとはかなり異なった現われ方をする基盤も ，乙 乙

に求められるであろう。そ乙でわれわれは，次にこの地区の職業につい

てふれておく必要があるだろう。

先にふれた38世帯のうち無職 1 ，有業者 2 人を含むもの 3 世帯， した

がって有業者人口は40人で，乙れは総人口の約259的ζ 当る。職業別の有

業者数及びその比率は次表の とおりである 。

4誼 1主 型 |  人数 I  %  fiii 
Jj. 

小 経 常 王 4  10  

胸骨ii : IVi. '/G1 ‘ 梨子製造 1

印刷業 2 、いずれも株式市l

|建 設 職 人 大 工 1

自

手 工 業 者 7  

指物 2 、木村IJII 工 1 . 色紙加工 l

Ｇ ［ピ ー ｾｾ ・
40 

図案加工 ｬ 、古文 ｻ ｉ ｲＭ ｾ本 Ｒ

商業、サ ービス業 4  

漆 税 問 1 、呉服 illil

業 |

燃料販ヲIG1 、旅館 1

正l 由 業 3  開業医 1 、弁護士 1 、染色デザイン 1

サラリーマノ

民 !:¥J大企業 3 、民1::19"企業 2

民IHJ 小企業12、学校' 自公IT 4
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対象地区の特徴的な職業型は，iII i表からも分かるように小経営主，自

営業，サラリ ーマンの各種にわたり ，就中自営業における職種のヴァラ

イティはいわゆる well ball anced communi t y を形成しているよ

うに思える 。所得の格差も職業が異なれば一種の諦め意識となり ，類似

的な所得階層 ，職業階層の集合するホワイトカラー集団，団地居住地に

見られるような反僚的競争意識とは相反的な性格をもっているといえよ

う。( 所得は上限 ，下限の間 lζ 相 当の開 きがあ り，平均月額所得は ，約

30万円と推定され る) 。

小経営主は戦後株式制を採用し ，それまでは家族労働的営業の性格の

ものであった し現在でも使用人数人- 10数人程度の小企業でt ある。自営

業はいわゆ る京都的な手工業，商業および自由業よりなる全体の職業構

成の4096を占めている。 乙れ らは，職業の場! と 住居が同一であり ，町内

における生活が乙とさらにウェイトをもっ乙とを意味している 。上記小

経営主のうち 3 世帯 も職住同一住居である。乙のように職住混合地区で

あることは ，サラリ ーマンの職住分離と 対照的である。乙 乙で乙の地区

のいま l つの特徴と考えられる 専用住宅 と併用住宅の比率を求めると ，

住宅34戸のうち前者16戸 (47%) ，後者18戸 (53%) であ る。

しかし ζ の地区にお いてもサラリーマンが約半数を占めているが，乙

の うちの 12人 ( 57%) は市内の小企業( 電気器具商，呉服商等) の被雇

用者であり ，いわゆるホワイ トカラー胞とは考え られなし、 。乙 のよ うに

してみると，乙の地区のもつ臓業構成の側面からも ，ホワイト カラ一回

の合理主義とはかなり対照的な生活様式が展開されている乙とが予想さ

れよう 。そ してこの乙とは ，近隣づきあいの面でも少なか らぬ影響をも

っていようし ，乙れに加えて各家族の 居住年限の永さも 作用 していよ

う。 居住年限については ，現世帯主の父母，あるいは祖父母の代から居

住している家もあり乙の地区の歴史性を感じさせるが. 調査の結果は次

図のとおりである。

居 住 年 限

0 - 5 年 未 満

5  - 10年

ＱＰ Ｍ ＲＰｾ 手 9 家 族 ( 27. 4% )

20 - 30' 年

ＳＰ Ｍ ＴＰ ｾ 手

4 0- 50年

50- 60年

60年 以 上 9 家 族 ( 27. 4% )

居住年|浪は定石性H::;影響し ，とくに町内のような近隣社会の形成 IC当

つては大きなｾ因となろう 。 ｄ￭ ￭｛ヌＡからも分るように ω 年以上居住する家

族 が ＲＷ Ｎ Ｔ ｾ ぢ ， 10年- 20年未満居住する家族が同割合でもっとも多し、 。 乙

れをもう少し具体化してみると ，

ｉｾ［Ｇ＠ ft . 旬 間 術 保 家 b持 政 %  

!'Jffi より肘II して 巳、る 9  27.4 

大 ｊｅ より Ｇｾ｡ 主 してい る 4  12.1 

戦削よリ Ｇｾｩ 住 してい る 7  2】 1

眼 後 米 伎 して さた 3  39 .4 

計 33 l 凹 0
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17 

となり ，戦前派 6 割 lζ 対して，戦後派 4 割となる。 したがってとの地

区にお いても戦後の移動はかなりおこなわれているの であるが，すでに

形成されている 町内組織は強力であり ，) 1贋次来住者を もその組織に組み

込み ，また近隣定、識についても 同化 している 。なお平均居住年限は約37

年であり ，40年近い居住年限は ，居住者の親密度や定着性 iζ 少なか らず

影響していよう。乙乙で対象地区の年令構成にふれよう 。

人 人

15 

女 県

10J 内総人口は 159人で男子75人，女子 84人より成り ，男女別年令別人

口構成は ，前グラフのとおりである 。

また年令別人口構成は ，下のグラフのようになるが ，25- 29才 ，50-

54才のランクが極端に少ないのが限につく。 25- 2'1才は，結婚就業によ

って他地域 lζ 転出し ，ζ の地区に残留する青年人口が僅少である乙 とを

17 

物語 っているのであろう( 戦争

による出生率の低下も作用して

いようが) 。しかし30- 54才の活

躍期( 仕事及び子弟の養育期)

を含む一群の山は ，その次の世

代 lζ 当る 0 - 24才の一群の山を

伴なっているとみなしうるであ

ろう。 55- 69才の一群の 山は子

供達もほぼ独立し ，自分の仕事

をひきつづき遂行する時期であ

る。もっ とも小径営者，自営業

! ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?才 者の場合は，スム ーズに乙の 時

4 9 1 4 1 9 2 4 29 343944 刊 54 5964 臼 747984 才

期を乗り越えていくが，サラリ

ーマンの場合は ，停年退般によ る職場の移動，あるいは失業の可能性を

もっている時期である。 70才以上の小さな山は ，肉体的条件の許す限り

で仕事にたずさわるか，隠居し余生を楽しむ| 時期である。乙の聞の事情

を人口と対応さ せて図式化すると ，次の ようになる。

人 口

( %)  

24  2 9  5 4  6 9  84  ( 才 )

平均年令33.6才は ，都市の平均年令43- 44才に比べると ，10才以上若

く，0- 14才( 中学生まで) の若年胞が 39人で ，町内総人口の 24. 4%を

占めている事実か ら，乙の近隣居住地区が いかに若い世代を含んでいる

か見直したのである。と同|時IC 乙のような若年庖 の遊び場や，近隣社会

での教育条子! などについても考えさせられたのである。乙うしてわれわ

れは，乙の i町内のもつ ，すなわち近隣社会のもつ意味を種々の年令階層

• 

17 



にわたる構成員相互( 同世代間のまた異世代間) の コミュ ニケーション

の内容( 主と して職業が影響する) から ， 乙れを進展させる町内組織

( 町内会) 1ζ アプ ローチする乙とになる。

歴史的な町内は ，現在も 町内会 ( あるいは町会) として生きている。

町内会が町内居住者κ とって日常生活を営む上にどれほどの役割を果 し

ているか計り知れない。町内会組織は ，町内居住者の防災，防犯，地蔵

盆，春秋の リクリ エーシ ョン活動， 各種の情報伝迷等を行ない UIJ 内居住

世帯の相互連絡，親睦 Iζ 寄与している。

町内会は当然町内 Iζ 居住する全世帯によって構成されるが，対象地区

の場合，町内は 3 つの組に分けられている。 北から東側10出:帯，西側IJ 4

世 帯 ， 計 ＱＴ 世 帯が ｬ 組 ， 東 ｾＡｉｊＵ 世 帯 ， 西 側 Ｖ 世帯 ， 計 ｉ ｬｴ 世帯・が Ｒ 組， 東

側 5 世帯，西側 8世帯手，計13世帯が 3 組となっている。各組には組長が

置かれ，町内会長を補佐する 。町内会長は各組が l 年任期で l順番 lζ 受け

もち ，毎年 3 月 IC開かれる町内会総会において話し合いの上で決定され

る。町内会を構成する各世稽; がほぼ平均して受けもつ乙とになる。組長

は各組の中で11防E 担当 し，任期は 4 半期 ，あるいは半期であり ，その都

度決定される 。組織運営のための費用は ，町内会貨 によってまかなわれ

るが，以前間口の長さによって決定していた会資額は現在月額 210円，

l ffi 円. 110円の 3 ランク を設け ，持家の世得は最高額を ，その他は経済

状態によって1ω 円. 110円を納める 。地蔵食の時には「お供養」 として

寄附をつのり . 5∞- 3.α わ円の寄附がされ，また春秋のレクリエ ーシヨ

ン時には参加者から臨時会貨が徴収される。

各世得への連絡事務( 健康診断，衛生掃除，寄F付金なと) は . IUJ 内会長か

ら出され る回覧板によって伝えられ，集金などの用務は組長が組ごとに

まとめて町内会長のも とへ納める 。回覧板は家から家へ伝達されるイン

フォメーシヨンシ ステム であるが，それは単に情報伝迷の機能のみを果

すだけでなく ，人の手から手へ伝えられるコミュニケーションシステム

でもある。乙のような町内会の組織の運営や事務処理も居住者の「お l町

内」であってみれば，協力的であり事を円滑に遂ばせてくれるのである。

町内居住者の日常生活内での部分的な接触は ，ディリイにお乙なわれ

るが，多数の隣人達と顔を合せるのは 町内会の年中行事においてであ

る。 4 月には ，乙の地区の氏神 「下御霊神社」への参拝( お千皮) をか

ねて レクリエーションが行なわれる。貸切ノ《スによって参拝後，近郊の

リクリエー シヨン施設が利用 される。そして新緑の頃から夏期 にかけ

て，同じように貸切ノぜスによる日曜日の日帰りレクリエーション( 例え

ば，琵琶湖，明治村，サ ンケイ バレ ー，潮干狩) が行なわれる 。当日 は

町内総人口の約半数が参加 し，大型ノミスは満員の活況を呈する。京都の

年中行事でもある大文字焼の 8 月16日が過ぎると ，すぐに地蔵盆がやっ

てくる 。8 月22. 23日の両日は ，子供達にとって夏休みの たのしみの一

つである。 地蔵盆は当番に当る組が主催し ，両日にわたって，福引 . 供

養( 菓子，寿司等) . 金魚すくい ，お話し ，映写会等を行ない子供達を

よろとばせる。各戸の軒先につり下げられた灯篭や催しを告げる子供達

の打ち鳴ら して歩く鐙の音によって， 町内は地蔵盆特有の雰閤気をも

ち，大人達もつい楽 しい気分に引きこまれる。以前には . I町内単位で盆

踊りが行なわれ，町の 中央l C Iやぐら J を組み町内の居住者はそれとそ

老若男女が街路 lζ 「ゆかたがけ」で夜更けまで踊った。現在盆踊りは行

なわれない( 騒音防止条例，安眠妨害) 。

E - E L V  

地蔵盆が過ぎる と，学童は夏休みの宿題』ζ 追われ，大人達は秋の気配

を感じ る。夜になる と虫の音が秋を予告する 。町内の行事は ，居住者に

ひとしお強く季節感を与える 。秋にはやはり初夏や互に行なわれるよう

な日曜日の日帰りレク リエーシヨンが催され，貸切りパスに乗れる限り

の人が参加する 。

町内の行事は ，日常的な人間接触をより活発にする 。日常生活の 中の

近隣意識がいわば ζ の場で確かめられるのである 。強い隣人窓識が基盤

lζ なければ，乙の種の催しは活況を呈しないだろうし ，また ζ のような

催しがなければ ，隣人意識は高まりをみせないであろう 。日常性の豊か

さは ，近隣の連虫在意識，共 iι 悲しているという感じ ，そしてその上に成

立する近隣の共同的な催しによって増加する。

今日家族単位の ドライブや トリップが盛んに行なわれるが，近隣のす

なわち家族レベよりも l ランク上の集団 レベノレでのレク リエー シ ヨンが

活発に行なわれる事実は ，マイホ ーム主義的なレク リエー ションのあ り

方に対するアンチテ ーゼと して多くの示唆を与えるものである。

ζ のような年中行事によって象徴される町内会組織はいわゆる コミュ

ニティのあり方における現代的にすぐれた例証ともいえる。 しかし乙の

ような組織が成立する基盤は ，まず乙の地域が経済的な生活力に支えら

れており ，先にふれたように対象地区の月額所得は ，サラリーマンの平

均月額所得をはるかに上まわっている 。そ して既成の歴史的な町内会組

織は ，各世帯を強く結びつけている。生活力とその生活体を緊結するも

の( 非強制的なものとして) の存在によって ，町内 コミュニテ ィは現代

も生命を持ちつづけているのである 。そ してこの基盤の上に コミュニ テ

ィを持続させる要因とじてわれわれは居住年| 恨の永さ ，自家営業によ る

近隣生活|時間の永さ ，共同的な行事， 職業上， 生活上の利害対立の無

さ，民主的な運営，空間の稿密度等を挙ける乙とができる。いわゆる定

着性の問題もこのような種々の要因によって論じられるべきであろう

し，定着性がコミュニティ ー窓識と不可分のものである以上，職業の自

律性( 非利害的関係) が前提とされ，さらに自家営業の場合でも居住環

境を阻害しない種類のものでなければならない。ちなみに乙の地区の現

世帯主が父の職業を世襲 している世待は 10世搭( 約26%) を占め ，全戸

数のうち持家21戸 (62%) . 借家13戸 (38%) も定活性の一つの指標 と

してみる乙とができょう 。

対象地区の職業上のヴァラエティにはすでにふれたが，乙の ヴァラ エ

ティが子供達の社会的教育として数々の盟かな体験を与えている乙とは

注意されねばならない 。そ して年令構成についても各世代の階層を含ん
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でいる乙の地区においては ，世代聞の接触

が日常的に行なわれ，その 乙とによって各

世代の相互理解も促進されよう。乙のよう

にコミュニティが種々の側面においてヴァ

ラエティをもっととの怠味は ，日常性のヴ

アラ エティを与える乙とであり ，近隣居住

空閣の社会的教育の場としての窓義を獲得

する乙とでもある。以上のような町内会の

行事や組織，その コ ミュ ニティとしての意

味は ，単 lζ 乙の地区のみについて言いうる

のではなくて ，さらに乙の地区をも含めた

地域的な視点が必要であろう。京都の町内

は維新後全国 K 先がけて創設された学区指l

k よって統括され，町内より l ランク上の

地峡， 学校区が設定された。対象地区を含

む竹間小学校( 明治 2 年 9月開業) は現在

38の町内より成り ，春秋期には ，学区内の

町内対抗運動会やレク リエー ションが開催

され，夏期には小学校のプーJ レが学区民 K

公開される。そして少なくとも ζ の学区 lζ

含まれる町内は ，対象地区町内と類似的な

組織を持ち ，行事を行なっている。事実地

蔵盆の時には対象地区周辺の各町内が同様

の雰囲気によって充たされていた。逆にい

えば ，乙の地域全体，おそらく京都市全体の

伝統的な行事としてとの地区においても盛

り上がっているのであろう。町内会の行事

ではないが，地域的な行事. 5 月18日の氏

神「下御滋神社J の祭( 御馳走をつくり親

戚を招いたりする) . 乙れに関連する毎月

の 1. 10.  18日の夜底 ( 子供や大人も夜の

散歩をかねて出かける) 0  11月の 1 - 3 日

の薬まつり( 薬師如来を祭る ，背薬屋の多

かった地区で，現在もいくつかの楽屋が存在している) の夜庖は ，毎年

毎月周期的にやってくる。

町内会や地域的な行事は ，月単位，年単位であらかじめ決定された月

日に必ず行なわれ，春夏秋冬のうつろいとともに周期性を持っている。

ゆえに住人逮は ，それに向かつて準備し ，期待し，乙の地区を離れた家

族を招く乙とができる 。いったん ，結婚や就業によって乙の地区を離れ

た家族も乙のような機会K 生長した地区に戻る乙とができる。

一見単調な日常生活が実はもっとも重姿な生の営みであり ，日常性と

はこの日々の営みが充足され， 社会的基盤として存在し ， その中から

「歴史的なもの」が徐々に形成される ，そのようなものとしてわれわれ

は受けとめる。日常性のヴァラエティや周期性が，日常生活の安定性，

共同性と密接に溶け合って進行している状況をみ ，例えば権力機構の末

端組織として利用されている町内会組織という否定的側面を克服するも

のとして ，またその可能性として ，われわれは対象地区を受けとめる。

第_1回の "空間と密度" の項では零積率，建蔽状況等から当町内のフ

ィジカノレな意味での密度構造を把え ，その高密性を指摘 したが乙乙では

JL  

DD田口日記

:l 巳宮田[

川旧日

明日目r

目日日I

己口口!日日口口切口口山口口E

京 都 御 所

一 一 一 一 ー ， 町 界

400 500 

M 

界区

ω

学

3

一
m

100  

50 



1

1

J

 

空間とそとに展開される生活のかかわりあいを追求する上で，生活的側

面 ，すなわち利用実態に対応 した空間抱握の必要か ら町家の成り立ちを

分類表の如く類別し た。

・分類表の内 ，戸内居住スペ ース，戸外居住スペ ース，営業部分の 3

項目につき ，主 とし て職業的側面から各種の数値計算をしたのが利

用実態表である。

・利用の細分類の項目について町家の空聞に生活を投影させたのが，

F 1 .  F 2 .  F U N C T  図である。

利用実態表でわかるように町家の全利用面積，約6. 600rrf の内. 4. 5∞ 

rrf ( 70%) が居住部分であり ，その内 . ＷＸ ｾ ぢが 戸内居住ス ペ ース ＮＲＲ Ｅ

が戸外居住ス ペース である。乙の乙とは "住いのまち " としての乙の町

内の特質を如実に示している。また ，専用 ，併用の別でその刊用状況を

みてみると，併用住宅利用分が70%弱の比率を占め ，職住一致の有様を浮

彫にする。次いで戸当り戸内居住スペ ースをみると， 専用住宅で92rrf • 

併用住宅で109rrf の規模をもち ，相方とも 20rrf / 人強の値を示す，と の値

併用住宅 専用住宅

601 

'  ー旦J:____，，_

340 

540 
凡 例

口 戸 内 居 住

スベース

四 一スベース

関
営 築 部 介

平均規模

t・ 5

@  世帯主( 男)

W E  

1・‘

@  世帯王 ( 女)

E  E  

。
女

• 男

E  

2  

E  

"  

442 

E  

EPO 援金戸世田内 非居住窟l車2 は骨折カ勺除外した 。

戸別利用実態図

W- E L V  

専 用 住 宅 ( 16戸)

戸 内 ｽ ｾｲ ｦ Ｚ主スペース / 戸 91. 8M'  
戸内居住ス ペース

(1， 470M' ) 
居住部分 X  100 

72 .6%  

/ 人 22 .6 M'  

戸外居住スペース
/ 戸 34. 6M'  

戸外居住スペース

( 550M'  )  
居住吉11分 X 100 

27. 4%  

/ 人 8.5 M'  

併 用 住 宅 ( 18戸)

戸内居住ス ペース
/ p  109 .4 M'  

戸内居住スペース 47. 4%  

( 2，170M'  )  
/ 人 24. 1M'  

居住吉11分+ 業務部分 X  100 (83. 5%)  

戸外居住スペース
/ p  23. 7M'  戸外居住ス ペース 9.4%  

(430 M'  )  
/ 人 4.7 M'  

居住部分+ 業務部分 X  100 
(16 . 5%)  

営 業 部 分
/ p  120.4 M'  営 業 部 分

(l， 970M'  )  
居住部分+ 営業部分 100 

43 . 1%  

/ 人 221. 9 M'  
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a 下 附 l指定、 制度問

向 入、納戸、 愉畠

，] <舛 昼 注 ス ベ ス }

(98Om' )  

皐 ‘ 箇 翰

分 鴫ｾ

453 

は依然として住宅の適正規模 15rrf /人が叫ばれる日本の住宅

事情の悪さから考えると意外に思われる程の値であり ， 乙れ

だけのスペ ースの存在は戸内居住環境の原則 である ，食寝分

離，就寝分離を満足し得る規模が確保されている乙とを裏付

けると恩われる。なお ，併用住宅にあって，専用住宅K 劣らぬ

戸内居住スペ ースが確保されているととは ，先 lζ 述べたソ ー

シアノレな要因と相倹って乙の地区の定着性，落着いた住居地

区としてのたたずまいをかも し出している大きな因子であろ

う。戸外居住スペ ースとして挙げられる，庭， ie客路は前栽，

中庭，後庭 ，機能的な戸外通路，多少の植栽を施し て前栽的

にしつらえた通路，片側 lζ 雑物を置いた通路，軒下等である

が，概して多少とも植込のあるスペ ースとなっている 。戸別

にみて皆無なのは併用住宅の内の 2 戸のみである乙とを考え

れば，全利用面積の 15 %. 29rrf /戸を占める戸外居住スペ ー

スは ，居住者の自然欲求の発現の場であり ，居住者全体のた

めユーティリティ ーである。乙れらは " 住いのまち " として

乙の町内を存続させている貴重なアキであり ，そ乙での機能

重複乙そ生活濃度の顕在形であろう 。

戸別Iζ 戸内居住 スペ ース，戸外居住スペ ース，営業部分を

専 ， 併用住宅別にグラフ化したのが， 戸別利用実態図であ

る。乙れからわかるように 1点破線で表示した平均値に対

して余りにもバラツキが多い。併用については当然ともいえ

るが，専用については E 3 - E s ( 計 6 戸) (露路を引き込ん

だクノレドサックに貼りついた小規模な長屋形成の借家，平均

45rrf の居住スペ ースしかもたない小住宅〕の存在が大きく影

響している。一見落着いた様相を示す京の町家も至る所に乙

のような型で劣悪化し易い居住部分が存在する ζ とは注目 lζ

値する 。 ( つづく)
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UOK A  

事

幹線高速道路縮図

じである乙とは衆知の通りである。乙れからの

全国総合開発方向は，メガロポリスか らエキ ュ

メノポリスへ ，国民のための地域的風土的な都

市作りが考え られる。すなわち ，単核型都市問

より ，エキュメノポリス( 多抜型都市圏) は，

機能分化を相互的にうまく刺激し合う乙とによ

って過度集中が防げ，余分な公共投資が避けら

れ るであろう。また ，単核型都市よりフレキ ミノ

ビリティ lζ 富んでいてオ ープンであると考え ら

れている 。非常に広い地域』ζ いくつかの核若b市

がそれぞれの機能をもって展開し ，乙 れが国際

的レベソレの情報機能中心で= ある母都市と補充し

合って ，地域全体が発展を遂げていき ，周辺に

おいても中心に おいても同質の発展を遂げる も

のと考える 。

2- 3  近畿圏と エキュ メノポ リス

(A)  新全国総合開発にみられる幹線高速道路計

画によると ，北大阪に位置する万博跡地は西日

本のすべての交通の要所である。東名 ，名称そ

背景として中国縦貫を含む拠点は ，先に述べた

通りである。しかし近畿圏内においても大阪市

に対するバ イパス 的役割j を見逃す乙とは出来な

い。東京圏の過密化は副都心という名目で始め

られたようであるが，単なる市街地改造の域を

脱しな かったばかりか ，周辺のベッドタウンと

しての市町村への弊害が，今や一都心のみの問

題だけではとうしょうもない段階に きている 。

本来の副都心の提案は少な くと も都心の集中，波

和を目的としなが ら都心とはっきり異なる性俗

を持ったものでなければならなし、 。まして市街

地改造の域を脱しない結果が ，近隣保rlJ にまで

悪弊をおよほすに至っては今迄の都市開発の根

本概念を変えざるを得ない。

さて近畿圏の発展動向であるが ，大阪市を中

心とした50km凶では兵庫県 ・京都府 ・奈良県 ・

WA K A Y A MA  

ある利用乙そが『

全国総会開発計

画の主留にそう

ものと考える。

従来の都市計

画 ，または市街

地開発は ， トー

タJ レイメ ージの

ない切り売り開

発で ，無性格な

その場かさ りの

都市作りであ っ

た o atK. その

ような時代は jl!ll

さたと考えるべ

きであろう。

その地域の性

格 K 合った田T作

りを提案し ，開

発しなければな

らない し，また，

それが国土全体

の位置からかん

がみ ，有意義であ るようでなければならない 。

そのような体制における都市作りの テストケー

スとしては ，最も適当な場所であり ，国民一人

一人 K とって怠義 ある場所であると考える 。 乙

の新しい考え方を国家の指導的立場にある人々

にとっても ，おそく とも昭和45年を契機iζ 取り

入れなければ日本国土全体に対 して論ずること

は できないであろう。昭和ω年の日本列島K 対

する新全国総合開発計画以前は ，東京を中心に

した東海道 メガロポリス化路線に対する考え方

が ，国民一般意識の常識であったが，今や全般

的 lζ 修正が加えられなければならない。すなわ

ち，東京にすべての中枢管理機能を集中させた

場合，仮lζ 天災によって域滅的な破壊を招いた

とした ら，一国のすべての機能が停止する乙と

になる。また東京 lζ 独占的地位を与えることに

よって ，全体の競争原理が働きにくくなる。f ? i J

えば，中央区 と地方区域との間に生まれる矛盾

が乙れを代表 している 。

乙のように ，東海道メガロポリス地域lζ 極端

に人口が集中する 乙とは ，健全な国家形成のう

えでは異常な姿であり，分散化を具体的に提唱

したい 。大学 ・研究機関等を ，政策的 lζ 分散化

するこ とは，既 K 関係各方面で動きがあるよ う

であるが，板木的な解決とは考えられない 。万

博の跡地利用 についていうならば，近畿圏にお

ける印刷半径を中心としての各都市の性格は ，

それぞれ著 しい性格の途った集りであり ，歴史

的に異なると乙ろが多い。 しかし ， それら近倣

圏の有機的なつながりは ，風土的 ，地域社会的

であるがために ，今や メガロポリス的一元論で

は律 しきれない ものがある。仮に ，東京圏の50

km圏 との比較を してみる とよく分る。 ζ れは特

に，近畿圏に対してメガ ロポリス 一元論が通用

しないばかり でなく ，東京閣における場合も同

本 万 国 博日

跡 地 開 発 計 画
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第 2章 都 市 機 能 は 何 が 適 当 か

2- 2  新全国総合開発計画との関連

一日本列島における「万博跡地」の位置づけ一

昭和ω年の日本列島，新全国総合開発計画に

よると ，国土開発の新骨格はネッ トワー クの形

成 ，すなわち ，広域的に国土開発を体系化する

ためにデータ一通信 ，ジェッ 卜航空機，新幹線

鉄道， 高速道路，高速 コンテナ船等 々の高速高

能率流通技術を駆使して国土lζ 拡大する開発の

可能性否提唱 している。

次lζ ，中継管理機能が 7 大都市圏の市街地

人口の増加と市街地面積が現在の約 2 倍の規模

とな るため必要とされ ，激しい都市化に対処し

て， 都市の整備を図らなければならない。 また

全 国的な通信網の整備，情報の処理，伝達C/ (

量化，高速化が要請されている ので，今後は電

子計算; !授の利用を中心と した高度の情報処理体

制 の確定を図らなければならない。そ う言 った

中で経済の大型化 lζ 伴ない ，大規模産業化の傾

向は免れな いであろう。それに伴なって大規模

産業の開発プ ロジェク卜 が提示されね ばな らな

い。しかし ，高度 成長がも た らす人間疎外の傾

向は今や ，公害という名のも とに，国民一人一

人 にふりかかっている。

すなわち ，乙の問題は ，今まで通りの考え方

でほ解決不可能で， 産業機構. f:本市l陪含めた抜本

的な考え方の導入と質的変換がなければなら な

い。それは環境保全にかかる大規模な開発計画

に もつ ながるものと考える 。 しかし，乙の新全

国総合開発計画にも唱われているよう κ ，日 本

列島の政治 ・経済の大型化，高度成長は国土開

発 !ζ 対する考え方を変え た。すなわち，国際的

事業によって行なわれる万1専の跡地を考えるに

当って， 一括利用の他にはなし、。園家的意義の
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大阪府を含み，現在 30km圏内の人口は， 870 万

人で 4000人/krrf の密度である。神戸 ・京都 ・

吹田 ・豊中… … 堺，それぞ‘ れかなり性格の異な

った都市により成り立っている。仮 fCエキュメ

ノポリス的考察をすると ，それらの都市がそれ

ぞれに刺激し合い，高度な成長と良質な人間生

活が送られるようにする乙とが必要であり，近

畿圏では大いにその素地を持っていると考えら

れる。戦後復興ののちにきた日本産業の高度成

長は，どたぶんに洩れず，近畿圏においても異

常な歪みを呈し始めた。市街地改造と称して道

路整備を手掛けたのは良いが，それがまた，経

済そのものの成長に追いつかず，手f C 負えなく

なると，大阪南の臨海工業地帯の設備，乙れが

またまた工業用水並びに交通，住宅問題を呈 し

はじめ ，手をやいているうちに，北大阪を中心

とした住宅群の開発に乗りだしたのはよいが，

おきまりで，大阪周辺の茨木，吹田を中心とし

た各市町村に公共投資の貧弱 さからいろいろの

問題を提起しはじめて千里ニュ ータウンを含む

抜本的な計画がいろいろと提出された 。北大阪

への発展は，全国でもまれに見るテストケ ース

として望ましい開発が行なわれるであろうし ，

大きく期待したい。

また近畿圏全体としては ，万博を契機に関連

事業 l 兆円を有意義に活用し，従来の大阪中心

放射型都市 ( 19世紀都市) より脱皮して，エキュ

メノポリス的都市発展を遂げる ζ とを期待しよ

う。それは，東海道メガロポリスとは質的 K 異

なった発展を遂げなければならないし，単純に

考えても，日本列島の太平洋地域に人口集中す

る乙とが，広域開発の主旨に合っているとは考

えられない。日本列島の各拠点を有意義にむす

び，地域性を重んじた高質高度の多核型都市群

会場全体航空写真

のネットワーク乙そ ，人間生活を疎外しない産

業経済機構の提起ができるのではなかろうか。

(B) 近畿圏整備関発の基本構想は，第 1 に日本

列島の主軸の形成と関連して，西日本における

交通通信の中枢として，一大流通拠点的性格を

有している。名神高速道路のインタ ーチェンジ

と中国縦貫自動車道の始発点が存在し ている 。

また近接する茨木に流通センタ ーが建設される

事実は，跡地の近畿圏における重要性を物語っ

ている。山陽新幹線の始発点としての新大阪駅

は，繊維シティー等を始めとする中枢管理機能

の集中を伴なって副都心を形成し ，御堂筋及び

北大阪急行によって密接に結ばれている。

さらに近畿圏は技術革新情報化社会に対処し

て，大規模情報センタ ー，科学技術センター設

置を図っている。

今万国博基本計画作成の際提案された情報セ

ンターとしての位置づけは，日本列島のネット

ワークと相まって. 最適な環境を形成してい

る。

京阪神の都市は ，江戸を中心として同心円的

に発達してきた単核型都市とは異なり ，機能分

化された都市が機能を補充し合いながら発展し

て来た広域的多核都市である。歴史的にも京都

は大阪と，淀川によって伏見を経て結ばれ，神

戸及西国の城下町とは西街道によって結ぼれて

きた。それは高槻 ・茨木 ・池田 ・伊丹等城下町

として伝統のある都市を形成してきた 。

跡地が京阪神の中核に存在することは歴史的

条件からも明らかである 。それは エキュメノポ

リスの一角として近畿の情報中核都市としての

位置を占める 。交通のネットワ ークの中枢であ

るζ と，環境を制禦する装置性は，都市の魅力

を有するものである。

マストランスボーテ - y ョン的措討

電車

阪島電車

北大阪皐行量入札

，、ス

草木ルート

千里中炎地区センター

周辺ルー ト

中央環状線上のマストラ

既股道路計画町崎町

一主主通

畠神高速道路

中矢崎状線

中失線買自動車遍路

外環状線

量費書道路

二次空通

敷地内ルーブ

ループ~一次空通町つむぎ

物質的搭動 ・サー ビス

一般自動車( タク γ ー)

人 ・道 具

敷地由ポテン γ ャルヱネルギーの楠討

3 ステーション

酉ステー γ ョン ( 35，000人)

中央ステ - y ヨノ ( 50，000人)

東ステ - y ヨン ( 20，000人)

敷地内のスプロール

都市柏町段定

3 ステ γ ョン田関連

中灸環状線と平行

ループ内都市宜過の方向性

時間と空間の検討

パタ ー μ 町 植 肘

都市空間的オりヱンテーゾヨノ
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8 7 施 工 部 門

E X POJ70 お祭り広場大屋根工事について

お祭り広場の大屋根は i面積 108mX 292m= 31， 5∞rrf のスペース フレー

ムで，その構成は 10.8m x 10. 8mの正方形クリッドを平行上下弦面にも

つ Doubl e 苧 Layer Gr i d Space F r ame であり，上下弦材の節点は

閉じく長さ( 節点間) 10. 8 mの斜材によって角錐状 IC結ばれています。

ζ のようにして燐成されたフレ ーム の dept h は 7，637m になります。

上下弦材は外径5∞mm，斜材は350mmをそれぞその標準寸法とした長さ

約 9 mの鋼管( 板巻管または屯縫管 ，厚さ 7. 9- 26mm) または遠心鋳鋼

管( 厚さ 12- 26mm) の両端 IC長さ 5∞mmの鋳鋼製キャップを溶接 した

パイプ状の部材( 重詰 0.4 - 4.0t ) と，そのジョイン卜部材である外径

800- 1， OQOmmの鋳銅製中空ボ ーノレジョ イン ト ( 肉厚 30- 70mm， 重症

0. 7- 2 0t ) によって構成されています。部材総数はボーノレジョイント

534個 ，パイプ1， 919本で，その種類はボ ーノレジョイントが11. f i J ! 類の形状

を基本 として36種類の寸法 IC ，パイプは約50種類もの寸法にそれぞれ設

計されているので，フレ ームの組立てに際して，部材相互の互換性はほと

んど期待できません。郎材の 統 一化がはかられなかった理由として，

「乙の種の大型部材については ， r部材の統一化による生産性向上のメ

リッ トが over s  t r engt h による材的非経済性をカノペーする乙とはほ

とんど不可能であろう 』 という見解がとられたために乙の設計には適材

適所主義が線用されて ，必然的 i乙部材寸法の多様化が生じたのである。」

という乙とが考えられるようです。

パイプとボ ーノレジョイントのジョ イン 卜部分は . ジョイント本体であ

るボーJ レジョイン ト， パイプからのアプ ローチ部分としての円錐形キャ

ップ， 両者を接続させる l 本のボ ーノレト ( 直径70 - 188 mm) ，締込み

用の 1 組のシム( 球而シムと回転シム) ，それにライナ一周の調整シム

によって椛成される完全な mechani cal connec ti on で，柱頭ジョイ

ント( 後述) を除いてお主

接はま ったく使用され

ていません( 図- 1 )。

上弦ボーノレジョイント

には頂郎，下弦ポーJ レ

ジ ョイントにはj底部に

それぞれ直径 2 5 0 mm

程 度 の 孔 が 設 け て あ

り，部材接合用のボー

図 - 1  C onnect i on のメカニズム

J レトは製作工場で乙の孔を経てボーノレジョイント内部から所定のボ ーノレ

卜孔にセッ トされ，現協ーに搬入されます。 キ ャップのボーノレジョイン卜

側端部は ，乙れらのボーノレ トに対応するメネジ加工がなされるため ICあ

えて必要以上の肉厚に設計されています 。シムは 2 枚の厚板を その接見rtl

面がラセン面状になるよう加工され，両者lζ 相対的な回転を与えるとそ

の総厚が述統的に変化するようになっています。ボーノレジョ イン トの接

合ボーノレト用孔外面の球面に相応させて，ボ- ) レジョイ ン ト侃IJ のシムは

球面加工されているの で球面シム ，キャッ ＷＮｾＡｉｊ のそれは回転力 を直接受

けるために回転シ ムとそれぞれよばれ，外径11O- 3oom m，平均総厚が

55- 60m mとなっています。乙のシムと キャップ間のアキは調整シムで

埋められます。調整シムは半ドーナツ型ではめ込み式とされ 1 m m間

隔で‘ :t 25m mの調整がでt きます。 ζ の mechani ca l connec ti on  ICは

隣接節点( ボ ーノレジョイント) 凶( 一節点長) の誤差を吸収する機能が

課せられています。す 伝わち ，スペースフレームの組立て過程に生じる

誤差の Ｓ 寝泊をいかに処理するかという問題は設計上とくに ｾｧ しいとさ
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開 之

れ ，組立てられていくスペースフレ ーム の最先端が節点座標を定めてい

く工法では誤差の累積が大きく なり過ぎるので，乙の設計ではあらかじ

め全節点、の座標を独立に与えて隣俵節点聞の誤差を吸収できるメカニズ

ムをこの connect ion ICとりいれ， 誤差が累積しないように考案され

ています。節点の座標( ボールジョイン トの位置) ICは，座標測定誤差

および据付け誤差などが考慮され，理想位置に対して水平 ・鉛道方向と

もlζ :t 10m mの公差が与えられています。 Connect ion 部分で吸収さ

れるべき誤差の要因分析結果は< 表 1 >1ζ 示す とおりですが，ボー J レ

ト軸とボ ーノレジョイン 卜のボ ール卜孔との聞には 6 mmのクリア ランス

がとってあるので，角度誤差はボーノレジョイン 卜と ボーノレ卜閣の球面移

動によって吸収されるようになってい ます。また長さ誤差についてはボ

ーノレジョイントとキャップ聞に何人される調整シ ムの厚さによって処理

されます。調整の終了した Connect i on 都分には ，接合ボ ーノレト の締

込みにより引張力が，回転シムの締込みにより キ ャップとボールジョイ

ン ト聞が押拡げられて圧縮カがそ れぞれ導入され るわけです。 締込みは

Pne umati c  tool で回転シムを回転させる乙とにより ，connect ion 

部分lζ 約 30t のプレス トレスを与えて行なわれるので，十分タイ トな緊

結ができるようになっています。締込みに際しては ，弦材または斜材の

材 組! とボーノレジョイントの球心をできるだけ一致させるために ， シ・ムの

総厚をその 4 周においてノ ギスで測定して確認する方法をとりました 。

各部材の材質と力学特性をく表- 2 > に示します。益的にきわめて大規

模 であ りながら ，質的にはきわめて繊細なディテ ーノレで構成され るこの

スペースフレ ームの製設方法としては shor i ng の非経済性と作業の

安全性を理由 lζ "地上組立て→リフ トアップ" 案が採用されました。

表ー 1 誤 差 の 要 因 分 析 結 果

Nn I  'i!! l刈 I ｦＡｩＱＥ，， ｾ，， ｾ ｈ＠ rad)  I長さ，::，& (mm)  I  術 巧

ポールジョイント f，i:ili 0. 9 

円相 Ｑ ｊＢＮｴ Ｂ ｾＧｴ ｾ Ｇ 1000 

ポールジョイン卜Wi f.j 1.0 

け ｪ ｬｬ Ｏ 主 ｉ ｴｾ 差 1000 

3  ｉ ハイプ ｉｾｉＩ 材長 さ公正 。

4  I ハイフ端部角度公正

1. 1  

1000 

ポールジョイノト外作 。
ｾ、、 ｴＺｾ

6  1.、 ジョイント イL 0. 83 

あけ 111/立公差 1000 

ポールジョイント イLの 0. 83 

位 iE公正 1000 

8  I ポールト下径公正

0. 25 

1000 

9  I  ＺＮＭム Ｑ ＧＱ さ公 ｌ ＭＧ［ ｾ 。

10  l '  、イ 7 ff1; 付 の n，f(によ 1. 0  

るた h h 1000 

11 I  制l 立て完 f 後における 1.1 

フレ ーム的批変形 1000 

12  I  J[.<! j け川村町会λ 変形
3. 9 

1000 

13  I ム7 l' Ｑｊ Ｂｾ＠
3. 2 

1000 

15  

1000 
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写真一 1

上郁地組台と下館地組台

中央は St ruct ure Ri ng と T a nde msyst em 

IC組立中 の De L ONG J ack 

写真一 2 リフトアップ中の大屋級 7 レーム 。

主役の脚部では側柱の組立てが始まっ ている。

表- 2 各百11 ｾ 、 イ の ｾＧＱｽｮ と Ｉ ＩＱ 順守寺 ＧＱＧＱ
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t
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キヤ ノフヘホ '1 ＯＧｾ ー

庁王、ジョイント. 伯i

鋳鋼占 ｾｉ S  M5 0 A相 当 品 50 • 
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60 "  40 "  

160mmφ 以 上 S N C M 8  90 • 
70 "  ポ ー ル

ト 138mmφ 以 ドS C  M 3  90 • 70 • 
ン ム 圧 延 鋼材 S M5 0 A相 当 品

50 "  33 "  
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リフ トアッフ。の方法は ， 6 本の主柱をガイド兼反カにしてジャッキアッ

プし ，ジャッキの通過後順次側部材( 仮.11柱〕を主柱に接合して柱フレ ーム

を組立てていくとい うものです。地組みの第 1 :条件は上下弦のボー J レジ

ョイントを立体的に正しい位置に据付ける乙とで，そのために上下左右

K 微調整可能な特殊地組合が考案されました。下弦材セッ トレベソレは土

間スラブ面 + 1. 5m，従って上弦材軸心は + 9. 137mで、あるため ，地組み

台は上弦用と下弦用の 2 種類が用意され，それぞれ20台と 11 台の計31台

が使用されました( 写真ー し 図- 2 ， 3) 。地組み台に装備された定

盤上の罫書線lζ 合わせてボールジョイントをセットすれば，微調整ネジ

によって正規の位置におさめる乙とができると同時に ， フレームのムタ

リ調整にも利用できるわけです。部材の組立ては能力22 t 級のトラック

クレ ー ンで行ないましたが，その稼動条件および地組み方法については

く図- 2 ， 3> に示すとおりです。

柱は外径 1. 8 m，厚さが柱l閃から柱頭へ向かつて 55→45→35→25→20

m mの 5 種類の鋼管を溶接してつくられた高さ 40. 650mの中央部材( 主

柱) と外径 600m m鋼管または鋳鋼管の側部材( 側住) 4 本か らなり，

乙れらの部材は斜材 (400- 6∞m m中の鋼管または鋳鋼管) ，検材 ( 350

mmφ ) およびブレ ー ス (70m m中ロツド) によって立体トラス状の柱

を構成しています( 図- 4 ) 。主位は側トラスとの接合位置では主柱内

部に円形 di aphr agm を溶接して補強されています 。 側 トラス部材の

主柱側端はホッパー型の鋳銅製ジョイン 卜が用いられ ，鋳造製品精度を

考慮して相 当厚 肉lζ ，主柱との溶接部のみ機械加工によって薄肉に設計

されています。側柱は柱頭で方杖状に拡が って屋根を支持し ，スペース

フレ ームからの力は柱頭ジョイン ト ( St ruct ure.Ri ng) によ って主柱

へ ，また方杖部材を経て主柱および側柱へ伝達されます 。 S t ruct ure -

Ri ng は鋳鋼品と圧延鋼材を組合わせてつくられたもので ， フレーム部

材の熱膨張，主柱の製作および建方誤差，そして主柱断面の正円度誤差

などを考慮して ， Ri ng 内面と主柱外面とのクリアランスは 75m mK

設計されました 。 6 本の柱はリフ トアップ中 においては厚さ 25m mの

Sk i rt Pl ate  fCよって柱蜘剛の形式をとっており ， リフトアップ完了

後は方紋によ って柱頭剛接，Ski r t の撤去により柱脚ピンの構造となり

ます。柱脚は主位 スラストまたは地震力によって接触面がすべりだしピ

ン状態となるように球面支承となっています。高さ 40. 650mの主柱は運

搬および揚歪能力の関係で 4 節に分割して組立てられ，第 2 節目のi容接

完了時点で ，St r uct ur e. Ri ng および J ack システムの据付けが行な

われました 。 St ruct ur e-Ri ng はフレ ームの弾性変形を考慮し て，心

から 10 mm前後偏心させ，水平面に対しては 10

0

前後傾けて侭付けまし

た。
J ac k システムは ， 米国 De L ON G 社か らリースした450t 高圧 エ

アー J ack 2 基を T and e m システム K アレンジしたものと ，吊上げ合

力の{ 需心防止用平衡維持装置 (E qual i zer ) とで構成されています( 図

- 5 )  0  De  L ON G  J ack は Fr ic t i onal res is t ance による反力装

置として上下( J ac k 1基に付き) IC Gr i pper と称するリング状の厚

い Rubber Tube を有し，その中聞にエアー J ack 12台を円周上に配

置した外径 ・高さ と もに約 3 mの J ack ing Devi ce で，使用空気圧は

350ps i  (25kg/cnl) です。その 1cycl e 作動は次の(1) - ( 4)のとおりです 。

( 日下部 Gr i pper を i nfl ate させてガイド兼反力支柱となる 主柱を桐

む。 (2) J ack の hoist ing cy l i nder を巴xpand させて J uck up 

する( 乙のとき ，上部 Gr ipper 内圧は零) 0 (3)  J uck up 完了後上部

Gr i pper を i nf late させて主柱を掴む。(4)下部 Gr i pper を def l at e

させ， J uck up により元の位置に残された J ack と下部 Gr i pper を

J uck up iiii の状態に引場げる。

乙の動作をくり返して尺取虫式のクライミングを行ない， J ack はそ

れ自身で主柱を間みながら ，E qual iz巴r を経由して S tr uct ur e Ri ng 

を吊上げる乙とによりスペースフレ ーム を l i ft up していきます。乙

の J ack の能力は単独で450t ですが，乙の工事では 2 基を T ande m

として使用するので，その能力を800t とし て計画 しました 。スペースフ

レーム自' l ! : 3，450t ， St r uct ur e Ri ng &  E quali zer  330t ， $i!i ・その

他先付 けした金物類および仮設物重量などで，各柱あたりの反力がほぼ
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800t  になるように載荷しました。 J ack システムのセットに次いで， 第

3 節および第 4 節の主柱建方およびその周囲のフレ ーム組立てを行ない

ました。 De L ONG 社の i nspec tor による主柱建方精度検査の結果，

最大垂直誤差は 6 mmでリミッ ト値 1 i nch 以上のため当然合格とされ

ました 。 J ack 用エアーパイプラインの検査 ・テストにつづいて， 6 組

の個々の T ande mJ ack  についての作動テストを行ないました。 J ack

の個々の操作は De L ON G 社のオペレーター 3 名によって行なわれま

したが ，LI F T  U P 工事は我々の責任において行ない ，前記(1) - ( 4)の操

作命令やプレッシャ ーゲージの読みおよびストロ ー ク霊の確認なとはわ

れわれ J.v 職員が担当しました。リフトアップ中において，スペ ース

フレームの各主柱間許容レベル誤差は 1∞m m以下と規定された結果，レ

ベソレ測定誤差を2 5 mmと惣定して 1 ストローク置は7 5 mmとしました 。

44年6月14日東西 lζ 相い対するジャ ッキ 2 組を 30通→20通→10 通の順

で繰返し 3 回だけ述動させて ，フレ ームを仮受け合から浮上させる縁切

り作業を行ないました。第 3 回目のス トローク 完了直前( 総リフ トアッ

プ畳 165mm) 1ζ フ レームが仮受け台から完全にはなれた状態が確認され

ました。フレームの変形E 測定，部材応カの計測および増締め( 縁切り

によってスペースフレ ームが構造的 K 初めて成立した乙とになり，部材

応力が発生して組立時と全く迷う応力状態と なるので，そのためにゆる

みが生じたシム部分の再締込み) などの作業につついて ，J ack  6 組の

Sy nchr oni zat ion  T es t を行ないました。 J ・v 責任者( 司令) の指示

にしたがって ， フレ ーム中央西端、却に置かれた Mai n Cont rol  Panel  

をチーフオペレーク ーが操作し ， 他のオペレータ- 2 名が J ack の調

桜 ・点検を行ないま した 。第 1回目のリフトアップは 6 月23 日- 7 月 3

日，第 2 回目は 7 月10日，第 3 回目( 最終回) は 7 月27日- 7 月31 自にそ

れぞれ実施され 7月 4 日- 9 日および 11- 26日には側柱の第 l 節建方

. 熔接が行なわれ ました。く表- 3 > はその実施記録です。 St r uct ur e

Ri ng 下而 IC原点、をセットして，各主柱外周に 4 本( 東西南北) つ‘ つ吊

り下げられたスティ ーノレテープと，ピアノ線の強力を osci ll ograph 化

するストローク計との併用により ， フレームの各主柱間レベソレ誤差が許

容値 l∞m mを越しそうになると ， ローカノレ( 任意の主柱 l 個所について

の J ack 操作)ま たは簡易ストローク調整( J ack のストローク規制部分

に任意厚の鉄板をはさみ，その厚さだけストローク品を減じる ) κ よって

レベノレ修正( 総ストローク 354回のうち50回) を行ないました。各柱および

地上の要ffr か らの情報はすべて司令室において整理 ・判断され， その結

果は直ちにスピーカ ー・電話 ・信号ランプおよびトランシーバーなどによ

って，各所へ指示 ・連絡されました 。総リフトアッフ。盃28. 784m，実働

延73時間，平均 l ストローク最80. 1 mm，平均 1 ストローク所要時間 12. 4

分 ，実作業 14 日間，そし てリフ トアップ所要日数は延48 日間でした 。

リフトアップ完了後，柱頭部材接合の作業が始まり，各柱 lζ おいて，

主柱内郎か ら主柱 Iζ ガス苦手孔→St ructur e R ing から固定問斜材ボ ー

ノレト 4 本引 きだ し→主柱内郎の受け座に固定。→方杖部材寸法実測→部

材加て→取付けが行なわれました 。次いで. J ack システムの解体撤去.

主柱余長部の切断撤去，仮設用側柱およびプレ ースの燃去，そして 9 月

ｾｏ 日 ， 柱 ｬ 湖の ｓ ｫｩｲｴ Pl at e が撤去されて大尾根の構造体は完成 しまし

た。 フレームの地組み時点でセットされた段大ムクリ髭 24 5 mmは，最

終的設言|荷積 lζ 対する最大たわみ置の理論値にほぼ等しくとられたも の

で ， 現在の ｩｬｾｦｩ 有状態Ｈ ｾ リフトアップ荷重Ｉにおける最大たわみが Ｑ ＷＰ

m m  ( 縁切り直後とほとんど変らない) なので，いまなお75m mがムク

リ置として残 ってい る乙とになります。 フレームの変形切の進行が予想

を下まわっているという乙とは . フレーム書151オの組立て精度 ， とく K

Connect i on 郎分におけるシムの締込みが予期された以仁 lζ 高い精度

で行なわれた乙とを怠l床するものです。地組み完了時，その巨大さ ，新

しさ ，精密さゆえに ，浮上の可能性にすら 一 郎の人々に片鱗の不安をい

だかせたとの大尾恨も ，いまは地上39m，銀色 K 映えて ，そのシンプノレな

美しさは印象的であり ，お祭り広場を中心IC くり拡げられる E X PO '70  

の大ページェントは ，それを被う乙 の大屋根によって圧巻を tii し，世界

の人々に少なか らぬ感想j を与える乙とでしょう 。

Ｈ ｉ Ｈｋ 大林組 ・ 万同時お祭り広 ｬ｢ｾｲｵ 築工事共同企業体工事事務所所長代 ｅｊｄ
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18 日 4 時- 5 1侍 於 会 館 集 会 室

出席者東畑会長ほか 7 理 事 五 卜 嵐 監 事

議事(1)第 2 回日本建築祭組織委員会委員並びに

実行委員会委員選出の件

(2)第10回関西都市 ・住宅会議開催の件

(3)労働組合と労働協約締結の件

(4 )事務局職員停年延長の件

(5)大阪のが「建築写真展示場開設の件

(6)入退会者承認の件

(7)報告事項

| 建 築 デ ー タ シ ー 一 主 主占五一

編集 D グループ打合会

2 日 5 11寺半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 2 名

議事(1)掲載シー トの原稿について

(2)グノレ ープの迩営について

デザイングループ打合会

3 日 5 時半- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 他11: ¥幹事ほか 3 名

議事(1)11

'

間総代目次について

(2 )企画グループについて

鉄骨工事打合会

11 日 4 11年- 51時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 ぽ厄副会長 ，真塚委員

議事 鉄骨工司王および他のシート企画について

委 員 会

18日 5 時半- 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

山市. x . 中原 ・ 松村正副委員 長ほ か Ｕ ｾ ，

議朝日特別委口紹介の掲載会社の確保について

(2)山l以佼助会貨の値上げについて

131各編集グノレープの運営について

(4 )企画グノレープについて

(51そのほか

編集B グループ原稿説明会

30日 1  lI :y半- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

11' ，1市. x f戸越化学ほか l 社

篠的幹事ほか 3 名

，議事 尚岐シートの内容などの説明

| 事 業 委 員 会

見学会小委員会

4 日 51時半- 7 1時半於会館 3 階会議室

出 席 者 今 井，金子同委員

議 ｾｽＱＨ Ｑ Ｉ 8 月 lζ 実施した見学会についての報告

(2)9 月- 12月の見学会企画について

(3)明年 1月- 3 月の見学会企画について

(4) そのほか

展示会小委員会

8 日 5 1時半- 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 筏田副委員長，木原幹事，小泉委員

議事(1)本年度の展示会企画について

(2)そのほか

委 員 会

11 日 51時半 - 7 11寺半於会館集会室

出席者 岡本副委員長ほか 11名

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2) 9 月- 12月の事業企画について

(3)明年 l 月- 3 月の事業企画について

(4)そのほか

懇親会小委員会

19日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 山本副委員長ほか 3 名

議事( 1 ) 忘年懇親会の企画について

(2)創立記念日の集いの企画について

(3)役員委員懇親会の企画について

(4)そのほか

住 宅 委 員 会

委 員 会

9 臼 51時半- 71時半 於会館集会室

出席者 岡橋 ，野々 村正副委員長ほか 11 名

議事(1)第 6 回 「よろず相談住宅展」経過報告

(2)来年度 の住宅展燐想につい て

幹 事 会

9 日 7 時半 - 911寺半於会館集会室

出 席 者 間 橋 ，泉谷，野々村正副委員長

ほか 3 名

議事( 1)委員会今後の活動について

(2)次回の住宅展について

(3)小委員会に ついて

総務小委員会

29 日 5 11寺半 - 81時半 於会館集会室

出席者黒谷副委員長ほか 5 名

議事(1)委員会今後の事業企画 fCついて

(2)来年の住宅展規絞について

(3)そのほカ主

建物および設備の保全編集打合会

9 日 3 11寺- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 清 水 氏 ほ か 3 名

議取 1)原稿調整について

(2)1[ ¥版企画について

委 員 会

19日 51時半 - 711!j 於会館集会室

出 席 者 石 崎 委 員 長 ，荻原 ，伊藤 ，7!I 川

各副委員長ほか 4 名

議事(1)委員長，副委員長 ，幹事の選出、について

(2)各部会の構成員について

(3) M年度よりの企画図書について

(4) 本年度の出版企画について

(5)委員会の運営につ いて

(6) そのほか

建物および設備の保全編集打合会

25日 Ｔ Ｑ 侍 ｾ Ｕ 時於会館 Ｓ 階 会 議室

出 席 者 清 水 氏 ほ か 3 名

議事(1)編集方法について

(2)出版工程について

建築基礎工法と実例幹事会

29日 61時- 71時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山肩委員長 ，山 口幹事

議事(1)検討原稿について

(2)幹事会の運営について

(3) 出版工程について

編 集 委 員

.a蜘

=  

第16回青年技術者選衡委員会

10日 2 時- 5 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 足立委員長ほか 7 選衡委員

議事青年技術者応募資料をもとに選後j (20名

応募のうち 14名選衡)

委 員 会

10 日 5 1時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 9 委員

議事(1)10月号= 民家の系譜と保存計画特集

(2)11月号= 第16回青年技術者特集

(3) 12月号= 九州特集

(1)九州の新建築調査の件

(2)本文= 北部l九州からの報告

(3)本文= 南部l九州からの報告

(4 )正月号= 現代と建築教育特集

(5)2 月号以降の特集

九州特集編集幹事会

20日 2 1時- 4 1時半

於玄海荘( 住宅公団福岡支所)

出席者広岡特別幹事ほか 3 名

議事 テーマ・ 「居住涜境の現況とその背長」

一北部九州からの報告ーの執筆グループ

打合せ

青年技術者特集掲載打合会

26 日 Ｑ Ｑ 侍 Ｍ Ｕ ＱＱｾｦ 於会館 l 階編集室

議事 選ばれた青年技術者の掲棋資料 について

の打合せ (1順次編集担当と打合せ

出席者約 10名)

作品作風小委員会

26 日 511寺半- 101時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 寺 嶋 主 査 ほ か 6 委員

議事(1)11 月号作品決定

(2)九州の新建築特集のための作品選定

(3 )九州の新建築調査を終えての感想座談会

材 委 員 会 |

19 日 3 1時- 5 1時 於会館集会室
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建 築 基 準 法 に 基 づ く 準 不 燃 材 料 お よ び 難 燃 材 料 の 指 定 に

関 す る 建 設 省 告 示 の 改 正 並 び に 防 火 材 料 認 定 要 領 の 改 正
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建築基準法施行令第 1 条第 5 号及び第 6 号の規定lζ 基づき ，準不燃材料および難燃材料の指

定に関しては ，昭和34年建設省告示第2543号により指定されているが，今般昭和44年建設省告

示第3415号 ( 8 月25日付け官報告示) のとおり ，全面的に改正され，また ， 8 月25日付け建設

省住指第 325号により防火材料認定要領が改正され，乙れに伴ない昭和34年建設省告示第 2543

号は廃止 された。

今回の改正の主な事項は ，材料が実際 Iζ 使われる条件で試験を行なう乙と ，新たに材料の発

煙性状を明確化した乙とな どである。また ，防火材料認定要領を改正し，不燃材料の認定基準

を整備した乙と並びK 認定された防火材料の表示方法， 生産および販売実績などの報告，認定

取消しの方法などを定めたととなどである。

今回の改正によって ，昭和34年建設省告示第2543号による準不燃材料および難燃材料は ，本

年12月31日まで，昭和44年建設省告示第3415号による準不燃材料ま たは難燃材料とみなされる

が，同日以降は効力を失うほか ，乙れまで小職の認定した不燃材料，準不燃材料および難燃材

料 ( 以下「防火材料」という 。) についても，同日以降効力を失う。

l  防火材料の性能試験，認定の申請，認定などの経路は ，原則とし て下図 lζ 示される。

2  防火性能試験成績警は ，別表 1 ( 省略) の様式によるも のとし ，次の試験機関において行

なわれた試験結果を記入したものとする 。ただし ，通則的な認定 lζ 係るものについては ，

建設省建築研究所において行なわれた試験結果を記入したものに限る 。

試験機関名 所 在 地 試験管理責任者

建 設 省 建 築 研 究 所 東京都新宿区百人町4の394 川 越 邦 雄

第 3回日本万国博会場建設工事見学会

( 大 阪 府 建 築 土 会

と共催)

日本建築学会近畿支部

5 日 12時半 - 16時半

参加者 103名

( 清水建設株式会社大阪支后ど提供のパス 2 台

に分乗)

目立造船工場と S Mカーテンレール工場見学

A .  

::a;: 

1?日 12時20分- 17時

参加者 36名

( エスエム工業株式会社乙♂提供のパスにより見

学)

神戸市の住宅団地開発と神戸港の海面埋立工

事見学会

25日 12時半 - 18時

参加者 32名

( 株式会社竹中工務庖ど提供のパスにより見学)

. 6.  

コ'"
学見

財団法人日本建築総合試験所

財団法人

建材試験センタ ー中央試験所

東 京 都 建 築 材 料 検 査 所 東京都品川 区東大井 l の12の20 渡 部 繁

東 京 消 防 庁 予 防 郎 東京都千代田区永田町 l の11 の39 浅 見 ? 普

農 林 省 林 業 試 験 場 東京都目黒区下目黒5の37の21 竹 原 秀 雄

3  防火材料説明図書 の作成にあたっては ，次の点、に留意して，必要な事項を記載するものと

する 。

(1)  材料等説明

筈

材料の形状，

構成材料名 ，材

質 ，性能，品質

の安定度 l侍に関

し 説 明 す る 乙

と。

(2) 標準仕様書

施工 lζ 関する

標準仕様につい

て 説 明 す る 乙

と。

なお，認定H寺

において ，(1)( 2) 

および その他の

使用上の参考事

項を ， トレーシ

ソグペ ーパ ーそ

の他複写可能な

B  51波の用紙lζ

簡明に印刷した

ものを ， 約 200

部健出するもの

.， 

( 通則的な認定)

坂 静 雄

藤 井 正

夫

i畠 設 省

趨築研究所 ( 試 験 室 )

大阪府吹田市藤白台5の125

埼玉県草加市稲鰐田T字堤外川上1804

〔申請 者が業界団体などで通則的毘 定の場 合〕

① 防 火 性 能 試 験 依 頼

( j ] 設省住宅局長宛認定申鵠

② 防 火 性 能 試 験 成 績

11 時半 - 1 時半

於ガスビ J レ8 階食堂

出席者東畑会長ほか 14名

当日は東畑会長より第 2 回日本建築祭につい

ての経過報告が行なわれ，第 2 回日本建築祭

委員会規約を審議の結果乙れを承認した。

|建 築 6 団 体 会 長，支 部 長 昼 食 会 |

17日

②

防

火

性

能

試

験

成

績

申

繍

書

二

通

添

付

建

設

省

住

宅

局

長

宛

認

定

i両

築

界

団

体

等

者

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

正午- 2 時

於日本建築学会近畿支部

矢野士会事業委員長ほか事務局員

6 名

9 月以降の共催事業について打合せ

18日

出席者

イサ
宝害定③ 認

議事

4俳

( 岳特定行政斤通遥)

〔その他の場合 〕

9月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 3 社〕

第一建設工業株式会社 広島県建築設計事務所協会

早川電機工業株式会社常化事業部
j 指 定 試 験 機 関l

j tJK日2tfLコl

J  

---r 

④

審

査

報

告

① 防 火 性 能 試 験 依 頼

② 防 火 性 能 試 験 成 績 普

③ 防 火 性 能 審 査 依 頼

④ 審 査 報 告 轡

⑤ 建 設省住宅局長あて認定申 t賢岳 ( 正副 2 通) 1

⑥ 認 定 魯 空 付 |  

l一一ー「

者

L 一一一」

'i' 

E間

高 嶋 泰 朗

豊 国 孝 一

南 部 1 J f 敏

藤本 ｾ ｉ 宏

市l 久 夫

山 本 英 明

山 本 長 水

吉 村 元 男

〔個人会員 26名〕

背 柳 司 : 北 村 俊 男

江 坂 俊 明 j 熊 谷 留 男

江 里 嘉 治 郡 山 正 久

桜 並 英 子 [ 坂 本 源 幸

池 田 品 悦 沢 声ｾ雄

石 田 - 白 井 唯 能

大 浦 忠 行 ; 島 問 哲 朗

川 田 祐 三 鈴 江 借 覧

北 崎 妙 子 t 悶 淵 彰 とする 。

( 氏名省略)26名〕〔准会員
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ホテ ノレプラ ザ、

焼却炉工事

内装クロス 張工事

建築装飾金物

内装工事

全 館 天 井

ニュータ イガーボード

イ ン シ ナ ー 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 唐

イ ン シ ナ ー 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 牛 丸 町 55 (東洋ピノレ ) T  E  L.  372- 0481 

有限会社 太 田
韮

商 唐

大 阪 市 西 区 南 堀 江 立 花 通 2 ー 1 0  T  E  L .  531- 6567 

内 外 装 金 属 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 川 口 町 1 2  - 2  T  E  L.  582ー 1852

株 式 会 社 陸 屋 商 庖 大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 20 (有楽ビル ) T  E  L.  251 - 6401 

吉 野 石 膏 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 玄 白 浜 通 1 - 25 ( 新大ビル ) T E  L .  344- 6631  

... ペントハ ウ ス

"' 23階

へーベノレ( 軽量気泡 コ ンク リー ト) 旭化成工業株式会社

取扱商社 高 島 株 式 会 社 大 阪 支 庖 建 材 部

サ ンフ ッ ト( 壁材 )

大阪市東区本町 3 丁目 16- 1 (滋賀ビル ) T  E  L  .262ー 1881(大代)

株式会社 ホクサン



， 

超 高 層 ・ ホ テ ル プ ラ ザ を 支 え そ し て 包 む

独 創 的 な ニ つ の メ タ ル キ ャ ス ト 素 材

工 学 の 要 求 す る 力 の フ ォル ム と

建 築 の 要 求 す る 用 の フ ォル ム と

造 形 の 要 求 す る 美 の フ ォル ム と

- 高い岡IJ 'I生と耐力をそなえた円形の厚肉鋼なの

で、巨大な荷重を小さな柱断面で処理できます

・接合部の節点、岡IJ 性は最高の信頼を得ています

・部材の種類が豊富で、同一径に断面強度の異

なるものを多数そろえていますから 、要ポされ

る計画に応じて構成部材の標準化が行なえます

・接合部の構成もきわめてシンプルで 、計画に

応じて自由に設計ができ 、標準化も容易です

そ れ ら の す べ て を 一 身 に 体 現 し

建 築 生 産 の 合 理 的 シ ス テ ム に 対 応 し た 素 材

そ れ が メ タ ル キ ャス ト で す

- ユニット壁として要求される機能的で立体的

な形状が、継ぎ目なしに一体に成型できます

・カーテンウオールの水密| 生 ・耐風圧性そして

施工性を大巾にレベルアップできます

・設計のさい、製造条件をよく生かしていただ

けば¥ 素 材 の価格もた いへん安くな ります

・造形の巾がきわめて広いので、工業製品であ

りながら人間の造形意思を豊かに表現できます

圏

Qi l i QG: : ' ヲι / •• ，1. 舎 .. ｾｾ＠
封 問 合 せ は 大 阪 大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2 丁目 干 556 lel 631 - 1121  東 京 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 3 丁目 干 103 lel 279- 2111 
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点 大 阪 市 山 J I : 111 ...j>: i必 4 ー 1 - 2  T E L .  783- 1151  

株式会社 芳 園

ホテ/ レプラザ

大 阪 i I i ｾヒ灰太融 ＧＭ，， Ｇ ｩ 聞 ｔ 4  8  T E L  313- 2451 

T H 皆メ イ ン レ ス ト ラ ン 庭 |羽 造 園 工 事 ilil 申l' IH:i5rfr T  E  L .  361- 4785 
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ホ テ ル プ ラ ザ

a-

企 l lWi ラウンジパー ( 古 河 フ ロ ア ウ ォ ー ミ ン グ で 暖 房 ) 古 河 電 気 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 立 }:h 浜 通 2 - 4  T  E  L.  361ー 1161 (大代 )

イ主 織 物〉工 株 式
A

Q

E

 

社

ｔ ｗｾ ＿ｫ の ＱＱ｜Ｑ カーペッ ト ・室 内装飾 大 阪 市 南 区 宮c ｾｾＺ＠ ---.，'[: fl!町通 4 - 5 5  T E L .  251- 0081 (大代 )



そ の 他 の 頁

セントラルヒーティングは世界最大の規模を誇る

… 社 製 A ・3 ボイラ

*;:;主主7、ifn;47JtJ ぷヰ;;;を ?次郎対自 国5LIABfhbm汽車製造f捕ま書面1

. 米国市場の 80% を独占 ・鋳鉄製本体は耐久性抜群 (米国で 70年、日本で 40年の実績あり )

. 暖房と給湯が一台で可能・全自動で操作は簡単・静かな運転者.A重油 ・灯油 ・軽油いずれでも可

・家庭用から営業用まで 72機種 ・部品の在庫豊富

DI隆容1 51 大 阪 市 川 町PJI 406 〒554 'o'1l ，1，1i  (06)  46ト 8仙 札 幌 抑 制 草 津 広 臼 稲 問 削t

家具 ・造作 ・室 内装飾 ・船舶 ・航空機内部蟻装工事 設計施工

及 び

建築設計監理

⑧大丸室内装工部

・大 阪 大 阪 市 南 区 銀 谷 1
'
1' 之 町 3 8  T  E  L  (252 )0641 

東 京 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 4 の 3 T  E  L  (271)  0935 

名古屋 名古屋市中 区錦 2 丁目 2 の13号 T  E  L  (231  )0256 

防火・断熱の設計には • • • • 

豊富な 実績、優れた品質を誇ると旭化工板ミの製品からお選び下さい

轟ーヲイト く語乙3TZ〉

準不妙、材認定1328号〉

女 ポー ライト をコ ア材とし た各種積層板

且=元=，z民ーt-:・
)  (耐火断熱板〉

21Rf みh山トz，
(軽量断熱板)

K C / i 率 . L (色 彩 耐 火 板〉

耐火認定 (30分WnOOI9)

7 : :1ニ寛み

べ=フt;:...

(防火吸音大型板〉

(化 粧 断 熱 板〉

⑥ 

J I S 表示許可工場
本 社 工 場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3  5電 路 大 阪06 (491)  6781  ( 代)

阻化工相製; . 林守会事 束守護……一刺3の8( ー レ ) 臨 時03 (662) 2588- 9  

丸. 本 I AJ 24222松ZEi MAJ 如実E522i i 222T23196;)45L;

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 18  5  9の l 電 話 鈴 鹿05938(8) 1165-6  

70 

亀

t・

J・



ー

-、

建 材 の頁

信用a 3技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門庖

宅 谷 商 事 株 式 会 社

本社 神戸 ､ｩＯｬ で ｲｮｬ メＺｾヒ ｬ ｾ 狭ＮￌＡￚ 4  - 1  ( 英手11 ピル )

I!li 泊'1l!: ，If i  神戸 (33) 0881- 3  

支 l吉 大阪山北灰キii 1l :!Uf50(盆ビル 5 階 502 号室 )

I([ . I ! U屯訓大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 ｾｉｉ 戸 ､ｩ ;'下介K 八11崎辿 1 - 5  (屯治 @2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶 縁 工 法 を

前回 ､ ミー 悶ｾ帯

は冷工法 亨 ヲ q イト

奥山化工業株式舎枇
東京 ｭｳ 中 央ほＺ銀 ｊＱ ｾ Ｘ Ｍ Ｔ - 11 11! 鯖 ( 571) 2 7 0 3 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市仰/; .¥区制 J;:J 中通り 5 - 4 電 栃 ( 921)2497・( 922) 7280

名 古 届 出 版 所 名 内 屋 市 南 区 若 草 町 33 ¥1t糖 ( 811 )3 6 6 0 - 3 1 0 4

|ヤマ 岩元式べl I i プ1
( 電動式並| 定型ヰ

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981 )  0  6  16 - 0  6  1  8  
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創 業 暖 冷 房 ・換 気 i.星 湿 度 空 気 綱 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピ j レ6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 I  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札帆市北十条西 I 8 丁目 3 6 番 地 電絡 61(代 )4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代閏ピル 5 I  4 号

11U 5  261  (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電信 68! (代) 1781

空 調 設 備の 頁

空 気 調和 設備

設 計 施 工

衛 生 設 備

，φ  
三建設備工業株ま富社

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 繍 通 1 の l

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・仙 台・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大 阪 支l吉

本 社

支 社

冷 暖 房 y  ｾ守柿サ ｹ シ

給排水、衛生水道 正ｾ t銭 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 巡 搬 機 械

厨 房 - r - ーーτ 化 学 鉱 山 機械

==幽 T 霊 堂 株 式 → - IlJn -:;1;- rl:'  

- ー句曙. . . 現号 会社ノ、t ' JX . >ι J ロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 底 長 才通口日券栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 結 大 阪 ( 202) 代表3071

本 庖東京・日比谷・ 三倍ピ J レ

支 庖 名 古 屋 、 補l町、 札帆、広島、 仙台 、 富山

出 張 所 州浜、 金沢、勝問、高松

京 都 庖

設 計 ・施 工

お朝日三業社

大阪市東淀川区加島町357 電話 ( 302) 2271- 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松町2 ー 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・ 盛 岡 ・ 椴 1兵 ・ 神 戸

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

本 底

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

空 気 調和 ・ 衛 生 設 備

設 計施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 自 国 町 16 番 地 電話 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川 町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 l 丁 目 2 番 22号 電 絡 ( 47) 代 表4535

稲 岡 市 大 名 l 了 目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代 表3795

名 古 屋 ・7 z 山 金 沢 ・ 福 井 ・京 都 ・ 松 江

ｾ＠

ｾ＠商株 式 会 社

キ土

底

本

支

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6  0  ｾｉｴ話 ＨＴＴ Ｑ Ｉ 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 版 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・ 盟 国

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

告診

出張所

社

A 、

Z ミ業 株 式工賀須設 計 施 工
生

気

* . 街

房 ・換

排

冷

給

暖

式

社

株

会

衛 生 設 備空 気 調 和大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 t豆 町 一 ・電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都市東 山 区 大和 大 路 正 面 上ル 11 I 話京都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

電 話 4 41- 5171
大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

出張 所ー北九州

支

営業所 一 広 島

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 肩

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・ 高 松 ・ 広 島

-i:i- ，!(:; 州 円 ・空 気 調 和段 備 ・給 排 水 衛 生設 備 ・塗 装 段 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会社

. 室 軍 調 車 目 の

. ，: ; ，，; 童向'

キ土本

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑨ (211) 1535 代

出 演 所= 札帆 ・仙台 ・北陸 ・神戸 ・広島 ・松山 ・九州⑧ ｾ＠

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

" 宣言十並ニ施工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区官官出町 3 0 ・世 話 I Ｉｾｾ ｾ Ａ＠ ｾ＠
u. I I n I 、364) 0  9  7  7  ( 代)

本 社 東 京 信11千 代 出 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

?な J 活 ( 21 1) 8  5  1  1  .  8  5  6  I  ＨｉｾＩ＠

仙台市新伝 Ｎ Ａ Ｎ Ｇ ｾ IHT 6  0  

m .f 孟 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

1l:t .15 ( 971)  3  6  2 .  I  

水 道 ・衛生・ H愛冷房 ・其{ 也符 U lJ.

設 計 並 施 工

ＨＱ 日斎雌久孝ｾｬｊＮ ｦ Ｉｪ所Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 IJI: j 也( 日本ピ Jレ)

司r rf孟 * 京 ( 270) 7  4  1  1 倭 ( 代 表 )

約T松界官frrT門ピ;;;E; 民営122m

Ir. I  n  di  ; ，却事 2 の 1 .，lt .l.'; ｉｉ［ｉｊｾ＠ 24>24:16  

尚 伝 市 2 信 r 9 甘.! l i ＮＺＧ， Ｇｪ 松⑫ ＡＩ ｉ ｾｾ

ｉｾｊ 山市 ￅ 0¥ 3  8  0 の 1 '.11，!，; I且l山2i >'>'!86

仙 台 支 庖Ｎｦｬｊ�ｾＭ［［Ｚ［・ Ｓ 草川

金沢古4・...1;斤

品.¥)1'11.¥.;民H庁

。: 首位出減1青

山l山出! 泌所

名 古 屋 支 l苫
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空 調設 備 の 頁

空気調和 ・恒i:' ，l:B. m.・冷凍 ・冷蔵

給排水 ｦｾｲ 生設備 設 計 施 工

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不 ニ 然 紅 葉1絃舎紅回

大 阪 rli ，軒 区 順 嵯 "rr 2 - 5 0 ¥ll 話 261- 2436((¥1 

東京郎大 1111疋il G.'. 見込 1 - 2 - 1 ¥ll 話 773 - 1231(( 1:)

銀 l笹 田 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・払¥ 1珂

本 庖

東京支l吉

営 換 所

品ｾ

-← 

大 阪 市 北 区 侮 田 8 番地( 新阪急ビ J レ8 階)

屯 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 困 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

萎れ
6!!! 高

大阪支r，!i

社本

冷 暖 房 ・温湿度調整 ・水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

<<i ，'1O. 空気調和装鐙 各種冷凍機

設 計 - 製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖 社

大阪市西区京町地 1 丁目 6 2  'Ilt訴(443) 代表8161- 9  

名古届市中村区水 主町 l 的 1 2  1tt，前(541)0966(  551)  1665 

東 京 師 港 区 亦 坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 板 ピ ー ク ピ ル 5階 電 話 (583 ) 1  4  6  7  

神 戸 市 生 悶 灰 北 長 狭 通 7 丁目 l の l 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業工田山

社

前

所川川

本

支

出

大阪市北区堂仏 ｈｾ j必 1 - 2  5  (新大ピル )

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京古11 中央区日本締本石田r4  - 2  (三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 J+I

I奇 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

庖

川

崎

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・冷 暖 房・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ -サ ッ シ ・ド ア ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・ 除塵設備

く m哩型丘コ

社

大阪市東区高腿幡 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

i:1I話 (06 ) 202 - 7745得 ( 代 表)

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電話 (03) 902 - 3111呑 ( 代 表)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台

A

Q

一

A
E耳

本社 工場

庖

E里

大 阪 支 后

東 洋 烈 工 業 機 式 会 極 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443) 8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 1書 名 古 屋 ・ 福 岡

支

2舎町震局毎13=

Ｍｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ・ ｆ 司 ｾｾ ｾ ｈ 喧 ｾｉ

司F: " t ・. ，. " ，

⑫指j語器産藷fi

温湿度調整 ・暖冷房・換気給排水・ 衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 回 町 2 0 番 地 の l

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間i専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満 繍北結 )

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

ｩＱｾ市栄町 Ｒ - 1  1  1  電話③ 3 6 1 0  

鳥 取 市 品 治 町 鳥 取 農 協 会 館 内 電 話 ( 22) 4477 

Ci ，"lT 
会 社

社

大 阪 営 業所

⑨ 

本

園田市営鎌所

津 1宮 集 所

鳥 取 営 難 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

壬Jl .

d又給 -排 水 ・衛 生 ・消火・暖 冷 房 設 備

お 顎 西原衛生工業所大阪底

( 35 1)  4927代

4540 

( 328)  0364代

( 328)  0363代

長 尾 正 大

本社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天 六 阪 急 ビ ル)

大阪営 業 所 ( 351)  4927代 サービス 事業 所

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 エ 喝

電話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀区 r! ]i l':南.itit 4丁目 11

出 張 所 = 京

置
商 庖

カ ー テ ン ・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

幸

J 合、

居利

平山互業株式会社@  
合名会社

大阪 市南区長胤僑筋二ノニO ( 日本橋バス停前)

包 括 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  1  - 4  

Hi: 話 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  5 ・ 6 9  2  3  

;j (  r.J 1 市 中 京 区 河 原 町 列 川 下 ル 指 物 町

包 括 京 百11 (231) 3 2  7  7 ・ 8 7  7  9  

所

ωE 売 部)

京都出張所

唱畢営

設 計 ・施 工

73 

大|仮J ! i西区江戸排I!i 血2 の 2
T  E  L  (4 41) f的 1994.  ( 443 )  fイ加331



ー

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T  E  L  ft 1ft. (448)  1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 ml 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

:t: : 信 産 骨 . 1 ' = + 件ード/ . : : : 0 . .

J 支 局 弔 支 1 . 1' : 末エI 云

取締 f支社長 浅 海 正 雄

大 阪 "1 -l t  l丘 1z 松 田T /  J  1-1 2  2  

70: ，!li 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

*  J;f Ｑ ｾＱ Ｕ 港区赤坂 Ｑ r  1-1 5 爵 7 ; ;

T日，!，r，- (481)  8  6  2  1  (i: }< 

? ; 占 lせ ・ 札 帆 ・ 初 !日l

l世 I11 ・償 浜 - g王 位 . 1& 路・ l:':j ｦ ｾ＠

電 気 設備 の 頁

A

Q

2

 

式電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

H  

!.RJ;r  ＺｫＺｾ Ｎ上

本

1li 

業 所

.k: 

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 lf 男

大阪市東区泊施 ｦｲｾ 五丁 ｆ ｉ 二 八併 ｉ 也 'di ，1i首大阪 (202)0325- 9 得

本 社 東 京 n J l 千代 l日医 i何事11 悶 l 丁阿 4 t在地 5 サ

支 社 札 帆 ・(l1J fi ・メL / 内 ・名 古 屋 ・福 岡

山 張 所 胞 川 ・ 内 l可 ・ 燃 1兵 ・ 静 岡 ・日 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

i1ttJ 工事本音11 T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

ふ
一

Aエ藤エ太 陽

大 阪 市 北 区 野 崎 11汀 6 9  

T E L (06) 313 - 3 4  5  1 (代)

施 設

工 事 本 部

社

設 計 - 施 工

A

A

一

A
式

司'

株
と

一

川

電 気 工 事

e e  

弔本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 d1 JI IJ. *  1><: ｾＨＭ 江 東 之 町 三 r / 1 ・I i

'，'li Mi 大 阪 ( 9:11) (¥: 1< 7  3  4  1  - :; 

0 3 8 8 ・2 1  9  :3 

大阪rlibJi.点Ix]f 江点之町三「目 ー- ，守仏!抗A大阪 (刊句附:!川i

4祭?良 ｆ県 Ｚ， ｾ ｩ ［湖御割卸 ｉｬｩ 背庁 I市li i，卸「同同j曲η  :1 6 0  "世也.J!M』μt卸，; ，荷庁 2  26(ω)η7 .  1止幻1tリ}  

本

社

大 阪 市 北 区 高 屋 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313)ー 1 1  0  1  ( 大 代 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・妹 'Ida . 広 島 ・九 州 ・神 戸

A

Q

E

 

式

+  

央

株

原

業

莱

エ

取締役社長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

包 括 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品 川区西五反回 6丁目 25番 11号( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 師 岡T 2  3 番 地

司Z 昔舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 諜 ・ 和 歌 山 名 古 屋

ェ

市

血

(

敏

凡

又事工

昌

一

川電

キ土

庖

営 業所

本

支

社

林

大 阪 市 北 区高11 '1i. lI !f 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

可 抗 砂 3 6  7  1  ( 代)

* 京自1I 中央 区 rl 本 情 箱 崎 111]" 3 丁目 2 /ll= J也

屯 ， 活 ⑪ 1 4  7  8  ( ( ( )  

川 崎 ・ 相 模 原 . ey .  ｬｩｾ＠ 山

夫

一
一
一

( t M限締役

株 式 会 社

ヰ土

広

本

支

君羊出 5昆戸斤
出 張 所

理腎¥ ｾ垂血血 ＭＴＰｾ＠ ・4品 4 台、

E g  1: ・1. 末エ、. ':z:;;' 

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 五 O (堂 ピ ル 三 階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

* 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

m ，1古 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

同 市 ・ 堺 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

電 気 ・暖 冷 房 - 空 間工 事 設 計 施 工

宝( n 

メと

大阪市 ｲ ＡＮｬＺｩ ｬ ｾ 北桝 ｪ 仁卜 Ｇ Ｎ Ｉ 必 Ｑ r  11  6  S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9

東 京 ・ 名 占 Jt!. . 出 .t ;/j .  t{ ，'; 

'P 111 取締役社長

社イ主

をt

社

本

支

営業所

s  I;(i l  話業所
市神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・計 装工 事 ・設 計施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 線 川 町 1 5  /11= 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新縞 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪商 ・札眺 ・名目[ 屋 . IJ Lj 1I di ・松 111 . 徳山

商

取締役社長

社

東 京 支 1，1;

本

社工 業 株 式

今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8 8 8 1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 . ，'ifr 岡 水 品 ・福 岡

〈
云中 央 電 気

取締役会長

社本

所張此

支 庖

営業所
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そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手しーチ・ミ〉オ; ーjレ

ク株式会社

言 幸 商 曾

⑩ 

「一一

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

サ ン エ ス

s s s  

( カタログ進呈)

⑪ 22YE芳界ぷ息磨

Board &Sl ate Standard 

各 種 l冗語I ¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

顎吉田芳雄商庄日

b
z

u

 

ボ'Y 酸耐

網器、

セトモノのデパート

フ タ ノ て 需 3阪
大 阪 diJk住 吉 区 桑 i ItUl j 丁 11 1  0  1 耐也 '.l!: .ili 大 阪 ('Z17) 451

. 内念泊I f . . ，ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話( 702) 代7814- 6  

特約代理后・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 今 治 ・福 岡

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 総 工

建具、パネノレ、家具、各種木工品の製作

内外装飾織物、窓、接ト、敷物、壁紙類一式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

( 創業大正 7 年)
庖

大 阪 支 庖

商石理大杭-矢

株 式

会 社

大 阪 市 東 区 日 胞 析 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五|渚

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川 崎 町 2 の 6

屯 話 ・大 阪 ( 371) 3321- 3・3630

大阪府知事控訴登録

f  白 ) 第 1 6  2  1  6 号

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L (361)9055 ( 代 必 )

本町営業所大阪市点区本田T 4-27御堂ピル T E L (252)  3  9  0 6  

防腐営 業 所 大 阪 市 点 l孟 陥 拘112 - 3  6  

社 寺 数 奇 屋 用 瓦ー … 大 仏 瓦

内外装用禁変美術タイル・・・・ 大 仏 タ イ ル

J;( r. li.li 点i > ( 山守熊野よ仏池川町 9 町 9

守口市1<1' : 多東町1丁目23アマF ピソレ

*'. I" i  li { 市守山区大" ・小幡山脇27

* 点郎渋谷区上原 l 了 日 29の 4

京 有11 m水 ・ 山 城 ー 瀬 戸

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

東 京 営 難 所

工 場

ナニワ媛匂12a
3 寸緩旬最適軽量水止イ寸( 空葺) 瓦

意ご 内 川 崎 防 止

耐 震 耐 臥

E弓 安 定 韓 量

豊瓦

i 株

霊登

雲亙

'15 
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ノ レ ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ。③シ ヤ タ ア . i凡 用 シ ヤ タ ア

そ の他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ーツ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

間11

曲目i 注豆立

禁 荘 三 高 製 作 所

近代建築の要求する

76 

設! 計

製

※ 特 許

イ乍

施 工

11¥ f異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

11¥俣シャEγ ' - 1- 工業椋式会ネ士大阪支庖

- 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ブゲス I二も/ 耕 jご も

函を・薬品 l三毛J

大丈夫で・オ

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊｾｊｾ ｪＮ Ｙ ル
. 永 久建 材 の 趨 ひ ふ く 鉄 飯

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν ＧｊＧｾ克明ル Ｈ ｓｐｍ Ｉ

カ弓ー叉 ＭｊｴＭ 苅 Ｇｊｉν ｊｪ Ｇｾｾｉｊｊ 砂 Ｈ ｃｓｐｍＩ

. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I

J  ｉ Ａｊヲ ｊｾ ＮａＢ ｊｾ 製造株式会祖
本 社 工 場 兵庫県尼崎市長州宇稲川新聞44 電語大阪(481 ) 8085- 9  

丈 匝 支 唐 兵庫県尼崎市民州字稲川新田44 世話大阪(481 ) 8085- 9  

東京支庖並工場 埼玉県車市揖昌 5 - 6 - 3 2 電話 蔵 (42) 3  1  1  5  

主庖・ 出彊 奇 郡山・八幡・名古屋・)1崎・岩国宇都・延岡・敦賀 三車種島瞳山

も



.. 
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建 材の 頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっばん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782)4171代

d二コt g a ma

送 風 機

株式会社 谷 山 銭 工 所

営 業品 目

. L A F 形 リミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 "J 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

( 午寺 前二)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区里 子 江 東 之 町二 T 目 一 番 地

電 話 大 阪 (931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 T 巴 六 番 + 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術 ・. .  

東洋シャッター株式会社

本 社 大 阪 市 東区谷町30 新野村ピ J レ T E  L  (762)  5861 代

支 J吉 東京 ( 771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 償 浜 ・滋賀 ・京郎 ・神戸 ・福岡 ・他全国主要都市

77 



建 材 の頁

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

リグコン• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P オf ード代; 王里J吉

建 設 大 臣 認 定

・三段ブロック

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理 庖

工 ス シ ー ル #31 - 高 弾 性 目 地 材

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導

工 ス シ ー ル #21 

社 神 戸 市 必 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

fliJ 青o 7  8  ＨｾＩ皆 ＨＲＳ Ｉ Ｑ ＴＲＱ ・ Ｖ 9  5  6  

東 京 営 業 所 沼 稲 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 . 6 1 7 7

福 山出張 所 氾 訴 0 8 4 9 ( 2 3 ) 2 6  7  9  

- 防 水 材

本

⑩神戸五ゐ株式計主
____ MMM・圃・圃c::.-:::- - - - - - - ｟ Ｍ ｟｟｟｟Ｍ］Ｍ Ｍ ｷＡ 固ｾ・ｾ圃膚贋・ｲＮ ｟ Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭＭｊ 田圃・・・・・・・・・・・ ｄ ・ ｵ ・・・・・・ ｉ

F・・・・ iM_M______ __ __ MMM_M_MMMM_ __ _____ __MMM_____ __ _________ ___ ____ __ ___ __ ・・

1 ・・・. .・・ - - - - w  w w  - - - - - - _ _  - - _ _ _ _ _-- - - _ _  _ _- - - - - - . _ _ _  _ _ _ _ _ -_ _ _ _ _ -- _ _ _ _ _  _  _ _  - - - - _ _ _ _ _ _ _  _  - - - - --_J・
p---- ----WWJ ・a・・・・・・・ a ・・・ ，_ _ ______: : J・・，- - - - __ - - - - -________WJ ・・・・・ a・・・・ ，______ ____ ____1I

‘隣
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喰
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支
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し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ
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ス

タ

ー

セ

メ
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モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な
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塗
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良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

肱

付

足

凪

)

全国有名建材l吉又は当社へ

⑧ 

秀 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本町 4 丁目 2 6 111' J也 T  E  L  Ｊｾ＠ (  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

・

す

ヲ

畠

C

・

・

す

ジ

か

-

・

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

舗

卸

幼

帆

・

・

王

座

・

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪市西 区西長指 南 i泊1丁目 5番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東京 ・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i皇音水火
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日本建築協会優夏謹明

-' i7t-q.イトB雪

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

'¥' 1  f上

t's 

5J ，I!  

オ支 社 大 [1反" すよiミ灰時打起&III T 2  - 3  1  ( 船 峰 ビノレ) 市 訊 ( 94 1) 2626 . 2628

ill! 給 所 宝 塚 市 荷 台 l二 の 池 情話 す 嫁 ( 86 ) 2 153 

出 張 所 地;市 東 京 (431) 8648 ・名 古 原 (331) 1531 仙 台 ⑪ 07 21 札 帆 ⑪ 1111

オ r ータ イ ト 式 防 水 電 話 大 三 工 業 高 松 ( 2 )  0016 安 藤 て亨)1' .f，'，¥[ lf. l  ( 2 8)  5  2  0  7  

工 事 代 行 底 的 永 住 材 広 向 ( 6 1) 6  3  7  1  

エ ｉ ｾ 邦 ｬ 坊 水 工業 Ｍ［｛ｬ ［ｉ Ｎ丙 札 帆 Ｈ ＸＲ Ｉ 3  1  3  3  
m
H

よ

マノール防水剤は 、屋 上 、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリー卜 、 ブロ ック

の防水 、防湿に最適です 。

その上 、亀裂予防はもちろん 、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 517-T用〉

防 水 剤

急 結 斉IJ

早 強 剤

接 着 剤

景1J 禽量 斉IJ

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメント走旦j包甫リ)

エ ア コ ー ル

( 空 気 巡行 剤 )

山 富 貴 糞 華

1者 色 剤 )

電 ｲｬｾｬＮ 防水剤

6動

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今盟国T 2 - 4 8 ｾ ｉｊ 大 阪 Ｈ Ｙ ＷＱ Ｉ ＴＷＶＵＭＶ

名古屋営業所 名古屋 市中区門前田J 5  - 3 7  電 名 古 屋 (231) 5440  

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺 述 原 電 福島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 m盛岡 (22) 22 0 4  

緊 油脂. f t : 工事主

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 (774) 411 1代表

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

言 葉 置 式 自 信 三 品 杭

特

キ寺

許 ・ 第 2 3 3 7 4 4 号

許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

本 社 大 似 l !i !.U[;{，:.:i l1t1情 2 - 2  0  ( 川 純 判r ピJ レ)

T E L 大 似 ( 202 ) 3233( 代 ) ・7501( (に )

名 古 屋営 業 所 1' ， ， 片 ｨ ｻ 山 小 ｬ ズ釧 Ｑ ＭｾＭＲ ( 刷 旅 行 ℃ ピ ル )

実 用 新 案 ・ 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 ワ- 3 6 1 0 6 号

株式会社 説 智 工 務 町

T E L  1'，， '..h{ (211)  3 0 R 6 ( fU  

大 阪 工 場 大 阪 " ，， (1，，'，1メ北加t ' 1 /;! I"f 5  - 2  7  

T E L 大| 似 ( 672 ) 3  2  2  3  .  3  2  2  ｾ＠

名 古 屋 工 場 愛 知 山 槻 : } I S lt日弥; . ; ，; IIIJ 竹 山 本

T  E  L  'J 午;，;，; ( 7 )  1  1  9  1  1  1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P S 80Aレディメードサッシ

P ABOA.  P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 ;.R };(百11 千 代 田 区 大 手 IIfj 2  - 日 T E し東京 ( 270 ) 6511( J d ¥l

大阪支) ，1; 大 |坂 di 北区梅 田町 4 7  ( 新阪判11ビノレ ) T  E し 大 |妓 ( 34 1) 4 ::131 (代 )



建築と 社会“ A RC HI TEC T UR E A N D  S OCIE TY " 第50輯第 11 号

・昭和44年11 月25日発行( 毎月 l 回25日発行) ・昭和24年 3 月19日第 3 種郵便物認可

機能・スタイル抜群ノ

イシ ｾＺｲ ーの

特 許番号 248142 ・497969 ・刊6824 ・486791

517838 ・583503 ・781196

特許出願 37- 12522 ・38- 82085'  40- 26767 

40- 62143 ・41 - 92296' 41 - 67906 

42- 228げ・ 42- 47591・42 - 73966

42- 79650 ・43- 22759 ・43- 40953

43- 60144 ・43 - 77203 ・43- 79687

イZFSFf E は 大 規備 業 所 か ら ご 家 庭 ま で

巾 広 い ご愛 顧 を い た だ い て い る 専 門 メ ー カ ー で す

. カタロ グご請求下さい ー ー ご!! 明会の節は建築と社会広告の 行お ql 添え府l います

イシシナー商事

イ; ' ! / r - 工業

本 社

大 阪 支 庖

名古屋営業所

福 岡 営 業 所

束 来 日11 品 川 区 東 五 反 問 2 - 8 ー 7 T  E  L  441 - 2  2  9  1  (代)

大 阪 市 北 区 小 丸 町 55 <東洋ビル) T  E  L  372 - 0  4  8  1  (代 )

名 古 屋 市 昭 和 区 恵 方 111)" 2  - 8  T  E  L  841 - 5  8  7  4  (代 )

制 附 市 イト ず 3 <森 野 ビ ル ) T  E  L  7 6  - 1  8  8  0  (代 )

. ご入会のお申込は 社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3 - 37 電 話 大 阪( 06) 231 - 9648. 9649 .  9640 振替口座大阪39975番

定価 300円 (送料共)


